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本報告書は、サステナブル社会の実現に向けた積水ハウスグループ
の取り組みをご理解いただくとともに、取り組みのさらなる向上を目
指して読者の方々とコミュニケーションを図ることを目的に発行してい
ます。報告事項の特定と編集設計にあたっては、環境省の「環境報告ガイ
ドライン（2007年版）」とGRI（ Global Reporting Initiative）の「サステ
ナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3版」を参考にしていま
す。また選定した報告事項の開示方法については、社会的責任に関す
る国際規格であるISO26000を参考にしています。

編集方針

冊子は、特に重要性の高い情報に絞り込み、読みやすくわかりやすく編集し
ています。WEBサイトは、あらゆるステークホルダーへの説明責任を果たす
ために、網羅的に情報を開示しています。（項目についてはP.67～68をご覧ください）

報告メディアの考え方

● 掲載にあたってのマテリアリティ（重要性）、内容については、社会
情勢、2010年度報告書に対する社内外約1300人のアンケート回
答などを勘案し、社外委員3名を含むCSR委員会で決定しました。

●「『サステナブル社会の実現』に向けた未来への取り組み」のペー
ジでは現在進行中あるいは準備を進めているCSR活動のうち、特
に重要な三つを紹介しています。

● 2010年度1年間の年次報告書と位置付け、「実践報告」のページ
に主な活動を掲載しています。

● 中期経営計画に基づき、事業推進のドライバーとして位置付けて
いる「グリーンファースト」について重点的に記述しています。

● 取り組みに対する客観的な評価として、お客様や社外有識者の
方々など、ステークホルダーからご意見を頂戴して掲載しています。

「サステナビリティレポート2011」の特徴

積水ハウスのCSR活動

WEBサイト

冊子

積水ハウスにとって重要性の高い活動

このレポートで紹介している「『サス
テナブル社会の実現』に向けた未来
への取り組み」や「実践報告」を表現
する写真で構成しています。「快適
性」「経済性」「環境配慮」を同時に
実現する「グリーンファースト」を中
心に、創業以来、培ってきたものを
大切にしつつ、住まいづくりを通じ
て持続可能な社会の構築に貢献し
ていきます。

表紙について

サステナビリティレポート

報告対象範囲

本報告書における事業所の対象範囲は、積水ハウス株式会社と
CSR・環境経営上重要な連結子会社である積和不動産（6社）、積水
ハウスリフォーム、積和建設（31社）、ランドテック積和（2社）、グリー
ンテクノ積和（3社）、エスジーエム・オペレーション、積水ハウス梅田
オペレーション、および積和ウッドの47社、ならびに海外事業子会社
５１社の計９８社とします。（概要はP.7～8をご覧ください）

■事業所の対象範囲

積水ハウスグループの事業は工業化住宅請負事業（戸建住宅・賃貸
住宅）、不動産販売事業（戸建住宅分譲・マンション分譲・都市再開発
等）、不動産賃貸事業、その他事業（エクステリア・リフォーム・海外事
業等）であり、これらについて報告しています。

■事業内容の対象範囲

2010年度（2010年2月1日～2011年1月31日）
※上記期間外の事項も一部含みます。

■対象期間

毎年4月。本年度は東日本大震災における活動を加え、６月としました。

■発行時期

積水ハウス株式会社
コーポレート・コミュニケーション部 CSR室
　　　　　　　TEL. 06-6440-3440   FAX. 06-6440-3369
環境推進部        TEL. 06-6440-3374   FAX. 06-6440-3438
　　　　　　　http://www.sekisuihouse.co.jp/mail/

■レポートに関するお問い合わせ

メールフォーム

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て

重
要
性
の
高
い
活
動

積水ハウスが注力すべき
課題に絞り込んで編集。
お客様や社外有識者の
声も掲載しています。

取り組みの詳細・関連
情報を網羅的に掲載。

Sustainability
Report
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東日本大震災により被災された皆様に、

心よりお見舞い申し上げます。

お客様の生命と財産を守る̶
その社会的使命を果たすべく、いち早くお客様のもとへ伺い、
安否確認、復旧支援に努めました

２０１１年３月１１日に発生した巨大地震は、

東北・関東地方を中心に未曽有の被害をもたらしました。

当社は、住宅業界のリーディングカンパニーとしての社会的責任を果たすべく、

積水ハウスグループの総力を挙げた活動で

事業の継続体制を維持し、迅速にお客様の支援ならびに

既築住宅の復旧工事を進めております。

今後も、一日も早い被災地の復興に向け、全力で取り組んでまいります。 

東日本大震災における、積水ハウスグル―プの活動についてのご報告

地震発生当日から、お客様の
安否・被災状況の確認を開始しました

地震直後、本社・現地に対策本部を設置。
初動・安否確認体制を迅速に整えました

※地盤移動および津波によるものは除く

■当社住宅被災状況

被災地における既築棟数

補修工事を要する棟数

全半壊棟数

震度５強以上のエリアに１７７,４５８棟

上記のうち約２%

揺れそのものによる全半壊棟数 ０棟

東北６県、関東１都６県、山梨県、静岡県内の該当市町村合計

合計

■被災エリアの引き渡し済み建物数

震度５強以上エリア

震度６弱以上エリア 

177,458棟

67,436棟

127,737棟

50,142棟

45,408棟

16,352棟

4,313棟

942棟

戸建住宅 賃貸住宅 その他

　地震発生当日、本社に対策本部を設置（対策本部長は社長）しまし

た。これまでの災害時対応の経験に基づき組織体制を整え、情報・

指示系統の一元化を図るとともに、被災エリア内９カ所に現地対策

本部を設置。グル―プ全従業員の安否を確認（３月１５日に完了）し、

お客様の安否確認および支援を行う初動体制を迅速に整えました。

　まず、各担当エリア内のお客様の安否確認を一刻も早く行うこ

とに注力しました。被災エリアのお客様に対する状況確認や情

報提供は、地震発生当日から開始。電話連絡で安否や建物の被

災状況、早急に対応が必要なことなどを伺いました。さらに確認

訪問も順次行いました。
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災害発生からの
積水ハウス
グループの活動

　今回の災害では、想定外の規模の地震・津波の影響で、電気・ガス

などのインフラも甚大な被害を受けました。連絡が取れない地域の

お客様の不安を少しでも早く解消すべく、電話が通じないエリアで

は、人海戦術で直接訪問を実施。約３週間でお客様の安否確認およ

び建物の被災状況の確認を終え、復旧工事をスタートさせました。

　主要交通網が寸断された被災地のお客様や事業所に向け、支援物

資の供給を早急に行いました。地震発生３時間後には静岡工場から

第１便が出発。その後も順次、現地（岩手北上、仙台、福島、郡山、群

馬、水戸）に支援物資を輸送しました。支援物資はお客様や従業員

だけでなく、病院や避難所、一般被災者の方々にもお渡ししました。

　これまでの災害時に培ってきた経験をもとに、グループ一丸と

なり「お客様と地域のために」できることを第一に考えました。

炊き出しや支援物資受付に使用するテントと仮設トイレの設置、

賃貸物件の一部を被災者支援住宅として提供するなど、さまざま

な取り組みをいち早く実施しました。

　震災による停電などの影響で一時稼働を停止していた関東工

場、東北工場が約１週間で復旧し、生産・出荷を再開しました。ま

た、今後の復旧・復興工事に必要な資材の調達に関しては、取引

先各社に積極的に働きかけ、早期に安定供給体制を整えました。

電話と直接訪問により
約３週間で確認を完了しました

交通網寸断の中、地震発生３時間後に
支援物資の輸送を開始しました

地震発生 初動対応 救援活動開始・事業継続体制の堅持

■主な支援物資一覧（１０ｔトラック５２台分）

飲料水

食料・主食系

食料・副食系

衣類・毛布

ブルーシート

カセットコンロ

３４８,０００ℓ

２８４,０００食

１１７,０００食

９,６００枚

１２,８００枚

３,８００台

カセットボンベ

カイロ

おむつ

土のう袋

バイク

１４,８００個

２０５,０００個

４５,７００枚

１７,０００枚

１５０台

被災地の状況

●本社対策本部立ち上げ
●各営業本部の現地対策本部立ち上げ
●お客様、従業員、家族の安否状況確認開始
●地震発生から3時間後に静岡工場の備蓄物資を東北営業本部現地対策本部に輸送

●活動可能なエリアからお客様の状況確認、訪問開始
●建物被災状況の調査、修復に着手

●信越地方地震発生●東北地方太平洋沖地震（マグニチュード９.０）発生
●東北各地で広範囲に停電
●仙台空港閉鎖
●東北地域の主要道路・鉄道が寸断

（２０１１年４月１日現在）

3.11 3.12

復旧・復興工事に必要な
調達・生産体制を速やかに整えました　

「お客様と地域のために」を判断基準に
住居提供や仮設トイレの設置も行いました

全国のカスタマーズセンター従業員が全国から応援に

協力工事店とともに復旧対策会議

仮設トイレを分譲地内の公園に設置

支援チームの車両で駐車場は満杯
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3.13 3.253.243.193.183.153.14

高性能・高品質な建物で
急増する復興住宅ニーズに応えます

復旧・復興工事体制整備

●義援金募集開始 ●お客様対応窓口「災害対応受付センター」設置
●被災地域の全カスタマーズセンターでフリーダイヤル受付開始

●関東工場出荷再開 ●東北工場出荷再開

●復旧・復興工事の支援体制整備
●本社技術者の現地派遣開始

お客様と被災地のためにできることを、迅速に。
従業員・関係者が一丸となり、
地域の復興に全力で取り組んでいます

　早期の復旧・復興のため、メンテナンスを担当するカスタマーズセ

ンターをはじめ、グループ会社の積和建設および協力工事店で構成さ

れる「積水ハウス会」の協力を得て、応援人員を被災地に派遣。全国

規模の組織力を生かし、一日も早い復旧・復興に取り組んでいます。

　政府・自治体の協力要請に応え、仮設住宅の建設にも協力してい

ます。当社は宮城県、岩手県、福島県で着工。断熱性に優れ、バス・

トイレを完備した仮設住宅（約4000戸を予定）が、全国から応援に

駆け付けた施工担当者により急ピッチで建設されています。

　住居を失った方の住まいや被災者を受け入れるための集合住宅

などの建設要請にも万全の体制で臨むべく、営業・設計・施工が一

丸となり業務を遂行しています。

　被災地では揺れそのものによる全半壊棟数はゼロで、制震システム

「シーカス」をはじめ、当社住宅の耐震性に対して高い評価をいただき

ました。高性能・高品質な建物で復興住宅ニーズに応えていきます。

組織力を生かし、多くの応援人員を被災地に派遣。
一日も早い復興を目指します

住宅メーカーの社会的責任として、
約4000戸の仮設住宅を建設予定

●高速道路の交通規制全面解除、
　一般車両の通行が可能に

●福島第一原発事故で、
　政府が半径20 ～ 30ｋｍ圏内の
　住民の自主避難要請

●東京電力が計画停電実施
●11県の避難所約2500カ所に約34万人が避難
●福島第一原発事故で、半径20ｋｍ圏内の住民に避難指示

●静岡県東部で地震発生

急ピッチで進む仮設住宅の建設

高品質かつ迅速な生産で早期復興を推進（東北工場）

全国から駆け付けた多くの施工担当者が建設に従事
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　被災地の皆様に少しでも早く安全・安心・快適な住まいを提供す

るために、コストを抑えたパッケージ型の商品を用意。国土交通大

臣認定のオリジナル制震システム「シーカス」を標準装備するなど高

い基本性能はそのままに、プラン・仕様を限定することにより、早期

着工が可能で、工事期間も短縮できます。

　これからもグループの総力を挙げて被災地の復興に尽力し、社会

的責任を果たしていきます。

4.1 4.13 4.27 4.294.74.54.4

少しでも早い被災地の生活再建を願い、
特別仕様商品も用意しました

●グループ全体対策会議開催
●パッケージ型復興住宅受注開始

●仮設住宅着工
●宮城県石巻市の
　仮設住宅竣工

●東北新幹線が
　全線復旧

総合的な「住宅防災」への取り組みを推進

当社は創業以来、災害に強い住まいづくりとお客様への

迅速なサポートに努めてきました。２００４年には「住

宅防災」の三つの活動を基軸にした安全・安心な住ま

いづくりと、それを支える企業体制を構築。グループ会

社が一丸となった復旧支援を行う「自然災害対策アク

ションプログラム」の実践や、災害時の被害を最小限に

抑える「住宅防災」仕様の住まいの普及に努めています。

■「住宅防災」三つの活動

■災害に強い「住宅防災」仕様

●東北本線などの在来線復旧工事が8割完了 ●避難生活者は15万7600人に ●仙台空港で
　旅客機の運航再開

今後も引き続き、積水ハウスグループは総力を挙げて
一日も早い復興に向けて取り組んでまいります。

本格的な復興工事開始・パッケージ型復興住宅発売

住まい
に対して

企業
として

人
に対して

震度７クラスの大地震を想定して
開発した「シーカス」。繰り返しの
地震に強い住まいを実現します。

■「シーカス」 三つの特徴

地震動エネルギーを熱エネルギーに変換して吸収する1

建物の変形を約２分の１に低減する
※発生する地震によっては低減効果が異なる場合があります。

2

繰り返しの地震に効果を発揮し、耐久性が高い3

「住宅防災」仕様
●被災後の自立生活をテーマ
●日常も使える防災アイテムの提案
「生活空間の確保」「水・食料の確保」「エネルギーの確保」

「住宅防災」仕様の普及

防災意識の啓発

防災体験型展示・セミナー開催
自然災害対策

アクションプログラム

太陽光発電システム

照明・冷蔵庫

食事

蓄電システム ストックシェルター
免震装置

雨水タンク

ヒートポンプ
給湯器

災害に強い基本性能
防災配慮設計

「住宅防災」に関する詳細は下記をご覧ください。
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/earthquake/index.html
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その他事業
（エクステリア・
リフォーム・
特建事業等）
183,831

不動産
賃貸事業
377,667

工業化住宅
請負事業
（戸建・賃貸住宅）
697,388

不動産販売事業
（分譲戸建・マンション・土地）
229,483

46.9%46.9%

15.4%15.4%

25.4%25.4%

12.4%12.4%

46.9%

15.4%

25.4%

12.4%

連結売上高
1,488,369
（百万円）

良質な住まいとまちづくりで、　
積水ハウスグループは、戸建住宅や賃貸住宅の請負、分譲住宅やマンションの販売、都市再開発などの事業を通じて、人間
性豊かな住まいと環境を創造してきました。住宅業界初の累積建築戸数200万戸を達成したリーディングカンパニーとし
て、これからも社会的責任を果たし、サステナブル社会の構築に寄与したいと考えています。
（2010年度建築戸数 4万3317戸 累積建築戸数204万5039戸）

２０１０年度、住宅市場では住宅ローン減税、生前贈与の非課税限
度枠の拡大、補助金制度の継続、住宅エコポイント制度の導入など
の各種施策が追い風となりました。当社はこのような中、中期経営計
画に基づき、環境配慮型住宅「グリーンファースト」を事業拡大のド
ライバーとしたコア事業の強化、グループ連携によるストック事業の
強化、事業ポートフォリオの拡大などに取り組み、積極的に事業を推
進いたしました。また、２０１０年８月には創立５０周年を迎え、「家に
帰れば、積水ハウス」をキャッチフレーズに、累積建築戸数２００万戸
達成とオーナー様への感謝を社員による訪問等を通じて広く発信い
たしました。その結果、連結売上高は約１０％アップし、棚卸資産評
価損を計上、赤字決算となった前年度から黒字に転換いたしました。

■連結セグメント別売上高（2010年度）

鉄骨戸建住宅、木造戸建住宅「シャーウッド」、賃貸住宅「シャーメゾン」の請負および設計、施工工業化住宅請負事業

関係会社

● 積和建設東東京㈱ ほか30社
　（住宅の施工および造園、外構工事）　
● 積和ウッド㈱
　（住宅関連部材の売買）

積水ハウスグループの概要

社名
本社

設立年月日
資本金
発行済株式総数
従業員数

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・
・・・・・・・・・

積水ハウス株式会社
〒531- 0076 大阪市北区大淀中1丁目
1番88号 梅田スカイビル タワーイースト
1960年8月1日
186,554百万円
676,885,078株
21,421人（連結）、13,486人（単体）

会社概要（2011年１月末現在）

営業本部
支店
工場

・・・・・・・・・・・・・・・・  
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

15
123
5

研究所
カスタマーズセンター
関係会社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・   

・・・・・・・・・・・・・・・     

1
32
106

事業所（2011年１月末現在）

経営概況

鉄骨2階建て住宅 「ビー・サイエ」

鉄骨3階建て住宅「ビエナ」

賃貸住宅シャーメゾン「ベレオ」

木造住宅シャーウッド 「ザ・グラヴィス」

賃貸住宅シャーメゾン「プロヌーブ」
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46.9%

15.4%

25.4%

12.4%

社会的責任を果たします
分譲戸建住宅、分譲マンションなどの販売ならびに都市再開発事業、商業ビルなどの売買不動産販売事業

● 積和不動産㈱ ほか5社
　（不動産売買の仲介、販売代理）

関係会社

賃貸住宅「シャーメゾン」、賃貸マンションなどの一括借上、不動産の賃貸借と管理など不動産賃貸事業

関係会社

● 積和不動産㈱ ほか5社
　（賃貸住宅の一括借上、
　 不動産の賃貸借、管理など）
● エスジーエム・オペレーション㈱
　（マンション管理、ビル・建物管理ほか）
● 積水ハウス梅田オペレーション㈱
　（新梅田シティの管理運営、
　 テナントサポートほか）

住宅のリフォーム、造園、外構工事、RC造などのマンションの請負および設計・施工、海外事業などその他事業

関係会社

● 積水ハウスリフォーム㈱　
　（リフォーム工事の請負）
● 積和建設東東京㈱ ほか30社
　（リフォーム工事の請負）
● 積和不動産㈱ ほか5社
　（リフォーム工事の請負）
●グリーンテクノ積和㈱ ほか2社
　（造園、外構工事）
● ㈱エスイーエー
　（住宅関連図書出版、広告代理）
　　　　　　　　　　　　　など

積水ハウスグループの積和不動産が建物を借り上
げ、空室の有無にかかわらず毎月一定の賃料を支
払い。入居者への直接の貸主としての業務を積和
不動産が行い、オーナー様の手間を軽減しながら
安定経営を実現するシステムです。長期にわたる変
わらない安心で、多くの信頼にお応えしています。

一括借上システムについて

家賃設定、入居者募集、集金、退室清算、定期清掃、
問い合わせ対応 など

［一括借上による積和不動産の業務対応］

分譲戸建住宅事業例「コモンステージ天神の杜」 分譲マンション事業例 「グランドメゾン西九条BIO」

賃貸住宅「シャーメゾン」

エクステリア事業例 海外事業（中国での計画）

■連結売上高

2010

1,488,369

2009

1,353,186

2008

1,514,172

20072006

1,596,183

（百万円） （百万円）

（人）（百万円）

■連結経常利益 ■連結従業員数■連結当期純利益

（年度）

1,597,807

20102009200820072006 （年度） 20102009200820072006 （年度） 20102009200820072006 （年度）

56,271

-38,758

77,072

114,086114,822

30,421

-29,277

11,516

60,35262,663 21,42121,74522,25422,30921,536
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　３月１１日に発生した大地震は想像を絶する甚大な被害をもた

らしました。被災された方々には心からお見舞い申し上げるととも

に、一日も早い復興を祈念いたします。

　今回の震災で、当社は三つの点について再認識いたしました。

　一点目はお客様第一の姿勢です。有事の際には真っ先にお客様

のもとに駆け付ける。この姿勢こそが当社の原点であり、DNAであ

るとも言えます。幸い当社は生産・営業拠点に大きな損傷がなく、遅

滞なくお客様のフォローにあたることができました。

　二点目は安全・安心な住まいづくりです。住宅は言うまでもなく、

お客様の生命と財産を守るシェルターです。同時に、住まいが心のシェ

ルターでもあるということも、私たちは実感しました。今回の震災で多く

の方の大切な住まい、ふるさとの環境が奪われました。地震の揺れによ

る全半壊はゼロでしたが、この点を胸に刻みながら復興住宅の建築に

取り組んでまいります。また(社)プレハブ建築協会の一員として国や被

災自治体に全面的に協力し、仮設住宅約４０００戸の建築を行います。

　三点目はエネルギー問題です。ライフラインが絶たれた被災地

で、この点を痛感いたしました。今後エネルギー節約、１５％の電力

ピークカットに積極的に取り組んでまいります。また創エネ・省エネ

の住まいづくりが今後ますます重要になってきます。事業推進のド

ライバーとして環境配慮型住宅「グリーンファースト」に取り組んで

きたことは正しかったと自負しております。

　バブル経済崩壊以降、約２０年にわたりデフレ状況が続いてきた

日本経済ですが、内需拡大の強力な推進役である住宅産業に、よう

やく復調の兆しが見えてきました。

　当社は住宅産業のリーディングカンパニーとして、これまでも社

会・経済に及ぼす影響が大きい住宅建設による景気誘導・促進策を

政府に積極的に提言してきました。住宅エコポイント制度や太陽光

発電システムの補助金継続などによる内需拡大、雇用創出に少な

からず貢献できたのであれば幸いだと考えています。国土交通省

も、住宅産業を日本の成長に欠かせない主要産業に位置付けてお

り、質の高い新築住宅の供給だけでなく、住宅の流通・リフォームに

よる良質なストックの普及を促進しています。

　問題はその住宅の質です。過剰なコスト削減、スリム化など縮小

均衡の経営に走るあまり、住宅のクオリティーに支障をきたすよう

では本末転倒です。当社は、これまで高品質な住宅の普及に努め、

東京２３区内の世帯数の約半分に相当する約２００万戸の住宅を

世に送り出してきました。これからも日本の住宅産業の成長・発展

をけん引すべく、未来対応の創エネ・省エネを実現できる良質な住

宅の提供に努めていきます。

　住宅は、個人資産であると同時に、重要な社会資本です。そして、さ

まざまな社会課題の中心でもあります。建築から入居後の居住、さら

震災をはじめとした、さまざまな社会課題を乗り越え
持続可能な未来の創造に取り組んでいきます

リーディングカンパニーとして、
住宅産業の活性化をけん引します

住宅を、社会課題を解決する核と位置付け、
社会的責任を果たしていきます

トップコミットメント

ommitmentop

震災で三つの役割と責任を認識し、
今後の事業に結び付けていきます

代表取締役会長 兼 ＣEＯ　和田 勇

09 Sekisui House Sustainability Report 2011



には解体までのライフサイクルも含めて考えると、生活、経済、環境な

どに与える影響は想像以上に大きいものがあります。地球温暖化防止

の観点から言えば、一般家庭からのＣＯ２排出量削減は喫緊の課題と

言えます。また、進む少子化・高齢化の影響による世代間交流の減少、

近隣関係の衰退によるコミュニティの崩壊など、住宅は今後解決して

いかなくてはならない多くの課題を抱えていると言えるでしょう。

　それだけに、この半世紀の間に約２００万戸の住宅を供給してき

た当社の責任もまた重大です。「今世の中で起こっている問題は、社

会資本である住まいを通じて解決できる」という信念のもと、健全

で、安心して暮らせる社会基盤をさらに強固なものにすべく事業に

取り組み、社会的責任を果たしていかなくてはなりません。

　当社が創業した５０年前は、住宅産業という分野そのものがまだ

確立されていませんでした。高度成長期に企業は大量生産・消費を

繰り返し、その結果、多くのエネルギー消費や環境汚染、生態系の

破壊を繰り返してきました。

　こうした流れを改善すべく、当社はいち早く１９９９年に「環境未

来計画」を発表しました。環境をキーワードに、住宅メーカーとして

何ができるかを真剣に考え、戸建住宅に「次世代省エネルギー仕様」

の標準化を実現し、２００１年には「５本の樹」計画をスタートさせる

など、他社に先駆けて、積極的に環境推進活動を進めてきました。

　京都議定書が発効した２００５年には「サステナブル宣言」を行

い、当社の提供する住宅からのＣＯ２排出量を１９９０年比でマイナ

ス６％以下になるよう設定しました。２００８年には、太陽光発電と

燃料電池を組み合わせ、生活時のＣＯ２排出を差し引きゼロにす

る「ＣＯ２オフ住宅」を発表し、快適に暮らしながらＣＯ２を大幅に削

減できるサステナブル社会にふさわしい理想の住宅の姿を明確に

しました。また、同年開催された北海道洞爺湖サミットでは、日本

は２０５０年までにＣＯ２排出量を６０～８０％削減するという目標

が発表され、これに対応するため当社は２０５０年までに住宅か

らのＣＯ２排出をゼロにする２０５０年ビジョンを策定しました。こ

れを具現化した「ゼロエミッションハウス」を国際メディアセンター

の前に建設し、今ある日本の技術により普通の住宅でＣＯ２ゼロの

生活が実現できることを世界に示し、先進性をアピールしました。

この「ゼロエミッションハウス」は北海道洞爺湖サミット終了後に当

社の関東工場に移築され、これまでに５万人を超える方に見ていた

だき、環境配慮型住宅の啓発活動に役立てています。

　常に１０年、２０年先を見据えて取り組む当社の環境保全対策に

は、先頭を走るトップランナーならではの試行錯誤や生みの苦しみ

もあります。それでも誰かがやらねばならないことなら、自ら率先し

て道をつくっていこう。そうした創業以来不変の当社の姿勢が、常に

時代の中で革新の一歩を進めてきました。

　省エネルギーのため、住まう人に無理やがまんを強いるのではな

く、快適に暮らしながら、ＣＯ２を削減する。それが２００９年に発表

した環境配慮型住宅「グリーンファースト」の考え方です。快適性、

経済性、環境配慮というお客様の３つのメリットを同時に実現し、

断熱性など基本性能の高い住まいに、太陽光発電システム、高効率

給湯器、家庭用燃料電池などの環境技術を組み合わせて、居住時

のＣＯ２を５０％以上削減します。おかげさまで「グリーンファース

ト」の契約実績は、新築戸建住宅の７０％を突破しました。

　特に、太陽光発電に家庭用燃料電池を加えてＣＯ２を大幅にカッ

トする「グリーンファースト プレミアム」が実績を伸ばしており、当社

が掲げた２０５０年の中長期目標以前に、「ＣＯ２オフ住宅」の代名

詞として市場に定着させたいと考えています。

　低炭素社会は必ず実現するとの固い信念のもと、中長期的に取

り組みを進化させていきたいと思います。

いち早く「環境未来計画」を発表。
サステナブル社会の構築に取り組んできました

「グリーンファースト」の普及は、
低炭素社会実現への大きなステップです

CO2を１００％削減する
「CO2オフ住宅」を発売

※経済産業省「エネルギー基本計画案」２０１０年４月ほか

温室効果ガス

（１９９０年比）
２５％削減

温室効果ガス

（１９９０年比）
80％削減

２０５０年２０２０年２００９年 ２０10年２００８年

「グリーンファースト プレミアム」
として本格展開。
８７０棟を販売

新築戸建住宅の
「グリーンファースト」

比率７０.６％

「グリーンファースト
プレミアム」の
拡販・普及による
「CO2オフ住宅」の
ストック拡大

中長期ビジョン

すべての
新築・既築住宅を
「CO2オフ住宅」に

積
水
ハ
ウ
ス
の
取
り
組
み

世
の
中
の
流
れ

CO2を１００％削減する住宅を日本のスタンダードにするために

目指すべき姿※
エネルギー消費差し引きゼロを新築住宅の基準に
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　当社は環境への取り組みが評価され、２００８年に環境省から

「エコ・ファースト企業」として認定され、「エコ・ファーストの約束」

を行いました。この約束ではＣＯ２削減の他に、生態系ネットワーク

の復活、資源循環の取り組みを推進することを宣言しています。

　「生態系ネットワークの復活」については、２００１年から地域の

気候風土に適した樹種を自宅の庭に植える造園緑化事業として「５

本の樹」計画を進めてきました。里山をお手本にした自生種、在来

種を中心とした空間には鳥や蝶などの自然な営みがあり、生き物と

のふれあいが生まれます。

　２０１０年は生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）が

開催されたこともあり、生物多様性保全に取り組む企業が増えまし

たが、当社はこうした取り組みを１０年前から進めており、これまで

植樹した本数は累計７１６万本に達しています。２００８年から継続

的に実施している「いきもの調査」の結果からも多種多様な生き物が

確認できており、引き続き「５本の樹」計画を推進していきます。

　持続可能な木材利用のために、伐採地の森林環境や地域社会に

配慮した木材「フェアウッド」の調達を進めています。当社は独自の

「木材調達ガイドライン」を定め、「フェアウッド」調達を推進していま

す。サプライヤーの協力もあり、調達レベルは年々向上しています。

　「資源循環の取り組み」については、当社は既に新築・リフォーム

などの工事現場のゼロエミッションを実現しています。廃材を減ら

すことと発生した廃材を再資源化することで、工事現場で発生する

廃材の量は取り組み前の約半分まで削減できました。さらに削減を

進めるためには、廃棄物管理の正確性を高めることが必要と考え、

日本で初めて「ＩＣタグ」を用いた「次世代型ゼロエミッションシス

テム」を開発・導入しました。１棟ごとにより正確なデータが把握で

きるので、有効な資源活用と廃棄物のトレーサビリティー（追跡可

能性）の強化につながっています。

　今回の地震に端を発する原発事故による電力供給状況の悪化を

見ると、我々が「グリーンファースト」で進めている太陽光発電や燃

料電池などの分散型発電の意味がますます重要になってきました。

分散型発電の電力を融通し合うシステムこそがスマートグリッドで

あると考えます。当社は、このような技術を早期に実現するために

国や異業種企業と連携し、さまざまなプロジェクトを進めています。

　低炭素社会の実現に寄与する通信規格の策定と検証を目的とし

た、総務省の委託事業「スマート・ネットワークプロジェクト」に参画

し、横浜に建築した実験棟で２０１０年１１月から実証実験を行い

ました。また、２００９年から大阪ガス㈱と共同で行ってきた「ス

マートエネルギーハウス」実証実験では、太陽電池・燃料電池・蓄電

池の３電池を用いて、電気自動車まで含め、ＣＯ２排出ゼロを目指し

た住宅を建設しました。２０１５年の実用化に向けて、３年間の居

住実験も開始し、早期の市場導入も視野に入れる段階へと進行し

ています。他にも次世代型スマートハウスの販売や住民居住型のス

生態系の保全、資源循環の取り組みも
前進させます

近未来の暮らしを見据えた
スマートハウス技術の実用化を推進します

トップコミットメントommitmentop

「スマートハウス」と「スマートグリッド」の概要  ～「エネルギーを消費する住宅」から「エネルギーを供給する住宅」へ～

Solar Panel

エネルギー供給住宅 集合住宅・事務所ビルカーシェアリング
（電気自動車・燃料電池車）

コンパクトシティ

発電所

スマートグリッドを利用したエネルギー供給

地域単位でエネルギー需給のバランスを最適化するスマートグリッド

家庭内のエネルギーを統合し、
エネルギーの需給バランスを最適化する
スマートハウス

給湯

床暖房
情報家電

空調 照明

太陽電池

燃料電池

蓄電池

ホームサーバー
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マートグリッド居住実験などを行っています。これらは、すべてが初

の試みで、建物は当社の「グリーンファースト」「グリーンファースト プ

レミアム」がベースとなっています。

　これからは、住宅が情報や家電、住宅設備機器などを一元管理す

るのが当たり前の時代になり、その中でエネルギーを消費する場か

ら、エネルギーを供給する場に変わっていきます。さらに住宅は、地

域単位で需給バランスを最適化して供給する高度なエネルギー・通

信ネットワークを構成する重要な要素となり、低炭素社会の実現に

大きく貢献できると考えています。ビジネスチャンスの拡大も見込

め、当社は実証実験をさらに継続し、早期実用化を図っていきます。

　２０１０年度は、海外事業の展開を本格化させました。当社の住

まいづくりや、環境問題に取り組む姿勢に共感してくださった現地

の行政当局や大手デベロッパーとの協働で、オーストラリア、アメリ

カ、中国などでプロジェクトを具体化することができました。将来的

には年間２０００億円規模の売り上げを目指しています。

　海外から高く評価されているのは、当社の環境技術と省エネル

ギー技術です。当社の持つ技術力や思想を具現化した北海道洞爺

湖サミットでの「ゼロエミッションハウス」の建設を契機に、当社の

住宅品質が海外市場でも認められたことは、大きな自信につながっ

ています。

　当社には住宅産業のリーディングカンパニーとして、日本の高品

質な住宅と環境技術をグローバルに普及させていく使命がありま

す。これからは日本だけでなく、世界レベルでサステナブル社会の

構築に寄与できるよう取り組みを進めてまいります。

　日本には今後大きな経済成長が望めないと考えている人も少な

くありません。私はこのような時期だからこそ、もっと「成長」を強く

意識していくべきだと思います。デフレの時代に育った若い世代に

対しては、当社の海外事業のビジョンなどを示し、「チャンスはこん

なにもある、もっと自信を持て」「胆力があれば世界の国々で活躍で

きる」と、その背中を力強く押してやりたい気持ちです。

　創業から５０年、当社は２００万戸を超えるお客様に誠心誠意良

質な住まいを提供してまいりました。「人間性豊かな住まいと環境

の創造」に必要なのは、人と社会への熱い思いです。これからも当

社は、役員・従業員が一丸となって、全力で新たな５０年への歩みを

進めてまいります。

海外でも高い評価の環境技術。
各国でプロジェクトを進めています

人と社会への熱い思いで
新たな５０年に歩み出します

中国ではマンショ
ンとホテルの複合
開発なども展開

緑をふんだんに取り入れ、環境に配慮した大規模マンションを中国で開発

※いずれも完成予想

現地の風土や文化になじんだまちづくりを進めている
オーストラリアの「カムデンヒルズ」

本格化する海外事業

代表取締役会長 兼 ＣEＯ　和田 勇
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トップコミットメントommitmentop

グループの総力を挙げて被災地の復興支援に
尽力し、社会的責任を果たしていきます

原点に立ち戻り、「守るべきもの」を
明確にして次の５０年へ進みます

　当社は２０１０年１月、創立５０周年を前に累積建築戸数２００

万戸を達成することができました。大きな節目を迎えた今こそ、再

度原点に立ち戻り、積水ハウスグループの次の成長戦略の構築に

向けて、「守るべきもの」と「革新すべきもの」を明確にし、さらなる

成長につなげていきたいと考えています。

　「守るべきもの」、それは「相手の幸せを願い、その喜びを我が喜

びとする」企業理念の根本哲学「人間愛」です。いつまでも変わらぬ

お客様、取引先の皆様への感謝、そして「運命協同体」として共に取

り組む従業員一人ひとりの互いへの感謝の気持ち。そのような私た

ちのDNAが震災後すぐにオーナー様のところに駆け付けるという

行動となって表れました。

　営業・設計・生産・施工・アフターサービス・リフォームまで、自社

グループによる責任体制を構築していることは、他にまねのできな

い当社の強みです。アフターサービス部門に全従業員の約１割にあ

たる１４００人もの専任スタッフをそろえ、今後もオーナー様のサ

ポートをより充実していきます。

　さらに、積水ハウスグループ連携の強化によるＣＳの徹底を図って

いきます。積和建設、積和不動産など、積水ハウスグループ各社間で

の情報共有を推進します。全員がお客様の方を向いて仕事をする姿

勢を一層強化し、今後のストックビジネスの発展につなげていきます。

　「家に帰れば、積水ハウス。」と、いつまでもお住まいのご家族に

思っていただけること。それがこれまでも、そしてこれからも変わら

ない私たちの思いであり、決意です。

　３月１１日に発生した大地震は多くの尊い命と社会基盤を一瞬に

して奪い去りました。被災者、関係者の皆様には心からお見舞い申し

上げます。地震発生後、当社では迅速に対策本部を立ち上げ、オー

ナー様の安否確認、支援物資の輸送等を行い、現在は建物の復旧な

らびに復興住宅の建築に活動の軸足を移しています。

　今回の災害に遭遇し、「積水ハウスで建ててよかった」など多くの

オーナー様の声をいただき、我々は改めて安全で良質な住宅を提供

する責務を痛感いたしました。今回の震災では当社の制震システム

「シーカス」が力を発揮しました。また環境配慮型住宅「グリーン

ファースト」を広めることが、エネルギー消費の観点からもますます

重要になってきたと感じています。積水ハウスグループの総力を挙げ

て被災地、そして日本の復興のため尽力したいと思います。

人間愛

私たちの
根本哲学

［私たちの基本姿勢］
真実・信頼

最高の
品質と技術

人間性豊かな
住まいと環境の創造

［私たちの目標］ ［私たちの事業の意義］

震災で我々の使命を再確認し、
社会的責任の重さを痛感しました

人間愛 ・・・・・私たちの根本哲学
人間は夫々かけがえのない
貴重な存在である
と云う認識の下に、相手の幸せを願い
その喜びを我が喜びとする
奉仕の心を以って
何事も誠実に実践する事である。

企業理念（１９８９年１月制定）
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　中期経営計画の事業戦略の一つであり、快適性と経済性を両立さ

せた環境配慮型住宅「グリーンファースト」の契約は順調に推移して

います。２０１０年度の契約比率は新築戸建住宅７０.６％、賃貸住宅

「シャーメゾン」１９.０％となりました。新築戸建住宅の太陽光発電シ

ステムは１万９３１棟、燃料電池は２９７４台、「シャーメゾン」の太陽

光発電システムは８９０棟となり、これは住宅業界トップの数字で

す。戸建住宅全体のＣＯ２削減率は４９.４％（１９９０年比）でした。２

０１１年度は目標を５２％に設定し、取り組みを進めます。

　「グリーンファースト」は、断熱性能、ユニバーサルデザインなどの

基本性能を徹底的に高めた上で、太陽光発電システムや燃料電池を

組み合わせて快適性、経済性を確保し、ＣＯ２排出量を大幅に削減で

きる環境配慮型住宅です。これだけ「グリーンファースト」の比率が高

まったのは、どのように世の中に広めるかを戦略的に考え、CSR委員

会 営業部会などでPDCAサイクルの検証を徹底したことに加え、お

客様に支持いただいた結果と受け止めています。

　特に燃料電池に関しては、まだその効果が広く一般に知られてい

ない時期に実証実験から参加し、普及を促進してきました。「エコ・

ファースト企業」として認定を受け、多くの環境課題に取り組んでいる

当社の姿勢に、時代がようやく追いついてきたのだと考えています。

　この夏は原発停止により日中ピーク時の電力供給が危ぶまれてい

ます。「グリーンファースト」では太陽光発電システムや燃料電池に

よって電力ピークカットと快適な暮らしの両立を目指します。今回の

震災では、停電時に太陽光発電が役立ったとの声も多数いただきま

した。この「グリーンファースト」を２０１１年度は、全体の契約棟数を

増やしながら全社平均で７５％まで高めていく予定です。具体的に

は、新築戸建住宅の太陽光発電システム１万２０００棟、燃料電

池３５００台が目標です。

　「革新すべきもの」は、構造改革による現場力の強化と、エリア

マーケティング戦略の徹底です。まず現場力の強化については、本

社から営業現場に人員をシフトし、当社にとって最大の経営資源で

ある「人」の育成に注力していきます。

　また、地域の潜在需要を考慮しながらエリアマーケティングを進

め、より効率的、機動的な体制の強化と、厳選した人的資源の集中な

どで、収益力の向上を図ります。さらに全社構造改革における生産ラ

インの最適化の一環として、５０周年記念商品である「ビー・サイエ」

の新製造ラインを稼働させました。これにより自動化率を高め、品質・

生産効率の向上、コストダウンと完全邸名別生産を実現しました。

　企業活動においてコンプライアンスは極めて重要です。社会ルー

ルを軽視した利益追求に走るのではなく、企業理念に基づき、責任

感、使命感、倫理観を持って、お客様をはじめ従業員、取引先を含め

たすべてのステークホルダーと、公正な関係を築いていきます。

　コンプライアンスのキーパーソンである総務部長の会議には、私

もできる限り出席しています。また、事業所ごとに「ガバナンス意識

調査」を実施するなどチェック体制を強化しています。従業員一人

ひとりが縮み志向にならないよう、各現場のリーダーは風通しのい

い職場風土をつくり、メンバーの意識を啓発するとともに、コンプラ

イアンスの徹底と、そのレベルアップに努めていきます。

　今後も、人を基軸にした誠実・健全な経営を、全グループに浸透

させてまいります。

コンプライアンスの徹底強化に努めます

代表取締役社長 兼 ＣＯＯ　

●東日本大震災被災地のオーナー様サポートと復旧支援、仮設住宅、復興住
宅の建設にグループの総力を挙げて取り組みます。

●居住時の温暖化対策として、「グリーンファースト」を推進し、住宅の省エネ
ルギーと太陽光発電システム（目標1万2000棟）、燃料電池（目標3500
台）の普及に努めます。

●「チャレンジ25キャンペーン」に基づき環境負荷軽減活動を進めます。
また「エコ・ファースト企業」として夏季ピーク電力１５％カットに積極
的に取り組みます。

●災害に強い住まいやユニバーサルデザイン、環境、健康に配慮した「ケミ
ケア仕様」など、安全・安心・快適な住まいを提供することにより、良質な
ストックを形成します。

●住まいを長く住み継いでいただくため、独自の保証システムとオーナー住
宅買取再生事業「エバーループ」を推進し、新たな住宅流通市場の形成
に貢献します。

●「5本の樹」計画に基づく生態系保全に注力し、引き続き年間100万本の植
樹を目標とします。

●「まちづくり憲章」に基づき、豊かな環境とコミュニティをはぐくみ、住み継
がれるまちづくりを推進します。

●生産・施工・アフターメンテナンス・リフォームの4部門でのゼロエミッショ
ンを継続し、「ICタグ」の活用により、さらに廃棄物の発生量の削減と再資
源化を進めます。

●グループ会社や協力工事店と志を共有し、施工品質管理や人材育成で連
携し、共存共栄を目指します。

●持続可能な木材利用を目指す「木材調達ガイドライン」の普及を推進し、
サプライヤー（納入業者）と協働して「フェアウッド」調達を進めます。

●女性の活躍支援をはじめ、多様な人材と次世代の育成を積極的にサ
ポートします。

●すべての業務においてコンプライアンスの徹底を図り、従業員の意識向上
と適正な業務推進体制整備を進めます。

私たちの約束（2011年度）

阿部 俊則

「革新すべきもの」は
現場力の強化と、エリアマーケティング

■２０１０年、当社は日本財団によるＣＳＲレイティングにおいて「日本が誇るべきＣＳＲ先進企業」の第１位に２年連続でランキングされました。また、２０１１年２月に
は、コンプライアンスを重視し、誠実で透明性の高い企業を表彰する㈱インテグレックスの「日本内部統制大賞２０１１」（「誠実な企業」賞）優秀賞を受賞しました。

「グリーンファースト」をさらに推進し、
省エネルギーと快適な暮らしの両立を目指します
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エネルギー
資源

化学物質
生態系

知恵と技

地域経済

適正利益と
社会還元

共存共栄

豊かさ

快適さ
永続性

人材づくり
地域文化と縁起こし

サステナブル

環境
価値

住まい手
価値

経済
価値

社会
価値

環境・経済・社会・住まい手という「４つの価値」のバランスの取れた
経営をめざし、これを具体化した「13の指針」によって、持続可能な
企業活動を進めます。

当社は、創業時からすべての従業員が志を
一つにして、半世紀にわたりお客様との信
頼関係を築いてきました。長い歩みの中で
心掛けてきたことは、常に、お客様に満足
していただける住まいを提供し続けるこ
と。2005年に発表した「サステナブル・ビ
ジョン」はこれまでの取り組みを総括し、
未来に向けてのビジョンを示したもので
す。これからも「いつもいまが快適」な住ま
いを追求し、持続可能な社会の構築に寄
与していきます。

「サステナブル・ビジョン」を
具現化する「グリーンファースト」

規格化された部材を工場で生産し、現場で組み立
てることで、効率良く、高品質の住宅を提供できるプ
レハブ住宅。「B型」では業界初のメーターモジュー
ルやアルミサッシを採用。また独自の構法を採用し、
設計自由度や快適性を飛躍的に向上させました。

1964    プレハブ建築業者で初めて
               「住宅金融公庫計画建売事業主体」に認定
1964    代理店販売から直接販売体制へ転換

1963    プレハブ建築協会設立
1964    住宅金融公庫  工場生産住宅承認制度開始

1966    住宅建設計画法施行
1970    住宅金融公庫  マンションへの融資開始

1962    東京都の常住人口1000万人突破

1961    滋賀工場操業開始

納得、安心いただくための実物展示

1966 
全国初の総合
住宅展示場に出展
住まい手が建築前に、実際の外
観や室内空間、設備等を確認で
きる販売手法は画期的でした。

自社管理で高い施工品質を保証

1973 積和工事設立
「責任施工」体制の強化として、まず神戸、阪
奈、滋賀、大阪南に積和工事（後に積和建設と
名称変更）を設立。以後、全国に設立され、積
水ハウスグループの一員として高い施工品質
を支えています。

積水ハウス
創立

1960

1960

1970

1970    関東工場操業開始
1973    山口工場操業開始

設計自由度や快適性を向上させたプレハブ住宅を新提案

1961 「Ｂ型」発売

プレハブ住宅の部材生産の品質向上を目指して

1973 滋賀・関東両工場が優良工場に認定
プレハブ住宅の品質向上が急
がれる中、消費者保護の視点
から創設された「通商産業省大
臣登録工業生産住宅等品質管
理優良工場認定制度」で、業界
第１号の認定を受けました。

■「4つの価値」に基づく「13の指針」（2006年策定）

持続可能な社会とは、地球生態系
本来のバランスを基本とし、将来に
わたってすべての人々が快適に暮ら
せる社会のこと。積水ハウスはお客
様にご満足いただける住まいの提
供を通じて持続可能な社会の構築
に寄与するとともに、その社会の中
で暮らしの提供をリードしつづける
「住環境創造企業」をめざします。

サステナブル・ビジョン

詳しくはWEBへ
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時代に挑戦しながら、
住まい手の命と財産を守り続けてきました

1973    工業化住宅性能認定制度創設
1973    第１次オイルショック

生命や財産を守る、耐震性能へのこだわり

1979 
住宅業界初の
実大振動実験

コミュニティをはぐくむまちづくり

1977 「コモンライフおさゆき」
分譲開始

高齢社会対応の先駆けとして

1981 日本初の「障がい者
モデルハウス」

1978年の宮城県沖地震
の地震波を再現し、住宅業
界で初めて実大振動実験
を実施。

高度成長に伴う、都市居
住、核家族化等によるコ
ミュニティの喪失という
社会課題に対して、人と
人とのふれあいをテーマ
に、「コモン」（共有）を
キーワードにした分譲地
の販売を開始しました。

障がい者の社会的自立を目
指す「神奈川ともしび運動を
すすめる県民会議プロジェク
ト」に協力し、「障がい者モデ
ルハウス」の建築を担当。

1980

1980    通商産業省  新住宅開発プロジェクト開始
1981    新耐震設計基準施行
1985    オゾン層保護のためのウィーン条約採択

1985    兵庫工場操業開始
1986    初の「生涯住宅」展示場オープン
1987    「イズ・ステージ」発売
1987    カスタマーズセンター設立
1988    「六甲アイランドCITY」入居開始
1989    第１回「住まいの参観日」開催

1974    「セキスイハウスB」が工業化住宅性能認定制度
に基づく建設大臣認定を受ける

1976    積和不動産設立

　旺盛な住宅需要を背景に、1960年、当社は創業しました。業界初

のメーターモジュールやアルミサッシ、耐力壁を柔軟に配置できる

「ユニバーサルフレーム・システム」を採用。量産も考慮しながら、居

住性や設計の自由度が高いプレハブ住宅を発売し、住宅産業をけ

ん引してきました。

　1964年には、「お客様第一」を徹底するために、それまでの代理店

販売をやめ、契約から完成、アフターサービスまで責任を持つ直接販

売、責任施工に切り替えました。

　その思想は安全・安心で快適な住まいづくりに脈々と引き継がれ

ています。

「邸別自由設計」の思想に込めた
安全・安心で快適な住まいづくり

　高度経済成長下において大量の製品が社会に供給されるように

なり、暮らしが豊かになっていくと同時に乱造によるさまざまな消

費者問題が顕在化してきました。1970年代には、住宅業界でもプレ

ハブ住宅の欠陥等が社会問題になりました。

　そのような時代背景の中、当社はプレハブ住宅の信頼性を向上

させるため、自社工場における「通商産業省大臣登録工業生産住宅

等品質管理優良工場」認定（1973年）、責任施工体制の礎となる積

和工事の設立（1973年）、業界初の実大振動実験の実施（1979年）

など、お客様に安全・安心で高品質な住宅を提供するための取り組

みを次々と進めてきました。

　また1970年代は、エネルギー消費量の増加とともに、２度のオイ

ルショックを経験し、資源枯渇という視点で省エネルギーの必要性

も認識されるようになった時代でもあります。住宅産業も、量の不

足を解消する時代から、快適性や意匠性、環境性能向上など、質を

高める時代へと変化していきました。当社では「PSH－21（パッシブ

ソーラーハウス）」の開発や障がい者配慮住宅などの取り組みを進

め、社会の要望に応えるとともに、新しい価値を創出してきました。

住まいとして、社会資産として、
色あせない価値をつくり続けました

　企業は人の集団であり、その活動はすべて幾人かの共同作業です。

特に住まいづくりは引き渡しまで多くの工程があり、関係者全員が思

いを一つにしなければ、お客様に満足していただくことはできません。

　当社は「運命協同体」として、「人間愛」を根本哲学とする企業理念

にも通じる精神で、関係者全員が一丸となり、住まいづくりに取り組

んできました。グループ会社と協力工事店で組織される「積水ハウス

会」でもその考え方を共有し、高品質の住まいをお客様に届けていま

す。生産部門と施工現場の連携が要となる「ゼロエミッション」、積和

不動産や積水ハウスリフォームの協力による、オーナー住宅買取再

生事業「エバーループ」などは、住宅のライフサイクルにグループ全体

でかかわっているからこそ可能な取り組みです。

「運命協同体」として、
お客様満足の向上を目指して

自然エネルギーを利用してエネルギー問題へも対応

1982 「PSH-21」発売
自然の日差しや風を利用して冷暖房の消費エネ
ルギーを削減しながら、住みよい室内環境を実
現する「PSH-21（パッシブソーラーハウス）」。
1985年に優良省エネルギー住宅の建設大臣認定第１号に認定

1979    第２次オイルショック
1979    エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）施行

1980    静岡工場操業開始
1982    10年品質保証制度開始
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　社会が量から質の時代に移り変わったことで、住宅に求められるものも

多くなり、また多様化してきました。画一的、普遍的なものより、個性的なも

のが求められるようになってきました。さらに1990年代になると資源枯渇

や公害として認識されていた環境問題が、地球温暖化、生物多様性、オゾン

層破壊など、より多面的に、よりグローバルに認識されるようになりました。

　そのような中、1999年には業界に先駆けて、環境経営を目指す「環境未

来計画」を発表しました。さらに2005年には「サステナブル・ビジョン」へと

発展させ、「環境価値」「社会価値」「経済価値」「住まい手価値」の４つの視

点のバランスを考慮して、持続可能性を企業活動の基軸に据えることを宣

言しました。お客様満足を高めるための快適性向上と、耐震性や耐久性、

断熱性などの基本性能を追求しながら、企業の社会的責任でもある環境

保全を進めてきました。

長く住み継がれる住まいを提供する。
それがサステナブル社会につながります

　「まちづくり憲章」の制定やオリジナル制震システム「シーカス」、

オーナー住宅買取再生事業「エバーループ」など、「サステナブル・

ビジョン」を具現化するための、さまざまな取り組みを進めてきまし

た。その結果、2008年には住宅業界で初めて「エコ・ファースト企

業」に認定され、住宅業界のトップランナーとして、社会からもさら

なる期待が寄せられています。2009年には、住まいづくりに対する

これまでの取り組みを総括し、「快適性」「経済性」「環境配慮」を同

時に実現する環境配慮型住宅「グリーンファースト」を発売。全社を

挙げて普及に努めています。

「エコ・ファースト企業」として
環境配慮型住宅の普及を推進

1990    地球温暖化防止行動計画策定
1992    ブラジルで地球サミット開催
1992    新省エネルギー基準告示

1993    環境基本法施行
1994    通商産業省  生活価値創造住宅開発プロジェクト開始
1995    阪神・淡路大震災
1997    京都議定書採択

2000    通商産業省  資源循環型住宅技術開発プロジェクト開始
2000    住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）施行
2001    グリーン購入法全面施行
2002    建設リサイクル法全面施行

2002    業界初のユニバーサルデザイン基準を確立
2003    戸建住宅で次世代省エネルギー仕様を標準化
2003    瓦一体型太陽光発電システム発売
2003    「免震住宅」発売

1995    シャーウッド住宅事業開始
1997    「住まいの夢工場」オープン
1997    東北工場操業開始

1999    「ユートラスシステム」開始
1999    「グルニエ・ダイン」で次世代省エネルギー仕様を標準化
1999    「環境未来計画」発表
1999    環境推進部設置

持続可能性への取り組みが、
「グリーンファースト」につながっていきました

1990
20001993

100万戸
達成

累積建築戸数

研究者と生活者が共に住まいを考える

1990 「総合住宅研究所」オープン
創立30周年記念事業の一つとして「総合住宅研究所」をオープ
ン。新しい暮らし方を提案する公開型の研究所です。

快適な室内環境を実現する技術で環境負荷軽減にも貢献

1996 「セントレージΣ」発売
高断熱仕様、高性能遮熱断熱
複層ガラスなどの標準化によ
り、開放的なオープンプランと
高い省エネ性能を両立した商
品を発売。その後、2000年の
全戸建住宅における「遮熱断
熱複層ガラス」＋「断熱アルミ
サッシ」の標準化、2003年の
次世代省エネルギー仕様の標
準化へと、快適で経済的な暮
らしと環境配慮の両立をより
広い範囲で展開してきました。

未来を担う環境技術と住宅との融合

1997 「ソーラーΣ・A」発売
一般の環境への関心が
それほど高くなかった時
期に太陽光発電システ
ムを標準採用したのが
「ソーラーΣ・A」。屋根建
材一体型のデザイン性
が評価され、太陽光発電
システム拡販のきっかけ
になりました。

住宅のライフサイクル全体を自社グループで支える
一貫体制を生かし、徹底した資源循環を推進

2002 工場ゼロエミッション達成
全国の生産工場でゼ
ロエミッションを達
成。その後、2005年
に新築施工現場、
2006年にアフター
メンテナンス部門、
2007年にリフォーム
施工現場へと資源循
環の範囲を拡大しま
した。

生き物と共に暮らす豊かな毎日と
生物多様性保全を両立

2001 「5本の樹」計画
地域の自生樹種・在来樹種を中心にした庭
づくりで、鳥や蝶と共に暮らす豊かな毎日を
提案。里山に学んだ庭づくりで、身近な生物
多様性を保全します。

シックハウス問題に対して
健やかな空気環境を提案

2001 
内装仕上げ材を
Fc0、E0仕様に統一
健やかな暮らしを実現するために、建築
基準法で規制される前から、空気質につ
いても、最高レベルの放散基準を標準化
しました。

「サステナブル・ビジョン」を具現化する「グリーンファースト」
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2008    環境省  「エコ・ファースト制度」創設
2008    優良ストック住宅推進協議会（スムストック）設立
2009    長期優良住宅認定制度開始

2005    京都議定書発効
2006    住生活基本法施行

2010    「チャレンジ25キャンペーン」開始
2010    生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）開催
2011    東日本大震災

2004    積水ハウスリフォーム㈱設立
2004    新築施工廃棄物処理の「広域認定制度」認定取得
2005    CSR委員会設置
2005    CSR室設置
2005    京都議定書遵守の「アクションプラン20」開始

2006    「サステナブル  デザイン  ラボラトリー」設立  
2006    「アクションプラン20」が地球温暖化防止活動

環境大臣表彰受賞
2006    温暖化防止研究所設置
2006    「人材サステナビリティ」推進開始
2006    女性活躍推進グループ設置
2007    生産工場・新築施工現場・アフターメンテナンス・

リフォーム施工現場の4部門でゼロエミッション達成
2008    家庭用燃料電池採用の「CO2オフ住宅」発売  
2008    建設・住宅業界初の「エコ・ファースト企業」に認定
2008    北海道洞爺湖サミットで「ゼロエミッションハウス」建設協力

2010    「スマートハウス」実証実験開始
2010    「ICタグ」使用の「次世代型ゼロエミッションシステム」全国導入
2010    新構造躯体「new  B60システム」開発・発表
2010    新断熱仕様「ぐるりん断熱」開発・発表
2010    快適生活提案「スローリビング」発表
2011    鉄骨軸組輸送におけるモーダルシフト開始

2010

2010

200万戸
達成

累積建築戸数

持続可能な
木材利用を目指した
「フェアウッド」調達

2007 
「木材調達
ガイドライン」制定
取引先や環境NGOと連携し、
合法性に加えて、生物多様性や
伐採地の社会性、温暖化防止な
どの幅広い視点で木材を調達。

万一も、毎日も。しっかり暮らしを支える

2004 
「省エネ・防災住宅」発売
被災後の自立生活を支える「生活空間」「水・食料」「エネ
ルギー」の確保を考慮した住まい。太陽光発電システム
や雨水タンクは日常のエコライフにも効果を発揮します。

最新の環境技術を
住まいに導入

2005 
東京の分譲地
で燃料電池を
初採用

フローからストックへ。
「再生住宅」という
新たな市場を創出

2007 
「エバーループ」開始
大切に住んでいただいた住まいを
再生し、資源を有効活用。新築同様
の保証で、次の家族にも安心して住
み継いでいただけます。

地球環境保全と快適な暮らしを両立

2009 
「グリーンファースト」発売
敷地条件やライフスタイルなどに合わせて、高
いレベルで「快適性」「経済性」「環境配慮」を同
時に実現する住まいづくり。持続可能な社会の
ために、これからのスタンダード住宅として普
及に努めています。

大臣認定「制震構造」で、
より安心できる住まいを普及

2007 制震システム
「シーカス」発売
地震のエネルギーを熱に変換することで吸
収する、独自開発の制震技術。住宅の変形
を大幅に低減することで、住まいの長寿命
化にも寄与します。

社会の財産となる
長く住み継がれるまちを

2005 
「まちづくり憲章」
制定
時を経るほどに美しさが深ま
る「経年美化」のまちづくりに
取り組んでいます。

「環境価値」「社会価値」「経済価
値」「住まい手価値」の4つの価値
のバランスを取りながら、事業活
動を推進し、持続可能な社会の構
築に貢献していきます。

持続可能性を
企業活動の基軸に

2005 
「サステナブル宣言」

太陽光発電システム

照明・冷蔵庫

食事

蓄電システム ストックシェルター
免震装置

雨水タンク

ヒートポンプ
給湯器
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2011

　２０１０年、当社は「快適性」「経済性」「環境配慮」を同時に実

現する環境配慮型住宅「グリーンファースト」で居住時のCO2

排出量を削減。１９９０年比で４９.４％の削減を達成しました。

省エネルギーに加え、太陽光発電システムや燃料電池などの創

エネルギー設備を採用した「グリーンファースト」の契約棟数は

新築戸建住宅の７０.６％を占めます。また賃貸住宅でも太陽光

発電システムを搭載した「シャーメゾン グリーンファースト」の契

約棟数は全体の１９.０％を占めます。

　当社は、これからもサステナブル社会の実現に向けて、お客様

や社会の要望に応えながら、環境にも配慮した住まいづくりに

挑戦し、未来に対する企業の社会的責任を果たしていきたいと

考えています。

さらに進化する「グリーンファースト」。
時代の要請に、これからも応え続けます

少子・高齢社会への対応 化石燃料に依存しないエネルギー利用 持続可能な森林資源の活用

■賃貸住宅「シャーメゾン」の「グリーンファースト」比率

これからも「グリーンファースト」を中心に
サステナブル社会の実現に向けて
取り組んでいきます

考慮すべき社会的テーマ

■新築戸建住宅の「グリーンファースト」比率

■新築戸建住宅のCO2排出削減量

2008 樹木換算で172.8万本分24,241t-CO2/年

2009 樹木換算で200.8万本分28,179t-CO2/年

2010

（年度）

断熱効果 
１６,４６０t-CO2/年

高効率給湯器
４,８８０t-CO2/年

燃料電池
２,８３０t-CO2/年

太陽光発電 
１３,２９７t-CO2/年 ３７,４６８t-CO2/年

樹木換算で２１８.９万本分
のCO2吸収量に相当する
削減効果を実現

「サステナブル・ビジョン」を具現化する「グリーンファースト」

快適性

経済性 環境配慮

いつも今が
快適な暮らし

家計に
やさしい暮らし

自然に
やさしい暮らし

お客様の3つのメリット

●安全・安心
●健康

●CO2排出量削減・
　ゼロエミッション
●「5本の樹」計画

●長期優良住宅
●光熱費削減

2009 2010 2011

8％

19％
25％（％） （目標）

2009 2010 2011 （年度）

（年度）

52％

2008

13％

70.6％ 75％（％） （目標）
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生物多様性保全の推進 住まいの長寿命化による良質なストック形成 コミュニティの再生

サステナブル社会の実現へ

新築戸建住宅、賃貸住宅「シャーメゾン」、
分譲マンションで「グリーンファースト」の
普及を促進。省エネリフォームでも、さらに
ＣＯ２の排出量削減を図っていきます。

エネルギーを使う住宅から、供給する住宅
へ。具体的な実用化を視野に入れ、低炭素
社会の実現に向けたさまざまな国内初、世
界初のプロジェクトに取り組んでいます。

多くの住宅を供給する企業として、地球温
暖化防止の新たな国民運動に参加。「グ
リーンファースト」の普及や創エネ・省エネ
リフォームをさらに推進します。

太陽光発電システムと燃料電池を標準
搭載し、ＣＯ２排出量を１００％オフにする
「ＣＯ２オフ住宅」の普及を積極的に進めて
いきます。

地球温暖化の防止

健康・快適

住まいの長寿命化

生物多様性の保全

太陽光発電システム・
燃料電池の普及促進

スマートハウスの実証実験
天井・壁・床の部位ごとに独自の方法で、
すっぽり家中を断熱材で包み込み、高い快
適性と省エネルギーを実現。

「ぐるりん断熱」の普及促進

「チャレンジ２５キャンペーン」をけん引

「ＣＯ２オフ住宅」の標準化

住まいの化学物質軽減
を追求する「ケミレスタ
ウン®・プロジェクト」（実
証実験棟での実験）への
参画を継続。居住時間が
大人に比べて長い子ど
もへの影響を考慮した
「ケミケア仕様」の住まい
の普及に努めます。

住まいの内と外を中間領域でつなぎ、
生活のスピードをゆるめる「スローリ
ビング」。居心地の研究から生まれた
快適生活を提案していきます。

「ケミケア仕様」の
普及促進

「スローリビング」の展開

コミュニケーション・ロボットテクノ
ロジー（RT）システムを活用し、高
齢者が自宅で無理なく健康管理を
続けられる「在宅健康管理・支援シ
ステム」の研究開発※などに取り組
んでいます。

※独立行政法人 新エネルギー・産業
技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）か
ら研究開発の委託を受け、千葉工
業大学と共同で実施。

空間の美観性を損なうことなく、安全・
安心で使いやすいユニバーサルデザ
インに、さらに空間の美観性、心地よさ
を追求した「スマート ユニバーサルデ
ザイン」を積極的に提案していきます。
（２０１０年グッドデザイン賞受賞）

「スマート ユニバーサル
デザイン」の普及

高齢者の「在宅健康管理・
支援システム」の開発

生き物と共に暮らす「５本の樹」計画のより
一層の普及を図ることで、親自然な暮らし
を提案し、生態系ネットワークの拡大に貢
献していきます。

「５本の樹」計画を軸にした
エクステリア事業推進

生活に潤いを与え、豊かな毎日を実現す
る住まいの緑化を通じて年間植栽本数
１００万本を目指します。

植栽本数１００万本の実現

コミュニティの醸成とともに、まちの緑が育
ち、生態系保全につながる環境づくりをさ
らに進めていきます。

豊かな環境とコミュニティを育て、
住み継がれるまちづくり

建物の強度を高め倒壊を防
ぐ耐震技術、地震動エネル
ギーを制御し建物の揺れを
穏やかにする制震技術、地震
動を建物に伝えない免震技
術をさらに進化させます。

経年変化が少なく、高耐久性を維持している当
社住宅の構造躯体を生かした再生住宅「エバ―
ループ」を推進します。

耐震・制震・
免震技術による
住まいの長寿命化

オーナー住宅買取再生事業
「エバーループ」の推進

研究領域をさらに広げ、新たなリサイクル
材の開発を推進。これからも業界のゼロエ
ミッションをけん引していきます。

ゼロエミッションの推進による
資源循環レベルの向上

国内外サプライヤーや環境NGOとの連携
で森林認証材や国産材など環境に配慮
し、社会的に公正な「フェアウッド」の調達
比率を高めます。

「フェアウッド」調達推進

（２０５０年度目標）
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自然エネルギーの積極利用や、創エネ・省エネシステムの進化、進化する通信・情報ネットワークのメリットを日々の暮らしで享受するためには、
それらに対応する住まいの研究・開発と、業種を超えた取り組みが求められます。当社は住宅メーカーの責任として、国や異業種企業と連携し、新
たな環境技術のスマート・ネットワーク、スマートハウス分野で複数のプロジェクトを同時進行。持続可能な未来に向けた住環境を追求しています。

「住まいはエネルギーをつくる拠点」と位置付け、
低炭素社会の実現に向けた先進のプロジェクトを展開しています

近未来の住まいと暮らし方を先取りする
スマートハウス実用化への取り組み

外気温湿度
センサー

太陽光発電
システム

中間プラット
フォーム
（家歴システム）

エアコン

照明

管理・
サービス提供
サーバへ

室内温湿度
センサー

IF

ゲートウェイ
管理プラット
フォーム
ホームICT

総務省委託事業「スマート・ネットワークプロジェクト」に参画

センサーを用いて住宅
内の電力状況を把握
し、最適な電力活用を
実施。携帯電話で室内
環境をコントロール

エネルギーの可視化
や住まいの機器制御
をするホームコント
ローラー

当社は、生活者視点で住宅内統合ネットワーク
システムの検証を実施。

■「住宅ＥＶ／ＥＶネットワーク」グループ実証実験

「家歴システム」を活用し、住宅の
快適性と長寿命化を検証

住宅と電気自動車を結ぶ通信規格を検証
横浜みなとみらい21地区に建設した実験住宅「観環居」
木造住宅「シャーウッド」で建築／延床面積 ２６６.２８㎡

※公開は2012 年 3月まで。ＨＰからお申し込みください。http://www.sekisuihouse.co.jp/snpj-kankankyo/

1
「サステナブル社会の実現」に向けた

未来への取り組み

　「スマート・ネットワークプロジェクト」は、今後進むスマート

グリッド（次世代電力網）、電気自動車による低炭素社会の実

現に向けた通信規格の標準化を目的とし、総務省が2010年

6月に採択した実証実験です。幹事企業４社（㈱エヌ・ティ・

ティ・ドコモ、日本電気㈱、積水ハウス㈱、㈱バンダイナムコ

ゲームズ）と参加企業８社が参画し、実証実験を実施しました。積水ハウスは、横浜みなと

みらい21地区に実験住宅「観環居」（グリーンファースト・オール電化仕様）を建設し、住宅の

長寿命化に寄与する「家歴システム」や、センサーを用いて自然エネルギーの有効活用を図る

システムによるCO2削減効果を検証しました。

　プロジェクトは、昨年11月に横浜で開催されたＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力）首脳

会議に合わせて公開し、将来の住まいのあり方、次のステージの快適性をＰＲしました。

日本のスマートハウス技術を世界に発信。「グリーンファースト」と「ネットワークテク
ノロジー」を合わせた「観環居」（かんかんきょ）で新しい住まいの快適性を提案

（実験期間２０１０年１１月～２０１１年３月）
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　大阪ガス㈱と共同し、ガス電気併用の「グリーン

ファースト プレミアム」をベースにした「太陽光発電シス

テム＋固体酸化物型燃料電池（SOFC）＋家庭用リチウ

ムイオン蓄電池＋ＨＥＭＳ/情報技術」による「スマート

エネルギーハウス」。これらを用いた居住実験は日本初

の試みとなります。電気と熱を効率的にマネジメント

する（創る・貯める・使う）ことで居住快適性と省エネを

両立。電気自動車の利用も含めＣＯ２排出量を差し引き

ゼロにする管理・制御技術の確立を目指しています。

　当社は静岡ガス㈱との共同事業で、次世代型スマートハウスとして静岡県三島市の「エコ

ライフスクエア三島きよずみ」に環境配慮型住宅「グリーンファースト」を建設しました。このま

ちは、全２２戸に家庭用燃料電池エネファーム、太陽電池、ＥＣＯマネジメントシステムのＨＥＭＳ

を導入したスマートハウスによる低炭素タウン。当社担当区画の一部の住まいには、さらにリチウム家

庭用蓄電池も導入することで、エネルギーの「地産地消」モデルも提案しています。３電池（燃料電池・太

陽電池・家庭用蓄電池も含む）を搭載した分譲住宅の販売と、家庭分野でのＣＯ２排出権取引は、いずれも国

内初となります。

　青森県上北郡六ヶ所村で、日本風力開発㈱を中心に進められている大規模蓄電池併設型の風

力発電所を活用したスマートグリッド実証実験は、世界初の試みです。当社は、この自然エネル

ギーを主な供給源とするスマートグリッドシステムの実験に、パナソニック電工㈱に協力する形

で参画し、寒冷地対応型「グリーンファースト」の住まいを建設。高気密・高断熱住宅とＨＥＭＳ連

携による省エネ効果、対応力を検証しながら、「電力供給側のニーズ」と「電力需要側（住まい手）

の快適」の両立実現を図るべく調査・対策の検討を行っています。

発電量・蓄電量・買電量・貯湯量などのエネ
ルギーを可視化、効率的なエネルギー利用
の指標であるエコエネ率も表示し、居住者の
省エネ行動を促進、その効果を検証します

▼

HEMSの画面（例）

「低炭素タウン」で、３電池導入住宅を建設

分譲住宅で日本初の「次世代型スマートハウス」販売

本格的に動き始めた、大型蓄電池併設型の風力発電所活用実験に参画

世界初、住民居住型自然エネルギースマートグリッド居住実験

２０１５年までの実用化を視野に、
ＣＯ２オフの暮らしの居住実験を３年がかりで検証

日本初、実際に家族が
暮らしながら実施する
「スマートエネルギーハウス」居住実験

全２２区画中、当社は７区画を建設・販売。（静岡県三島市／２０１１年3月完成）

寒冷地対応型「グリーンファースト」で省エネ効果を検証

自然エネルギー（風
力発電・太陽光発電）
を供 給 源とした
クローズドグリッド

（奈良県王寺町／実験検証期間２０１１年2月～２０１４年3月）

（青森県上北郡六ヶ所村／実験検証期間２０１０年９月～２０１２年７月）

　東日本大震災によって被災地は甚大なダメージを受けました。特に原発の事故は日本全体に影響を及ぼしまし
た。震災による電力需給逼迫を受け、今後のエネルギー政策への対応として、スマートグリッドに代表されるような
エネルギー源の分散化や再生可能エネルギー利用技術の推進などが求められています。
　積水ハウスでは、これまでに次世代の家づくりを模索するための先導的なアクションを進めてきました。例えば、東京
都国立市の「サステナブル デザイン ラボラトリー」や横浜みなとみらい２１地区の「観環居」における実証実験では、日本
の伝統的な文化と、生活を豊かにする、さまざまな技術を見事に融合させています。こうして蓄積した確かな技術力を生
かして、多くの人に受け入れられる太陽光発電や燃料電池を取り入れた環境配慮型住宅を確実に提供しています。今後
もこのような新たな「挑戦」と地に足の着いた「普及展開」とをバランスよく進めてくれることを大いに期待しています。

専門分野は建築設備、特に
空気調和設備および熱環
境・空気環境。環境負荷削
減技術や次世代型の建築
設備をテーマに多くの委員
会主要メンバーとして、また
講演・執筆などで活躍。

家づくりの新たな「挑戦」と環境配慮型住宅の「普及展開」への期待

秋元 孝之氏

芝浦工業大学 
工学部 建築工学科教授

or

サーバ
大阪ガス

HEMS

HEMS: Home Energy Management System

３電池とHEMSを
主体にした居住実験概要

自然エネルギーを
最大限活用

電気と熱の
高効率利用

エネルギー
利用効率の向上

省エネアドバイスアイコン

エコエネ率
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2003年の建築基準法改正でホルムアルデヒド対策が強化されましたが、依然としてシックハウス症候群による健康被害は多く、アレルギー
疾患を持つ人への負担は軽減されていません。このようなことから、当社は住まいの空気環境の改善が重要だと考え、法令による規制が始ま
る前からホルムアルデヒド対策に着手。２００７年には独自の「化学物質ガイドライン」を設けるなど、他社に先駆けて建材などからのＶＯＣ
（揮発性有機化合物）の発散量低減に努めてきました。
さらに、2007年からは千葉大学が推進する「ケミレスタウン®・プロジェクト」に参画し、シックハウス症候群の発症を予防する建物の研
究開発、およびその普及を目指しています。

未来世代のための健康な住まいを共同研究。産学連携で、室内空気質の改善に取り組んでいます

「ケミレスタウン®・プロジェクト」

2
「サステナブル社会の実現」に向けた

未来への取り組み
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建材の検証と選定

　「ケミレスタウン®・プロジェクト」で
は、可能な限り使用する化学物質（ケ
ミカル）の少ない（レス）まちのモデル
をつくり、シックハウス症候群などが発
症してから治療する対処療法ではな
く、未然に防ぐ「予防医学」の研究を
行っています。当社はこのプロジェクト
において、千葉大学 柏の葉キャンパス
内に「ケミレスハウス®」実証実験棟を
建設し、共同研究をしています。
※「ケミレス」「ケミレスハウス」「ケミレスタウン」は、
　ＮＰＯ法人次世代環境健康学センターの登録商標です

　現在、シックハウス対策としてはホルムアルデヒドとクロルピリフォスの２種類について規制がなされて
いますが、現実には非常に数多くの揮発性有機化合物（ＶＯＣ）が室内に存在します。問題は、人によって反
応する化学物質が異なるということと化学物質に対する感受性も個人差が大きいために対策が取りにくい
ということです。しかし、人の一生の中で最も感受性の高い胎児を基準に対策を取ることができれば、成人
の中で感受性の高い人もほとんどの人がシックハウス症候群にならなくて済むであろうと思われます。これ
まではとにかく家を持つということが多くの人の人生の目標だったかもしれませんが、これからはただ家を
持つだけではなく、住む人の健康に配慮することが重要になると思います。発症してから治療するのは非常
に困難ですので予防が大切です。

胎児期の環境汚染の影響
を調べ改善する方法を探
り、将来起こり得る疾患を
予防する「環境改善型予
防医学」を研究している。

有害化学物質の対策は、人の一生の中で最も感受性の高い胎児を基準にするべきです

　当社の「ケミレスハウス®」実証実験棟は、大人に比べて環境の影
響を受けやすい胎児や子どもの健康に配慮し、化学物質を可能な
限り軽減しています。プロジェクトでは医学関係者だけでなく、住宅
メーカー、建材メーカーなどが協力して研究を行っています。内装
材はもとより、下地材、接着剤、断熱材など200種類以上の建材に
対して化学物質の発散量を評価し、厳しい基準をクリアしたものだ
けを選定。室内空気の濃度検証などを行っています。

2007 2008 2009 2010 2011 2012 （年）

濃度測定

実証実験

認証制度検討 認証制度構築・運用

■実証実験から「ケミレス®認証」制度構築の流れ

建設

「ケミレスハウス®」実証実験棟（外観と室内）

千葉大学大学院
医学研究院教授　

森 千里氏

化学物質の低減は健康に直結する
予防医学と考え、研究を推進

子どもたちのために
さまざまな関係者が協力
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　当社は「ケミレスタウン®・プロジェクト」における研究成果
を踏まえ、空気環境配慮住宅「ケミケア仕様」を2009年11
月から販売しています。
　人が１日に摂取するものの中で最も大きな割合を占める
のが「空気」です。１日に呼吸する平均空気量は、大人が約
15m3、子どもが約9m3。体重１ｋｇあたりではそれぞれ
0.3m3、0.6m3となり、子どもは大人の約２倍の空気を摂取し
ていることになります。このため「ケミケア仕様」では、影響が
大きい子どもを基準にしてホルムアルデヒドなど五つの化学
物質（ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ
ン、スチレン）の濃度が厚生労働省指針値の2分の1以下を
目標とする独自基準を設定。これをクリアする建材を使用す
ることを基本に、塗り壁やタイル、天井材などにホルムアル
デヒド吸着建材を導入。さらに、子ども部屋や寝室、リビン
グ、ダイニングに給気ファンをプラスしたオリジナル換気シス
テムを採用し、健やかな空気環境を提供します。

　「ケミケア仕様」では、まず設計段階で建材等の基準を確
実にクリア。建物の竣工時には、リビングと子ども部屋の空
気を採取し、公的機関で化学物質濃度の分析を行います。引
き渡し時には、分析結果を記載した「性能評価証」を発行し、
お客様に渡しています。

　「グリーンファースト」の一環として「ケミケア仕様」を設定。
２０１０年度の「まちなみ参観日」において「ケミケア仕様」を
採用した住宅を多数販売しました。

■厚生労働省が定めた濃度測定方法で、
　引き渡し時に「性能評価証」を発行

子ども
０．６m3

大人
０．３m3

　当社はこの実証実験で、季節の変化による室内空気中揮発性化学物
質の濃度変化を確認するため、年４回、１１６種類の物質を測定。実証
実験棟の寝室、リビングルーム、キッチンのＴＶＯＣ（総揮発性有機化合
物）の測定結果が、年間で厚生労働省の定めた指針値（４００μg/㎥）
を大幅に下回る10分の1以下の数値であることを確認しました。この
成果が高く評価され、２００９年１０月にＮＰＯ法人 ケミレスタウン推進
協会から、シックハウス対策済み戸建住宅のプロトタイプとして初の
「ケミレス®認証」を受けています。

基準値を大幅に下回る実験結果で、
戸建住宅初の「ケミレス®（プロトタイプ）認証」を取得

実証実験で得られた成果を「ケミケア仕様」として商品に反映

※「ケミケア仕様」は、健康に悪影響を与えない室内
空気環境の実現を目的にしており、健康状態の改
善や維持を保証するものではありません。

「ケミケア仕様」は、子どもを基準に考えた
空気環境配慮の取り組みが高く評価され、
第２回「キッズデザイン賞」を受賞しました。

化学物質を

換気する
化学物質を

吸着させる

化学物質を

出さない

■「ケミケア仕様」の
　住まいの考え方

■影響が大きい子どもを基準にして「ケミケア仕様」を設定

■「ケミケア仕様」を全国で展開

■子どもに必要な空気量は
　大人の約２倍
（体重１㎏当たりで試算）

東京都福祉保健局
「化学物質の子どもガイドライン」から

濃度水準

厚生労働省
指針値

指針値の1/2

指針値の1/10

「ケミケア仕様」 「ケミレスハウス®」
実証実験棟

■当社における化学物質の濃度基準の考え方

開発（実用）レベル

研究レベル

公的機関で分析竣工時に空気を採取 「性能評価証」を発行

「かずさの杜 ちはら台」（千葉県）では、「ケミケア仕様」のまちづくりを行っています



工場でのプレカットは高い品質を保
持し、施工現場で生じる端材を減ら
すために有効な手段ですが、世界の
住宅施工現場では、まだ手加工作業
が多く、大量の廃棄物が問題になっ
ているケースも見受けられます。ゼ
ロエミッションを実現している当社
のノウハウと技術で、生産・施工現
場からも持続可能な活動を推進し
ていきます。

ゴルフコースに囲まれた緑豊かな「カムデンヒルズ」（完成予想）

ゼロエミッションの手法を
取り入れた工場を建設 当社の本格的な海外事業は、オーストラリアから展開しています。東海岸のシドニー、ブリスベーン

近郊の「Ｗｅｎｔｗｏｒｔｈ Ｐｏｉｎｔ（ウエントワース・ポイント）」「Ｃａｍｄｅｎ Ｈｉｌｌｓ（カムデンヒルズ）」「Ｒｉ

ｐｌｅｙ Ｖａｌｌｅｙ（リプリー・バレイ）」の三つのプロジェクトが動き出しています。１０年間に分譲戸建

住宅約２０００戸、分譲マンション約２０００戸、分譲用地約２６００戸分、総売り上げ約２０００億円

の開発を予定しています。シドニー郊外の「カムデンヒル

ズ」ではオーストラリア版ＳＡＴＯＹＡＭＡを実現。現地

の風土や文化に合った方法でまちづくりを進めていま

す。ＳＡＴＯＹＡＭＡには、「５本の樹」計画の思想を生か

し、生き物が集まりやすい多くの在来樹種を植え、保水

力を高め、心地よい風を街区へと送る環境装置としての

役割があり、子どもたちの環境教育の場にもなります。

　住民が集まるコミュニティの核になるのは、バーベ

キュースポットやジョグトレイル。各街区間を歩いて移

動できる「グリーンリンケージ」も計画しています。

　また、２０１０年、建設を開始した２棟のディスプレー

ホームは「ｎ×豊か(エヌバイユタカ)※」の設計手法を採

用し、緑を中心に生活領域を外部空間に広げていく配

慮を施しています。

「５本の樹」計画をガイドラインに、
オーストラリア版ＳＡＴＯＹＡＭＡを実現

【オーストラリア】

瓦一体型太陽光発電システムを搭載した
ディスプレーホーム

「カムデンヒルズ」に近接した場所に工場を
設置し、プレカットを行います

約２０００戸の分譲マンションを供給する
「ウエントワース・ポイント」

当社が創業以来培ってきた工業化住宅の品質、創エネ・省エネの先進技術、資源循環の環境技術などが海外で高く評価され、事業展開につ
ながっています。当社の住まいづくりの姿勢を理解している現地のデベロッパー、ビルダーとも連携し、オーストラリア、アメリカ、中国などで
複数のプロジェクトを推進。各国の風土と文化にふさわしい、持続可能な住まいとまちづくりを実現します。

サステナブルデザインをコンセプトに、求められる住宅品質・環境技術を世界市場で展開します

海外事業の展開

3
「サステナブル社会の実現」に向けた

未来への取り組み
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※隣地の庭（緑）や周辺環境との「つながり」を考慮しながら、配棟や植栽
　を計画し、自然とつながる住まいづくりを考える設計手法。



 コミュニティデベロッパーとして、ワシントンＤ.Ｃ.近郊を含

む複合開発「One Loudoun（ワン・ラウドウン）」と、ヒュー

ストン西部の大規模な住宅地開発プロジェクト「Cinco 

Ranch（シンコ・ランチ）」に参画しています。アメリカらしい

まちづくりを基本に、「日本のまちづくり」「積水ハウスのまち

づくり」のエッセンスを付加価値として導入。「５本の樹」計

画のコンセプトをベースにした生態系ネットワーク、生物多

様性を保全するための在来種の植樹に努めます。また、既存

の樹木の保存・移植を積極的に行い、地域文化や土地の記

憶を継承して、まちを醸成させていきたいと考えています。

　また、日本の多様な「道空間」の要素を取り入れることで、

活気あるコミュニティの形成と、まちの資産価値向上を図り

ながら、持続可能なまちづくりを目指します。

生物多様性の保全に配慮して、
当社のまちづくり思想を付加価値に

【アメリカ】

既存樹木の保存や移植で、地域の魅力を継承するまちづくりを実現します

１２００区画以上の住宅用地開発を行う「シンコ・ランチ」
（完成予想）

「ワン・ラウドウン」のまちなみ
（完成予想）

　世界遺産の庭園で有名な中国の古都・蘇州の約１７.７ｈａ

の敷地に、約３０００戸のマンションとタウンハウスを計画し

ています。水辺に残る白壁、黒屋根のまちなみと、当社のアイ

デアを融合させながら緑地面積を増やし、「蘇州の里山づく

り」をイメージ。個々の住戸には高性能な設備機器の設置に

加え、日当たりや風通しなどにも配慮。快適性・経済性・環境

配慮を同時に実現する住まいづくりに取り組んでいきます。

また、中国のプロジェクトにおける住宅建設に対応するため

鉄骨住宅部材・設備の

生産工場を着工し、中

国国内各都市への上

質な工業化住宅の供

給を進めていきます。

蘇州の美しいまちなみに、
緑あふれる里山を融合

【中国】

低層住宅は当社のオリジナル構法を生かして
います（完成予想）

大規模なマンション開発を展開します（完成予想）
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CSRの方針と体制

　当社のCSR推進の根幹には「企業理念」があります。「企業理念」

は「人間愛」を根本哲学とし、全従業員の討議を経て1989年に制定

したものです。「企業理念」を原点に、「サステナブル・ビジョン」を到

達すべき目標として、すべてのステークホルダーに対して誠実にそ

の責任を果たし、信頼される企業になるよう全社的意識改革の運

動として、CSRに取り組んでいます。

　この「企業理念」をもとに、従業員の行動がいかにあるべきかを

明確にした上で、取り組み姿勢や考え方に重点を置き、共通に認識

できるよう1990年に「行動規範」を制定しました。

　当社では、社外の目を経営に取り入れ、現在のCSR活動が社会の常

識や期待と合致しているか否かをチェックしながら、その活動方針を定

めていくことで、グループ全体のCSRへの取り組みを充実させています。

　会長 兼 CEOを委員長とし、社内委員（社内取締役全員と一部の執

行役員）のほか各界の有識者3名を社外委員として加えた「CSR委員

会」を3カ月に1度開催しています。委員決定については取締役会の決

議によるものとしています。また、環境先進企業の経営者、企業経営

の専門家、コンプライアンスの専門家の3名を、当社グループのCSR

経営上重要なテーマにおける社外有識者として選任しています。

　ＣＳＲ委員会の傘下には複数の部会を設け、活動の推進と徹底を

図っています。事業部門部会の営業部会が本業を通じてのＣＳＲ活

動の中核的組織として具体策の立案から結果の検証まで行ってお

り、これをサポートする形で六つの専門部会がそれぞれのテーマご

とに取り組みを進めています。また、全事業所にＣＳＲ推進委員を配

置しています。

　２０１１年度は「グリーンファースト」の推進を中心とした「攻め

のＣＳＲ」とコンプライアンスを重要テーマとした「守りのＣＳＲ」を

両立するために活動していきます。

　ステークホルダーからの信頼を高めるために、コーポレートガバ

ナンスを経営の重要課題と位置付けています。経営の透明性を確

保し、適時・適切なチェック機能と監視機能が発揮できるよう、取締

役会に1名の社外取締役、監査役会に3名の社外監査役を置いてい

ます。また、執行役員制を導入し、経営責任の明確化と業務執行の

迅速化を図っています。

　内部統制システムについては、2006年5月に取締役会で決議し

当社は、CSRを経営の基本と位置付け、日々事業活動に邁進しています。CSR推進にあたっては、一部の従業員・推進部署

だけが取り組むのでなく、全社横断的に連携する仕組みを取っています。

また、活動方針を策定するCSR委員会に社外委員を迎え、社外の目をCSR活動に取り入れ、活動の充実を図っています。

CSRの方針

CSR委員会とCSR推進体制

コーポレートガバナンス・内部統制システム

CSR 推進体制

営業部会

お
客
様
・
社
会

環境事業部会

取締役会
（諮問・提言）（事務局）CSR室

事業活動を支え、従業員が
誇りを持って安心して活動
できる環境づくり

「ゼロエミッション」推進

（事務局）
環境推進部
温暖化防止研究所

生産部門全般におけるCSR推進

環境での商品・事業戦略
「グリーンファースト」の推進、
「まちづくり憲章」に基づくまちづくり、 
「５本の樹」計画の推進 
リフォーム事業、エバーループ 等

「エコ・ファーストの約束」推進

専門部会事業部門部会
環
境
取
り
組
み・「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」推
進

C
S
、E
S
、S
S
向
上
社
会
貢
献

〈
攻
め
の
C
S
R
〉

〈
守
り
の
C
S
R
〉

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

CSR委員会
（委員長：会長 兼 CEO）
 （副委員長：社長 兼 COO）

営業部会

・東日本営業部会
  （開発・マンション含む）
・西日本営業部会

・積和不動産各社
・エスジーエム・
  オペレーション
・積和建設各社
・積水ハウスリフォーム
・積水ハウス梅田
  オペレーション
・積和ウッドほか各社

●営業部門へのＣ
ＳＲ・環境の情報
共有徹底と行動
推進

●いきいきと仕事を
進めるための企
画と推進（モチ
ベーションとモラ
ルアップ）

関係会社連携部会

重
点

課
題

施工・資源循環部会

本支社部会

コンプライアンス・
リスクマネジメント部会

CS、ES、SS向上
社会貢献部会

生産部会

会
計
監
査
人

株主総会

取締役会
（11名、うち社外1名）

CSR委員会
（社外委員3名を含む）

執行役員
（25名）

代表取締役
（2名）

監査部

関連企業部

法務部

監査役会
（5名、うち社外3名）

経理財務部
J-SOXグループ

コーポレート・
コミュニケーション部

広報部

CSR室

IR室

コーポレートガバナンス体制（2011年4月現在）

（事務局：CSR室）

（事務局：法務部）

子
会
社

社内各部署

監査

●CSRに関する方針・指針　●CSR推進体制　●コーポレートガバナンス・内部統制システム　●環境マネジメント　●コンプライアンス　●ヒューマンリレーション・人権擁護WEB関連項目

CSRマネジメントCSRマネジメントサステナブル・マネジメント
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コンプライアンス推進

た「内部統制システム構築に関する基本方針」に基づき、「取締役の

職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制」

などをはじめとした10の基本方針を策定。基本方針に基づくシステ

ムの運用徹底、強化に取り組んでいます。

　また、グループ全体の金融商品取引法による内部統制（J-SOX）

の遵守と徹底は、経理財務部内のJ-SOXグループが中心となって

対応しています。

　このような取り組みが評価され、２０１１年２月、コンプライアン

スを重視し、誠実で透明性の高い企業を表彰する「日本内部統制

大賞(Integrity Award)2011」（「誠実な企業」賞）優秀賞に選定

されました。

　コンプライアンスについて「法令遵守にとどまらずCSRを念頭に置

いたもの」ととらえ、「一時的なものではなく常時取り組むべき経営課

題」として位置付けています。そこでCSR委員会のもとに「コンプライ

アンス・リスクマネジメント部会」を設置し、従業員の教育研修、意識

啓発など、さまざまな取り組みを、継続的に推進しています。

　コンプライアンス推進上の課題は、CSR推進体制の各部会のも

と、全国の事業所が事業所長の率先垂範によって改善に取り組ん

でいます。

　「サステナブル・ビジョン」に基づく事業所経営ができているかど

うかを確認し、事業所別にCSRへの取り組み意識や課題を可視化

するため、「コンプライアンス意識調査」の結果を利用した「CSR指

標」をCSRマネジメントツールとして活用してきました。

　2009年度からは、従来の「コンプライアンス意識調査」の発展形と

して「ガバナンス意識調査」を実施。営業部門全従業員にアンケートを

実施し、五つの項目で指標化・分析。「支店経営強化研修」のツールと

して、また各事業所でグループ討議の題材とするなど、実践的活用を

始めました。2010年度は、生産部門、本社部門なども対象としました。

　グループ各社が企業活動を進める上で、会社および役員、従業員が

遵守すべき企業倫理に関する共通事項として、2003年10月に「積水ハ

ウス企業倫理要項」を制定・施行しました。現在は対象範囲をグループ

各社に拡大しています。

　コンプライアンスは、役員、従業員が一体となり、常時徹底と推進に

取り組むべきものです。網羅的なコンプライアンス教育・研修体系を

整備し、階層別・役割別の集合研修を実施。新入社員向けに「CSR・コ

ンプライアンス」、全従業員向けには「個人情報保護」をテーマとする、

e-ラーニングによる研修プログラムを用意しています。

　また、㈳日本経済団体連合会が提唱する１０月の「企業倫理月間」

には、グループの全役員、全従業員が「企業倫理要項等遵守に係る誓

約書」を毎年提出しています。2010年度は、ケーススタディーを活用

したグループ討議を実施したほか、全従業員に配布している「『行動

規範』実践カード」の活用などの取り組みを推進しました。

　従業員のコンプライアンス徹底を支援する制度として、グループ

全従業員が利用できる内部通報システム「SCSシステム（積水ハウ

スグループ企業倫理ヘルプライン）」を設置しています。

　法令違反行為や企業倫理に反する行為に直面した場合に、電子

メールあるいは本人限定受取郵便、担当者への電話を通じて、コン

プライアンス事務局に通報できるシステムで、通報者のプライバシー

保護や通報内容の守秘を定めたガイドラインを策定しています。

　その他、人事関連の相談を受け付ける社内窓口「人事110番」を

設けています。

　住宅展示場や分譲地の販売事務所など、多くの事業所でお客様

の個人情報をお預かりしています。

　執行役員であるCS推進部長を個人情報保護の統括責任者にす

るとともに「お客様情報相談室」を設置し、個人情報保護法に対応し

た体制を整備しています。また、従業員への教育研修を繰り返し実施

し、お客様情報の管理を徹底しています。

　CSR委員会のもとに設置した「コンプライアンス・リスクマネジメン

ト部会」を中心にリスクマネジメントに取り組んでいます。

　専門テーマごとに取り組み、その他の部会と連携して従業員教育

を実施するなど、リスク低減対策を講じています。また、リスクの洗

い出し調査に基づき、重要と判断したリスクについては、専任プロ

ジェクトを設置しています。

　グループ会社についても、関係会社連携部会等を通じて、グループ

一丸となってリスク管理意識の向上に取り組む体制を構築しています。

　また、日ごろから総合的な「住宅防災」に取り組み、独自のBCM

（Business Continuity Management）を確立しています。これ

は、突発的に起こり得る事業活動の中断を想定し、過去からの経験

も踏まえて、迅速な復旧・支援体制が取れるようにしたものです。

東日本大震災においても、オーナー様の安否および被災状況の確

認を早期段階で完了し、復旧・復興工事を開始しています。

■コンプライアンスの考え方

■従業員に対する意識調査

■内部通報システムと公益通報者の保護

■個人情報保護の取り組み

●リスクマネジメント　●ステークホルダーコミュニケーション指針　●株主とのコミュニケーション　●社会とのコミュニケーション

有害物質使用特定施設の廃止に伴い、土壌汚染状況を調査。一部
の区画の表層土壌から指定基準を超える重金属類（鉛・ふっ素・六
価クロム）が検出されたことを行政と周辺住民の方々に報告しま
した（2011年2月16日 要処置区域／形質変更要届出区域指定）。
ただし、当敷地は当社の管理下にあり、かつ舗装等で被覆されて
いるため、汚染土壌が飛散・流出することはありません。今後、関
係機関と協議をしながら適切な対策を進めます。また、当敷地内
の地下水のモニタリングを継続します。

リスクマネジメント体制

■コンプライアンス推進活動 〈ご報告〉滋賀工場跡地の土壌汚染について

ガバナンス意識調査（指標イメージ）

五つの指標項目について
事業所別に
レーダーチャートを作成

全社平均
当該支店

コンプ
ライアンス

企業理念
100

50

支店風土 社員の自律

ビジョン・
戦略



●太陽光発電システムや燃料電池の普及を推進。

●生活時のCO2排出量がほぼゼロになる

　「CO2オフ住宅」の普及を推進。

●既築住宅の省エネリフォームを推進。

●「いえコロジー」セミナー等で省エネ生活を推進。

●業界目標を上回る生産時CO2排出量削減を推進。

積水ハウス株式会社と積水ハウスグループ各社は、最も多くの住宅を供給する企業としての社会的責任を踏まえ、

法令遵守を徹底するとともに、環境配慮を通じて積極的に社会に貢献するため、以下の取り組みを進めてまいります。

「エコ・ファーストの約束」

太陽光発電システム

燃料電池

10,931棟契約
2,974台契約

●環境配慮型住宅
　「グリーンファースト」を積極的に販売

●環境配慮型賃貸住宅
　「シャーメゾン グリーンファースト」
　を積極的に販売

太陽光発電システム

開口部断熱リフォーム

1,634棟設置
6,908棟実施

●過去に販売した戸建住宅
　創エネ・省エネリフォームを推進

890棟契約

●省エネ生活普及教育の一つ
　「いえコロジー」セミナーを開催

505人の子どもが参加

2010年度の取り組み状況

「シャーメゾン グリーンファースト」「グリーンファースト」 「いえコロジー」セミナー開口部断熱リフォーム

一般的な住宅の
CO2の排出量（年間）
４,４４４kg-co2

政府は2020年に温室効果ガス排
出量の1990年比25％削減を目標
に掲げ、地球温暖化防止のための
国民運動を「チャレンジ25キャン
ペーン」として、2010年1月から新
たに展開しています。　

生活時及び生産時のCO2排出量削減を積極的に推進します

●「エコ・ファーストの約束」進捗報告　●「エコ・ファースト推進協議会」の活動への参加WEB関連項目

照明他
1,959kg-CO2

調理
204kg-CO2

冷暖房
1,292kg-CO2

給湯
988kg-CO2

「CO2オフ住宅」の
CO2の排出量（年間）

78%
オフ

創エネで

約

ＣＯ2排出量

22%
オフ

省エネで

約

ＣＯ2排出量

戸建住宅
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当社は、2008年6月に環境省から「エコ・ファースト企業」として認定を受けました。

CO2排出量削減、生態系ネットワークの復活、資源循環などに対する取り組みをさらに進めていくために

「エコ・ファーストの約束」を環境大臣と取り交わしました。

約束実現に向けた2010年度の取り組みについて進捗を報告します。

「エコ・ファースト企業」としての「約束」は
着実に進展しています

CSRマネジメントCSRマネジメントサステナブル・マネジメント



　「エコ・ファースト企業」が環境保全の取り組みを間断なく前進させるとともに、環境行政との連携や「エ
コ･ファースト企業」間の連携を目指して自主的に設立し、運営している「エコ・ファースト推進協議会」。
2011年5月1日現在、加盟社数は31社です。
　2010年が国際生物多様性年であったことから、本年度は生物多様性に主眼を置いて取り組みました。

　幹事会社の１社として積極的に活動に参加して、他の「エコ・ファースト企業」の取り組みに刺激を受
けながら、住宅メーカーならではの環境保全活動をさらに充実・強化していきます。

「エコ・ファースト推進協議会」の活動にも積極的に参加

●日本の在来種を植樹する「5本の樹」計画を推進、年間
100万本の植樹を目標に設定。

●「まちづくり憲章」に基づき、省エネルギー住宅と緑豊か
なまちづくりを推進。

●鳥や蝶への興味を促し、生態系ネットワークと生物多様
性の保護を推進。

●森林保全活動への取リ組みを推進。
●「木材調達ガイドライン」により、違法伐採や生態系の喪
失を防ぎ、循環型の木材利用を推進。

2010年度の取り組み状況

「５本の樹」の庭（イメージ） 「フェアウッド」のフロア材

●「5本の樹」計画に基づく
　植栽を推進

９１万本を植栽

●調達レベルの高い
　Sランク木材の比率を向上

56％に増加

●リサイクル率

84.4%
●マテリアルリサイクル
　（材料としての再生利用）率

100%継続

森 里
山

里
山まち

庭 庭

庭 公園
森

■里山ネットワーク

■４分野におけるゼロエミッション

生態系ネットワークの復活を
積極的に推進します

●生産・施工・アフターメンテナンス・リフォーム時のゼロエミッ
ションの継続と、マテリアルリサイクル率90％達成を推進。

●木造住宅解体工事に伴う廃材ゼロエミッション化を推進。
●「ICタグ」や電子マニフェスト等を活用した次世代型
ゼロエミッションシステムを積極的に導入、2010年度
中の電子マニフェスト化率100％達成を目標に設定。

●住宅を長く大切にするための保証延長システムおよび
再生住宅「エバーループ」を推進。

2010年度の取り組み状況

資源循環センター 「ICタグ」による廃棄物の管理

●「ICタグ」による
　廃棄物管理システムの

全国導入完了

資源循環の取組みを
徹底的に推進します

生産

一部は資源として
再利用 委託

資源循環センター リサイクルメーカー

施工 アフター
メンテナンス

分別回収

リフォーム

「エコとわざ」積水ハウス賞作品
「たぬきもへびもすんでる森は　
       　エコでちきゅうをひやしてる」
川崎市立金程小学校２年  金子 昌平さん

「生物多様性に関する勉強会セミナー」で事例発表

ＣＯＰ１０パートナーシップ事業「生き物に関わる『エコとわざ』コンクール」を募集。積水ハウス賞を顕彰。

ＣＯＰ１０パートナーシップ事業「生物多様性シンポジウム ｉｎ 名古屋」に出展。プレゼンテーションを実施。

「メッセナゴヤ２０１０」へのブース出展

２０１０年度の主な取り組み

　２月２２日

　５月２２日

　９月１８日

１０月２７日～３０日
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OUTPUT

INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

INPUT

■総投入エネルギーの推移

2010 3,292（194,581ｔ-CO2） 10,827

2009 3,282（193,743ｔ-CO2）

2008 3,687（217,407ｔ-CO2）

2007 4,002（234,720ｔ-CO2）

（TJ）

（    ）内はCO2排出量

（年度）

■総投入資材量※の推移

2010

2009

2008

2007

（百t）（年度）

投入・排出の経年変化

9,863

13,658

11,635

※輸送については２００９年度から省エネ法の算定方法に変更。 ※開発・設計と工場生産の合計
開発・設計 解体・処理工場生産 輸送 施工

2010年度の事業活動に伴う環境負荷データ

投
入
資
源
量

資材
紙 774.2t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エネルギー 5４３,９５8GJ
軽油 14,438kℓ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

資材 1,081,900t
木類
プラスチック類
金属類

173,300t
23,900t
288,900t

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

286,400t
5,900t

303,500t

・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

ガラス・陶磁器類
紙類
その他

エネルギー 939,548GJ
電力
ガソリン
都市ガス

56,758MWh
10,624kℓ
907千m3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

エネルギー 77１,92７GJ
電力
灯油
A重油
ガソリン

46,783MWh
1,137kℓ
1,245kℓ
71kℓ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　　 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

85kℓ
2,666t

2,465千m3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・ 　　　 

軽油
LPG
都市ガス

排
出
量

廃棄物 ７２２.１t 
紙
ビン
カン
ペットボトル
紙コップ
一般ゴミ※1

不燃ゴミ・産業廃棄物※1

514.3t
33.2t
56.1t
27.4t
8.4t
58.7t
24.0t

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・　

廃棄物 17,200t
木くず
プラスチック類
金属類
ガラス・陶磁器類

・・・・・・・・・・・・・　　　　　

・・・・　　　  

・・・・・・・・・・・・　　　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　

・・・・・・・・・・・・・・・　　　　　

・・・・・・・・・・・・・・　　　　

紙類
汚泥
その他

CO2
エネルギー消費に伴う排出量

48,037t-CO2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

CO2
エネルギー消費に伴う排出量

37,477t-CO2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

CO2
エネルギー消費に伴う排出量

37,886t-CO2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

※1 本社ビルのみの排出量 （　）内はリサイクル率

開発・設計 工場生産 輸送

6,700t（100％）
500t（100％）
5,000t（100％）

2,000t（100％）

200t （100%）
2,500t（100%）
300t （100%）

●住宅のエネルギー消費　●生産時のCO2排出削減の取り組み　●輸送時のCO2排出削減の取り組み　●居住時のCO2排出削減の取り組み　●事務所で取り組むCO2排出削減の取り組み　　　　　　WEB関連項目
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当社は、環境保全活動を効果のあるものにするために、

住宅の開発・設計、工場生産、輸送、施工、居住、解体・処理のライフサイクルの各段階における環境負荷を、

グループ会社や協力会社と共同で把握しています。

マテリアルバランス（事業活動の環境負荷の把握）CSRマネジメントCSRマネジメントサステナブル・マネジメント



INPUT

OUTPUT

INPUT

OUTPUT

※工場生産について2009年度から集計項目の一部を見直しました。

■排出量（産業廃棄物など）の推移

2010 295,100

2009 254,000

2008 325,800

2007 343,400

（t）（年度）
開発・設計工場生産 施工 解体・処理

722.1

■排出量（一般廃棄物など）の推移

2010

2009

2008

2007

（t）（年度）

676.7

632.3

664.2

各データの算出について
報告対象範囲である2010年2月～2011年1
月の実績をもとに算出。CO2排出量=各エネ
ルギー消費量×(社)プレハブ建築協会採用の
CO2排出原単位。「施工時のエネルギーおよ
び解体時のエネルギー廃棄物」は、報告対象
期間外の実績を含みます。

開発・設計（営業・管理部門を含む）

●資材／OA紙類の購入量
●エネルギー／2010年度における事業所の光熱費
データから電気、ガス、ガソリンの消費量を算出

●廃棄物／本社ビル廃棄物実回収データおよび
全国32モデル事業所のサンプル調査に基づき
全社排出量を算出

工場生産

●資材／投入資源量=（各型式の単位面積当た
り資材使用量※2×2010年度の各型式の出荷
面積）+工場廃棄物総量

※2 戸建住宅実物件10棟の調査結果による自社工場・
　メーカー工場を含む

●エネルギーおよび廃棄物／2010年度におけ
る自社５工場の調査データ

輸送

●エネルギーの使用の合理化に関する法律の特
定荷主の算定方法に準拠（2010年度データ）

施工

●エネルギー／ガソリン消費量=総職人数※3×1
人当たりの年間平均実働日数※4×1人1日当た
りの消費量／電力消費量=1日当たりの仮設
電力使用量×1棟当たりの工期日数※5×出荷
棟数※6／軽油消費量=1棟当たりの重機使用
による消費量×出荷棟数※6

※3 2010年1月現在
※4 2009年度調査データ
※5 2010年8月～2011年1月調査データ
※6 2010年度調査データ
●廃棄物／新築、アフターメンテナンス、リフォー
ムの施工現場から回収された廃棄物の量

解体・処理

●エネルギー／（解体重機の燃料消費量+廃棄物
輸送トラックの燃料消費量+廃棄物処理、処分
場の燃料および電力消費量）×2010年度の解
体工事受注棟数

●廃棄物／解体工事1棟当たりの廃棄物量×2010
年度の解体受注棟数

各段階の環境保全コスト（投資・費用）と効果を示す環境会計データについてはWEBを参照ください。

受注する解体工事においては、在来木造住宅が
圧倒的に多いため、その解体廃棄物の調査結果
を掲載します。

資材
工場から納入

エネルギー 453,018GJ
電力
軽油
重油
灯油

12,644MWh
4,601kℓ
2,768kℓ
4,603kℓ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・         

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エネルギー 583,373GJ
電力
軽油
ガソリン

15,249MWh
1,392kℓ
11,172kℓ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・         

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

廃棄物 230,000t
木くず
金属くず
ガラス・陶磁器くず・土砂

石膏ボード
コンクリートガラ
混合

44,400t（96%）
4,800t（100%）

35,300t（0%）
7,000t（0%）

123,100t（57%）
15,400t（0%）

・・・・・・・・・・・・・・・　   

・・・・・・・・・・・・　   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・

・・・  　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

廃棄物 47,900t
木材
プラスチック類
金属類
窯業系材料
紙類
石膏ボード
その他

8,600t（100%）
10,200t（100%）
3,400t（100%）
8,200t（100%）
4,500t（100%）
10,200t（100%）
2,800t（100％）

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・  

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・・・・

CO2
エネルギー消費に伴う排出量

35,358t-CO2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

CO2
エネルギー消費に伴う排出量

35,823t-CO2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

（　）内はリサイクル率 （　）内はリサイクル率

施工 居住 解体・処理

　　　　●環境会計　●サイトレポート　●マテリアルバランス

居住時の環境負荷につい
ては、居住者の住まい方
に大きく依存し、当社が主
体的に取り組めない部分
であるため、当社のマテリ
アルバランスからは除外
していますが、その負荷削
減に向けた積極的な提案
を進めています。

P.35-37参照
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主な活動テーマ 2010年度目標

CSR推進体制と浸透

コンプライアンス・マネジメント

社会とのコミュニケーション

お客様満足の向上

安全・安心・快適な住まいづくり

コミュニティの形成と地域文化の継承

従業員とともに

協力工事店、取引先とともに

株主とともに

住文化向上・教育支援

地域社会への貢献

約束1 生活時及び生産時のCO2排出量削減を積極的に推進します

約束2 生態系ネットワークの復活を積極的に推進します

約束3 資源循環の取組みを徹底的に推進します

居住時CO2削減

事業活動、生産時のCO2削減

材料調達時の生態系への配慮

住宅の植栽を通じた生態系保全

教育活動

生産・施工時の資源循環

グリーン購入の推進
化学物質の管理
従業員による環境行動

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

△

△

○

△

○

○

○

○

○

○

○

△

×

○

△

○

○

○

△

○

○

○

△

△

△

△

×

×

△

○

○

△

○

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

CSR方針と体制

お客様
のために

従業員、取引先
のために

株主、地域社会
のために

その他

資源循環

生態系保全

CO2削減

Plan

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

戸建住宅太陽光発電システム契約1万棟

燃料電池「エネファーム」契約2400台

環境共生住宅800戸

「いえコロジー」セミナーをはじめとする省エネ生活普及教育活動を50回実施

工場生産（輸送含む）で出荷㎡あたりのCO2排出量を2006年度比で4.5%削減

事業所エネルギー削減計画の策定とその取り組みの開始

業務用車両の低燃費車割合85％

「フェアウッド」調達推進のため、Sランク木材の増加とCランク木材の削減

年間植栽本数100万本

生物多様性の大切さを伝える環境教育プログラム「Dr.フォレストからの手紙」の継続実施

「まちなみ参観日」での分譲販売物件すべてに「5本の樹」計画の樹種を植栽

「企業の森」など、森林保全活動の継続実施、他の地域での活動実施

工場生産時の廃棄物発生量2009年度比3％削減

生産・施工廃棄物のマテリアルリサイクル率88％

電子マニフェスト化率100％

新築施工現場の廃棄物を1200kg/棟に削減（下記目標に分散）

軽量鉄骨戸建（Ｂ型）の新築施工現場廃棄物　1200ｋｇ/棟（各型式ごとの目標値を各事業所で達成）

木造戸建（ＳＷ）の新築施工現場廃棄物　1500ｋｇ/棟（各型式ごとの目標値を各事業所で達成）

重量鉄骨（βシステム）の新築施工現場廃棄物　1200ｋｇ/棟（各型式ごとの目標値を各事業所で達成）

軽量鉄骨賃貸（ＳＨＭ）の新築施工現場廃棄物　1000ｋｇ/棟（各型式ごとの目標値を各事業所で達成）

「ICタグ」を使った新築施工現場廃棄物の回収・管理システムを2010年度中に全国で運用

解体ゼロエミッション達成をねらいとした、独自の中間処理業者の優良性評価システムの開発 

事務所におけるグリーン購入率90%

「ケミケア仕様」の普及促進

オフィスのCO2削減計画を含む事業所目標の見直し

職制別、各階層別集合研修等を継続し、CSR意識の向上を図る

事業所ごとの目標と実績を活用し、ＰＤＣＡサイクルを加速。取り組みレベルをさらに向上させる

各支店のマネジメント状況を検証。各種ツールの運用で、従業員全員のコンプライアンス意識を一層向上させる

人権擁護について、引き続き事業所の責任者がリーダーとなり、働きやすい自由闊達な職場風土をはぐくむ取り組みに注力する

工事進行基準の採用に基づく業務ルールの適正運用を重点テーマとして取り組む

サステナビリティレポートを活用した意見交換会などのステークホルダーとの対話機会を創出

創立５０周年の感謝の気持ちを胸に刻み、オーナー様とのコミュニケーションを強化、さらなるお客様満足向上を目指す

オーナー住宅買取再生事業「エバーループ」の理解・浸透を図り、資源の有効活用と住宅の長寿命化、既設住宅の取引市場の形成に貢献

環境に配慮した創エネ・省エネリフォームを積極的に推進。当社物件、一般物件とも一層の事業拡大を図る

「いつもいまが快適」をテーマに、あらゆる世代を通じて、誰もが使いやすい部材と住みやすい空間づくりの提案を推進

「納得工房」「住まいの夢工場」などの体験型学習施設を有効活用し、安全・安心・快適な住まいづくりをサポート

環境配慮型賃貸住宅「シャーメゾン グリーンファースト」の拡販に注力し、年間1000棟の受注、全体の20％を目指す

「まちなみ参観日」「隣人祭り」の開催地を増やし、地域住民によるコミュニティづくり、地域文化継承をサポート

「人材サステナビリティ」宣言に基づき、より一層「従業員が幸せを感じ、いきいきと仕事ができる企業集団」となるよう具体的施策を実行　

女性が成果を出しながら、いきいきと働き続けることができる環境の整備と意識改革による女性活躍のさらなる推進

社内諸制度の利用を促進し、多様な人材の活用を進める

労務管理コンプライアンスを徹底し、多様な働き方とワーク・ライフ・バランスを支援する

各事業所の安全衛生委員会の積極活用等により労働安全衛生を一層推進する

取引先との健全な関係を継続するため、グループ会社を含めて、「企業倫理要項」等のルールを徹底

中長期にわたる高い利益配分の実現と経営の健全性を維持するため、中期的な平均配当性向40%を確保

地域に開かれた企業として、自社の施設やノウハウを生かして、住文化の向上に注力

体験型学習施設などを利用した教育貢献活動をさらに充実させ、授業での講師派遣や職場体験の受け入れを拡大

社会貢献活動の情報発信、共有と内容のさらなる充実により全体的な取り組みレベルの底上げを図る

「積水ハウスマッチングプログラム」第5回は30団体へ1783万円を助成予定。社内外への広報活動を強化

社
会
性
目
標
と
実
績

環
境
目
標
と
実
績

2010年度報告の総括と次年度の目標

●社会性目標と実績　●環境目標と実績　WEB関連項目

開口部の断熱リフォーム面積 8万618㎡、高効率給湯器の設置棟数 4500棟、太陽光発電システム設置棟数 2000棟、
省エネバスリフォーム 4000セット

CSRマネジメントCSRマネジメントサステナブル・マネジメント

サステナブル社会の実現と
住宅の長寿命化

○ △ × 



52、65、

34Sekisui House Sustainability Report 2011

2010年度の活動内容 参照ページ 評価 2011年度目標

「企業行動指針」「企業倫理要項」を改定。また、e-ラーニングを活用し、従業員一人ひとりのＣＳＲ活動の実践につなげた

CSRへの取り組みの各分野における目標と実績を検証し、改善活動を推進することにより事業所ごとのレベル差を改善できた

全従業員から｢企業倫理要項｣等を遵守する旨の誓約書を取得。「ガバナンス意識調査」を実施し、マネジメントスタイル気付きのツールとして実践的に活用

事業所長が全従業員に対しヒューマンリレーション研修を実施。セクハラ・パワハラ相談窓口について全事業所に担当者を配置しスキルアップを図った

新しい業務ルールを適正に運用。2010年度にコンプライアンス上の大きな問題は発生しなかった

「ゼロエミッションセンター」「サステナブル デザイン ラボラトリー」などでサステナブルな暮らしについてのさまざまなコミュニケーションを実施

「Netオーナーズクラブきずな」は月2回のコンテンツ更新で情報の鮮度を向上。オーナー向け情報誌の定期発行とアンケートの実施、分析、改善

「エバーループ参観日」を73会場で開催し、新しい試みを周知。当社グループの連携を高め、買取り実績は累計147件（前年度比12件増）

リフォーム実績が増加。当社物件のリフォーム実績は543億円（前年度比14.3％増）、在来木造等の一般物件リフォーム等も含めると合計で914億円の実績

「第４回キッズデザイン賞」で１１項目を受賞し、多彩な取り組みが評価された。「サステナブル デザイン ラボラトリー」が優秀賞を受賞

来場者数が2009年度より大幅にアップ。「納得工房」4万4414人、「住まいの夢工場」11万6990人、「住まいの家学館」4万1450人

年2回開催の「まちなみ参観日」で戸建住宅109会場567棟、マンション25会場464戸を供給。「隣人祭り」を96回開催

従業員のやりがい、納得度を高めるべく、評価制度を一部改訂。企業理念に基づく活力あふれる組織風土がさらに強化されつつある

女性営業職で優秀な業績を挙げながら、結婚、出産、育児を経験した従業員が徐々に増加。女性管理職も増加し、グループで28人となった

女性育児休業取得者は81人から87人に、短時間勤務制度の利用者は105人から164人へ増加。また研修により、働き方の変革や業務改善による生産性の向上を促進

業務災害42件（前年度比3件増）、通勤災害12件（6件減）。メンタルヘルスを重要テーマとしたヒューマンリレーション研修を実施

全従業員対象に「下請法」に関する研修を実施。サプライヤーとの双方向コミュニケーションを重視した改善活動を継続

50周年記念配当を実施し、通期の１株当たり配当金は21円となった。株主優待制度として引き続き、株主優待ポイント制度および贈呈制度を実施

「すまい塾」1525人受講。「Webすまい塾」申込466件、産学連携と大学間の交流を図る「地球にやさしい住生活デザインコンペティション」は全国63大学から267作品の応募があった

学生の見学者数：「納得工房」「住まいの夢工場」「住まいの家学館」で計6539人。「新・里山」での小学生・幼稚園児の農作業体験を実施。「いえコロジー」セミナーなど3プログラムを継続実施

こども基金が「第４回キッズデザイン賞」受賞。第5回は30団体へ1783万円助成。第6回は141プログラムが応募

集合研修を継続し、CSR意識の向上を図る

引き続き事業所ごとの取り組みレベルをさらに向上させる

各種ツールの運用で、従業員全員のコンプライアンス意識を一層向上させる

引き続き、事業所責任者の率先垂範による自由闊達な職場風土づくりに注力

「内部統制システム」の運用徹底、リスクマネジメントの強化に引き続き取り組む

オーナー様とのコミュニケーションを強化、さらなるお客様満足向上を目指す

「エバーループ」の理解・浸透を図り、既設住宅の取引市場の形成に貢献

一層の事業拡大と環境に配慮した創エネ・省エネリフォームを積極的に推進

誰もが使いやすく心地よい「スマートUD」の住まいづくりを推進

体験型学習施設を有効活用し、安全・安心・快適な住まいづくりをサポート

「まちなみ参観日」「隣人祭り」の開催地を増やし、コミュニティづくり、地域文化継承をサポート

労務管理コンプライアンスを徹底し、多様な働き方とワーク・ライフ・バランスを支援する

各事業所の安全衛生委員会の積極活用等により労働安全衛生を一層推進する

取引先との健全な関係を継続するため、「企業倫理要項」等のルールを徹底

地域に開かれた企業として、自社の施設やノウハウを生かして、住文化の向上に注力

教育貢献活動をさらに充実させ、講師派遣や職場体験の受け入れを拡大

情報発信共有と内容の充実により全体的な取り組みレベルの底上げを図る

第6回は、29団体に1566万円を助成。従業員の活動理解と参加を促進

太陽光発電システム搭載 ・戸建住宅 1万2000棟契約目標

燃料電池3500台契約目標

700戸

省エネ生活普及教育活動を80回実施

生産及び輸送に関わる出荷㎡当たりのCO2排出量をそれぞれ2010年度比で3%削減

入れ替え車両は随時低燃費車にシフト

「木材調達ガイドライン」の改訂  ●森林認証制度のCoC認証取得

年間植栽本数100万本

地域事業所との連携強化で継続実施

「まちなみ参観日」販売物件で植栽を継続実施

網で区画を細分化し、食害を防ぐ「パッチ植栽」を継続実施

出荷面積当たりの工場生産時の2010年度比3.0%

生産・施工廃棄物のマテリアルリサイクル率90％

電子マニフェストの運用を維持しつつ、今後も適正処理に努める

軽量鉄骨戸建（B型）1200kg/棟

木造戸建（SW）1500kg/棟

重量鉄骨（βシステム）1200kg/棟

軽量鉄骨賃貸（SHM）1000kg/棟

データの精緻化により削減施策の実効性を判定。削減活動を加速

評価システムのレベルを向上し、効率改善を図る

事業所購買担当者との勉強会を実施するなどし、グリーン購入率のアップを図る

商品レベルでの標準化など、さらなる普及促進に取り組む

「事業活動、生産時のCO2削減」と合わせて取り組む
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年2回開催の分譲住宅フェア「まちなみ参観日」を中心に推進し、687戸で環境共生住宅の認定を取得

「いえコロジー」セミナーをはじめとする省エネ生活の普及を目的とした出張授業、セミナー等を73回実施

全事業所のエネルギー消費量把握を精緻化するとともに、社員意識の向上に努めた

業務車両のカーシェアリングによる保有車両の削減と低燃費車への切り替えにより、低燃費車割合を90.4％へ向上

違法伐採リスクが低いエリアからの調達や木廃材活用の推進などにより、Sランク木材の調達割合　40%⇒56%、Cランク木材の調達割合　22%⇒6%

「５本の樹」計画によるエクステリア事業推進の効果もあり、年間植栽本数は91万本に増大（2009年度は71万本）

出張授業（15校約920人）実施。120人以上の方を対象に教職員向けの研修（4回）、オーナー様、一般向けのイベントを実施

春と秋に開催の「まちなみ参観日」販売物件すべてに、「5本の樹」計画樹種を植栽

和歌山「企業の森」活動を3月、10月の2回実施

マテリアルリサイクル率84.4%（2009年度は82.8％）

電子マニフェスト化率71.7%（2009年度は9.6％） 

「ＩＣタグ」を活用した「次世代型ゼロエミッションシステム」を全国で導入 

一部の中間処理業者の施設や管理状況を調査し、評価を実施

グリーン購入率88.7%（2009年度は72％）

長期優良住宅先導事業を中心に実物件での展開が進み、2010年度には135棟の実績

事業所取り組み目標の見直しを進めたが、具体的な目標設定には至らなかった
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「シャーメゾン グリーンファースト」の拡販に注力し、全体の25％を目指す

より一層「従業員が幸せを感じ、いきいきと仕事ができる企業集団」
となるよう職務面談、評価制度の改訂等の施策を実行
女性が成果を出しながら、いきいきと働き続けることができる
環境の整備と意識改革推進
社内諸制度の利用促進と、多様な人材活用を進め、
障がい者の採用は喫緊の課題として取り組む

中期的な平均配当性向40%を確保。2011年度は、第2四半期末
配当10円、期末配当10円の通期20円を予定

職群転換制度により5人が職群転換。退職者復職登録制度については、2人が復職。人材公募制度では4案件に239人が応募、23人が
異動。障がい者雇用率は適用除外率の変更により1.66％となった

環境配慮型賃貸住宅「シャーメゾン グリーンファースト」の受注実績は業界最多の890棟。一括借上・管理室数47万2570室、入居率95.0％
入居者向け総合サービス「MASTクラブ」会員は約44万6000人

ボランティア延べ5539件実施、延べ1万8502人参加。従業員からの災害義援金など551万円。チャリティイベントなどの寄付金額474万円
SELP製品をノベルティとして2万9414個採用。障害者週間行事を行政、経済団体、ＮＰＯ、他企業と共催

開口部の断熱リフォーム面積 10万4400㎡、高効率給湯器の設置棟数 4800棟、
太陽光発電システム設置棟数 2900棟、省エネバスリフォーム 4850セット

夏季ピーク電力15％カット

住宅エコポイントなどを活用し、省エネリフォームの重点項目として推進を図り、開口部の断熱リフォーム面積 7万4344㎡、
高効率給湯器の設置棟数 3691棟、太陽光発電システム設置棟数 1634棟、省エネバスリフォーム 3217セットを達成 

生産では乾燥炉の保温強化を図るとともに、照明の効率的な利用やエネルギー消費機器を高効率機器へ更新する等により、
順調に削減できたが、輸送における削減が進まず、2006年度比2.4%の削減にとどまった

排出物量全体の約78％を占める木くず・金属くず・汚泥は削減できたが、オリジナルコンクリート外壁の
増産に伴いコンクリートくずの排出量が増えたため、全体では2009年度比2.6%の削減にとどまった

見学会、フォーラム等の開催継続とサステナビリティレポートを
活用したステークホルダーとの対話機会創出

目標と実績の詳細はWEBに開示しています。

経営戦略の柱の一つに位置付け、各種助成制度の活用や様々な販促ツールの開発・導入、
研修による周知など、トップから担当者までが一丸となって普及促進に取り組んだ

石膏ボードの歩留まり向上等による発生量削減を進めたが、
どの型式も大幅な削減とはならなかった。「ICタグ」導入による
実態把握の精緻化と合わせ、削減策の検討・実施を進める

軽量鉄骨戸建（B型）1281kg/棟

木造戸建（SW）1717kg/棟

重量鉄骨（βシステム）1366kg/棟

軽量鉄骨賃貸（SHM）1134kg/棟

太陽光発電システム搭載 ・戸建住宅1万931棟契約 ・賃貸住宅890棟契約

燃料電池2974台契約

【自己評価の基準について】　○ ○ ・・・目標を達成　△ △ ・・・達成できなかったが目標に近づいた　× × ・・・目標に向けた改善ができなかった



地球温暖化の原因の一つとされるＣＯ２の排出量のうち、日本では家庭部門からの排出量が約14％を占める（2009年度）とされ

ています。当社はリーディングカンパニーとしての社会的責任において、一般家庭からの大幅なＣＯ２排出量削減を、環境配慮型

住宅「グリーンファースト」で実現。住まい手に無理な負担を強いることなく、快適に暮らしながら改善できることをお客様にお

伝えし、価値観を共有。戸建住宅において２０１０年度実績で１９９０年比４９.4％のＣＯ２排出量削減を実現しました。

快適で、経済的で、ＣＯ２が削減できる暮らし。
「グリーンファースト」効果が広がっています

1
実践報告

地球温暖化の防止

　日本のＣＯ２排出量は、比較的削減が進んでいる産業部門に比

べ、家庭部門では２００９年度時点で１９９０年比２６.９％も増加

しています。産業部門でのＣＯ２排出量削減には限界があるため、一

般家庭などの民生部門で、冷暖房、給湯、照明、家電製品などの改

善による一層の削減が急務となります。

　当社はこうした事態の改善を図るため、次世代省エネルギー基

準をクリアする高い断熱性能と、太陽光発電システムまたは燃料電

池、高効率給湯器を組み合わせて提案。居住時のＣＯ２を５０％以

上削減する環境配慮型の戸建住宅「グリーンファースト」、太陽光発

電システムと燃料電池の両方の採用でＣＯ２１００％削減も可能な

「グリーンファースト プレミアム」の普及に努め、太陽光発電システム

搭載住宅１万９３１棟、燃料電池２９７４台、２０１０年度実績で販

売目標を上回る「グリーンファースト」比率７０.6％を達成。ＣＯ２削

減に貢献しています。

「グリーンファースト」推進強化で、
戸建住宅の創エネ設備設置率７０．6％を達成。
太陽光発電システム、燃料電池共に　　　　　　　　　
販売実績が業界最多に 　これまで年間新設住宅着工戸数の約４割を占めながらも、太陽

光発電システムの普及が進んでいなかった賃貸住宅ですが、当社は

業界他社に先駆けて環境配慮型賃貸住宅を推進。高効率給湯器や

オール電化の推進にとどまらず、建物の高断熱化と太陽光発電シス

テムの採用で、快適性と経済性、環境配慮が実現する「シャーメゾ

ン グリーンファースト」の普及に努めています。

　入居者にとっては、太陽光発電による節電効果と余剰電力を電力

会社に売電できるため、光熱費の負担が少なくなるので好評です。

オーナー様にとっては、光熱費の抑制とエコな暮らしができる賃貸

住宅として、物件の競争力アップによる経営上のメリットになりま

す。２０１０年度実績は前年度３７１棟を大きく超え８９０棟、搭載

率１９.０％を達成しました。

「シャーメゾン グリーンファースト」の推進で
賃貸住宅でも、
太陽光発電システム設置率が１９.０％に向上　

新築戸建分野で、
「グリーンファースト」比率が７割以上に

新築戸建住宅・賃貸住宅に占める
「グリーンファースト」比率（創エネ設備設置率）

　当社は一定以上の断熱・省エネ性能を備えた住まいを対象にした
「住宅エコポイント制度」を、補助金申請のサポートも含め積極的にお
客様におすすめしました。その結果、２０１０年度の利用率は下期で
は戸建請負住宅で８８％、集合（共同）住宅で８６％に達しています。

当社戸建住宅の８８％が住宅エコポイントを利用

CO2削減量
（t-CO2）
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10,000

0

37,468t ≒ 杉の木267万本分 ※当社計算値・CO2排出量の基準値は、電力原単位や
　1世帯当たり排出量基準が経年により変動します。

住宅販売事業の推進と、CO2排出量削減の両立

２０１１年はＣＯ２
排出量５２％削減
を目指す

先進の創エネ・省エ
ネ技術を駆使し、生
活時のＣＯ２排出量
をさらに削減

2007年007年

23,379

28.9%

2008年2008年

24,241

33.3%

2009年2009年

28,179

43.7%

2011年
（目標）
2011年

52.0%

45,843

生活時及び生産時の
CO2排出量削減を
積極的に推進します

2010年2010年

49.4%

37,468

70.6％

19.０％戸建住宅 賃貸住宅
「シャーメゾン」

いずれも2010年度実績で業界最多
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　転勤に伴い賃貸住宅を探していたところ、積水ハウスの環境配慮

型の賃貸住宅があることを知りました。妻が以前、不動産関係の

仕事に携わっていて、エコを意識した賃貸住宅の予備知識があった

ので、太陽光発電システムの設置で各住戸が余剰電力を売電できる

システムも少しは知っていました。しかし、入居を検討する際に説明

を受けた電力会社への売電データを見ると、オール電化仕様の場

合、ガス代が丸ごと浮く上に、深夜電力の使用で電気代もかなり安く

なるのは大きなメリットだと感じました。以前は戸建住宅を建てて

住んでいたのですが、こちらの物件を参考にしてから建てればよかったと思うくらいです。

　家賃は当初予定していた予算より１万円アップしましたが、トータルで考えたら安いと思い

ました。もちろん、光熱費だけで入居を決めたわけではありません。ウッドデッキとつながっ

た開放的なリビングやペット対応の壁や床、吹き抜けのあるステージリビングなど、賃貸住宅

の域を超えた分譲住宅並みの設備も気に入っています。ここに住んで約１年半になります

が、かかった光熱費のここ１年間の平均は毎月わずか３７００円ほど。普段の生活でもモニ

ターを見ると使用している電化製品が何ワット消費しているのか目に見えてわかるので節電

を心掛けるようにもなりました。

　私たちは、長年ガスを使い慣れた両親との同居だっ

たので、オール電化ではなくガス併用タイプの「グリー

ンファースト プレミアム」にしました。暮らし始めたの

は、春とはいえまだ寒いころでしたが、想像以上の心

地よさを実感しました。朝、床暖房のタイマーをセッ

トした１階に下りていくと、それだけで足元と部屋の

空気が暖かい。大きな吹き抜けもあるのに、部屋の暖

房をほとんどつけなくても快適に過ごせました。

　光熱費は太陽光発電と燃料電池のダブル発電で経

済的と聞いていましたが、こまめにスイッチを切った

りしなくてもマンションでの生活時代とコストが変わらないのは驚きでした。

　今すぐ地球環境に大きな変化が生じることはないと思いますが、それでもオゾンホール発生の報道などがあ

ると心配になります。今回の住まいづくりを通じて、ＣＯ２排出量の課題や環境問題についての意識が高まりま

した。「グリーンファースト プレミアム」は、特別なことをしなくてもそのままで十分エコなのがいいですね。私たち

が建てたこの住まいが、次の世代のために役立っていることを、とてもうれしく思います。

「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック２０１０」
特別賞、優秀企業賞 受賞

省エネルギー性能、先進性などが評価される同賞で「シャーメゾン エコスタイル クロス
ソーラー」が特別賞を受賞。同時に３年連続の特別表彰（優秀企業賞）も受賞しました。

売電もできてＣＯ２削減に貢献。　　　　
賃貸住宅に対する意識が変わりました

賃貸住宅
実例

以前より快適なのに、光熱費がかからない
普段のままが「エコライフ」になっています

戸建住宅
実例

受賞

●「エコ・ファースト企業」として　●住宅のエネルギー消費　●居住時のCO2排出削減の取り組みWEB関連項目

快適な吹き抜けリビング。光熱
費は想像以上に低コストです 毎日、発電量などをCO２モニター

で確認（平成20年度 住宅・建築
物省CO２推進モデル事業の一環）

「私たちも地球温暖化防止に貢献して
いる実感がわきます」とＯ様

79.5m2／3LDK、テラスハウス型
式。１世帯当たり２.２kＷの太陽光発
電システムを搭載しています

家庭用燃料電池

太陽光発電システムを5.2kＷ搭載

「シャーメゾン グリーンファースト」 
Ｏ様ご一家（埼玉県）にお住まいの

太陽光発電システム搭載の

「グリーンファースト プレミアム」 
Ｎ様ご一家（東京都）にお住まいの

太陽光発電システム+燃料電池

高断熱仕様で快適なリビング

詳しくはWEBへ

詳しくはWEBへ

O様 直近１年間の光熱費
15,000

円
10,000

5,000

0

-5,000

-10,000
2010年 2011年
3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

電気料金【支払】　　余剰売電（入金）　　光熱費収支

実質光熱費 月平均3,750円
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地球温暖化の防止1実践報告

リフォームでも、分譲マンションでも、
「快適な暮らしでＣＯ２削減」が進んでいます

　約７０万戸の当社既築住宅には、グループ会社である積水ハウスリ

フォーム㈱が、快適性・経済性・環境配慮を目指した創エネ・省エネリ

フォーム工事を実施しています。

　２０１０年度は、３月からスタートした住宅エコポイント制度により、

さらに創エネ・省エネリフォーム工事への関心が高まる中、積水ハウス

リフォーム㈱独自の「Ｗエコポイント制度※」との相乗効果で、さらに取

り組みが進みました。特に、太陽光発電システムの設置、開口部断熱リ

フォームの採用が増え、高効率給湯器、省エネバスへの交換と合わせ

て、既築住宅からのＣＯ２年間排出量を４８０３ｔ削減（前年度比約１.５

倍）することができました。

グループ会社でも
創エネ・省エネリフォームを推進

■太陽光発電システム
2008 68棟6
2009 718棟
2010 1,634棟
2011 2,900棟（目標）2

瓦一体型システムは
近隣の方々にも好評です

　太陽光発電システムに関心をお持ちのオーナー様へ、国や当社の補助金
制度、電力会社の余剰電力買取制度などの経済性について詳しくご説明す
ることでご理解をいただいています。「瓦一体型なので、まちなみの景観を
乱さない」と近隣の方々にも好評で、次々に設置される方が増えています。

●循環型社会の形成につながるリフォーム事業　●居住時のCO2排出削減の取り組み　●生産時のCO2排出削減の取り組み　●輸送時のCO2排出削減の取り組み　　　　　　　WEB関連項目

「グランドメゾン自由が丘テラス」 （全１０２戸：名古屋市） 「グランドメゾン高宮」 （全２９戸：福岡市） 

　ＣＯ２排出量削減や省エネに貢献する太陽光発電システム、ＬＥＤ照明

をはじめとする最新設備を採用。建物向かいの茶屋ヶ坂公園の自然との

調和にも配慮し、人と自然が共生できる快適な環境を提供しています。

瓦一体型太陽光発電システムが
既築住宅のＣＯ２削減を後押しリフォーム

実例

　屋根瓦と一体化し、

周辺のまちなみにも

美しく調和する当社

オリジナルの太陽光

発電システムは、その

高いＣＯ２削減効果と

経済性により、当社住

宅のリフォーム工事において採用例が大幅に増えています。

　当社が手掛けた四国最大規模の分譲地「グリーンヒルズ湯の山」（松

山市／１９８６年分譲開始）でも、瓦一体型太陽光発電システムを設置

するリフォームが「美しいまちなみを保ちながら、快適で経済的に暮ら

せる」と好評で、採用実績が向上しています。

分譲マンションでも「グリーンファースト」の取り組みを推進
マンション

実例

積水ハウスリフォーム㈱ 愛媛営業所長  

金田 徳光

担当者の声

太陽光発電システムに加え、
長寿命のＬＥＤ照明を導入。 
公園とつながる生態系にも配慮

　太陽光発電システムや高効率給湯器、省エネバスなどの先進機器

の採用で、ＣＯ２排出量を大幅に削減。風と光を生かすプランニング

が特徴で、既存樹木の保存・移植や地元産の自然石の石積みで、周

辺のまちなみとの調和を図ります。

太陽光発電、高効率給湯器、
省エネバスなどの先進機器も。 
既存樹木を生かしたプランニング

※上限を１５万ポイントとして住宅エコポイントと同額を上乗せ。
　（住宅エコポイント受付終了と同時に終了）

■開口部断熱工事
2008 33,480m2

2009 36,288m2

2010 74,344m2
2011 104,400m2（目標）

■リフォームによるCO2削減量実績

7,543t-CO2／年（目標）2011
４,８０３t-CO2／年2010

３,１６８t-CO2／年2009
１,７１２t-CO2／年2008

まちなみに配慮した瓦一体型太陽光発電システム

快適で経済的だから、
満足しています

　省エネになり、売電による経済的なメリットが見込めたので設置しま
した。設置後は環境に対する意識が一層高まり、二人で毎日発電量や
消費電力量をチェック。ご近所の方とも情報交換しています。

お客様の声

　「まちの財産」となる環境と調和した住まいづくりを進める分譲マンション「グランドメゾン」においても、快適性・経済
性・環境配慮を実現する「グリーンファースト」の取り組みを推進しています。

中部地区初の（財）建築環境・省エネルギー機構の「環境共生住宅団地」認定分譲マン
ション。「省エネルギー型」「地域適合・環境調和型」の区分で認定を取得しています。

※完成予想

（年度）

（年度）

（年度）

S様ご夫妻 （愛媛県）
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自社内で推進する
CO２削減の取り組み

　当社は住宅部材の生産部門でもＣＯ２排出量削減の取り組みを進めており、

地球温暖化防止のための国民運動「チャレンジ２５キャンペーン」の趣旨に沿っ

て単位面積当たりのエネルギー使用量原単位の改善に取り組んでいます。

　２０１０年度は、生産部門では工場乾燥炉の熱損失の低減に取り組み、乾燥炉

の保温強化を図るとともに、ＬＥＤ化を視野に入れ、工場内の照明については、水

銀灯による全体照明から蛍光灯による手元照明への切り替えを重点的に推進。

また、燃料として使用する石油（灯油）やＬＰＧをＬＮＧ（液化天然石油ガス）に切

り替えることにより、燃焼時のＣＯ２や窒素酸化物（ＮＯｘ）、硫黄酸化物（ＳＯｘ）

の排出量を低減する取り組みや、ボイラー、コンプレッサー、トランスなどのエネ

ルギー消費機器のインバーター化、高効率機器への更新を継続実施しました。

　輸送部門については、２０１１年１月、静岡工場（静岡県掛川市）で生産してい

る５０周年記念商品「ビー・サイエ」などの主要な部分を占める鉄骨軸組の輸送

において、トラックから環境負荷の低い鉄道へのモーダルシフトの運用を開始。

年間７２０棟分の部材輸送を鉄道にモーダルシフトすることで、従来のトラック

輸送と比較してＣＯ２排出量を年間約１６２ｔ削減し、環境負荷を低減すること

ができます。

　この取り組みは、センコー㈱、日本貨物鉄道㈱と連携したものです。グリーン物

流パートナーシップ会議とＮＥＤＯ（新エネルギー・産業技術総合開発機構）が

行う「平成２２年度 グリーン物流パートナーシップ普及事業」に採択され、コンテ

ナの一部は、その補助を受けて購入しています。

　　　　●事務所で取り組むCO2排出削減の取り組み

生産・輸送部門も、積極的に
ＣＯ２削減の取り組みを推進しています

　当社を含む4社※は、２０１０年３月、新梅田シティ 梅田スカイビル（当社本社所

在:大阪市）において排出するＣＯ2の２５％削減に向けた実証事業を行う「平成

21年度チャレンジ２５地域づくり事業（環境省）」（以下、「チャレンジ25地域づく

り事業」）に採択されました。大阪府を含む全国６自治体の事業が選定される中、

新梅田シティが大阪府の事業の一つとして選ばれたものです。これにより、冷房

システムの一部の「氷蓄熱システム」への変更、太陽光発電システムの設置等によ

り、約14％の既削減分に加え、新たに約７.９％の削減を目指す取り組みを実施。

２０１１年２月には本事業対象となるすべての機器が稼働しました。また、ビル内

３カ所に省CO2取り組みをわかりやすく説明するモニターを設置し、オフィス

ワーカーにＣＯ2排出量削減を啓発する活動へつなげています。

　当社は「チャレンジ２５地域づくり事業」の経験を生かし、地球温暖化防止の観

点から、また改正省エネ法への対応を進めるため、工場・事業所等自社内で使用

するエネルギーの削減に取り組んでいます。

新梅田シティが「平成21年度チャレンジ２５地域づくり事業」に
採択され、ＣＯ2排出量削減の実証事業に取り組んでいます

※積水ハウス㈱、NREG東芝不動産㈱、ダイハツディーゼル梅田シティ㈱、㈱テェルウィンコーポレーションの
　4社。このうち、当社の共有持分比率は約47％。

水銀灯による全体照明を、蛍光灯の手元照明に

変更前 変更後

効率的な冷房システムなどでＣＯ２排出量の削減を進めている新梅田シティ

オフィスワーカーが
取り組みを確認でき
るモニター

オリジナルの長尺コンテナによる鉄道輸送は業界初。啓発活動の一環
として積水ハウスのロゴをプリントしています（静岡－山口工場間）

トラックから鉄道への
コンテナの積み替え作業
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　これまでに２００万戸を超える住まいを供給してきた当社は、大

量の生物由来の原料を使用していることを認識した上で、早くから

生物の多様性に及ぼす影響を専門家や環境NGOとともに分析。国

内外の多くのサプライヤーに働きかけて協力を求めています。

　木材に関しては、サプライヤーとともに違法伐採の防止に配慮して

調達。また、住宅地の庭や街路などの造園緑化を通じて周辺環境に

対して影響を及ぼしていることを認識し、調達する庭木の生産者に

対しても、市場流通の少なかった自生種・在来種の積極的な生産を

依頼するなど、サプライヤーへの働きかけを大切にしています。

国内外のサプライヤーへの
波及効果を重視しました

「持続可能性」を支えるものと位置付け、
２００１年から地道に取り組みを重ねてきました

　サステナブル社会の実現は、生態系本来のバランスを基本にし

ています。まだ生物多様性という言葉が一般的に浸透していない２

００１年から、当社はそれまでの景観重視の庭づくりに、新たに生態

系保全の視点を加えて「５本の樹」計画をスタートさせました。庭は、

住まいの中の小さな自然です。「３本は鳥のために、２本は蝶のため

に」というメッセージとともに、その地に生息する生き物が好む自生

種、在来種の樹木にこだわった庭づくりを通じて、地域の生態系ネッ

トワークの回復に努めてきました。「５本の樹」計画では累計約７１６

万本を植樹。１０年前から実行・継続してきた独自の生物多様性ガイ

ドラインであると自負しています。

2010年10月には、生物多様性条約第１０回締約国会議（COP10）に合わせて開催
された国際的な展示会「生物多様性交流フェア」に出展し、当社の取り組みを紹介
しました。自社ブース以外にも「ビジネスと生物多様性イニシアティブ」や省庁の
ブースで代表的な企業の実践事例として紹介されるなど、多くの人々にこれまでの
取り組みを認識していただく機会を得ることができました。

ＣＯＰ10 「生物多様性交流フェア」に出展

「木材調達ガイドライン」の制定（2007年） 「５本の樹」計画の推進（2001年～）

大量の木材消費業者として 最大規模の造園業者として

足立 直樹氏

　昨年はCOP10開催ということもあり生物多様性に関する取り組
みを急に始めた企業も多いようですが、積水ハウスは10年も前から
「5本の樹」計画を推進し、また「木材調達ガイドライン」も4年前に
制定するなど、生物多様性の重要性に早くから気づき、本業の住宅
事業の中で軸のぶれない取り組みをしていることを高く評価したい
と思います。そして、「5本の樹」計画を推進する住宅地では生き物の
種類が増加したことが確認され、木材を供給するサプライヤーでも
調達ランクが上昇するなど、いずれも具体的な成果を着実にあげて
いることが素晴らしいと思います。
　今後は既存の活動を徹底することに加
え、さらに新しい活動を展開することを期
待しています。

本業の住宅事業で、軸のぶれない
取り組みを継続している企業力を評価

私たちの豊かな暮らしは、生物多様性の恵みに基づく資源や生態系のもたらすサービスに支えられて成り立っています。大量の資材

を利用し、自然環境に対して直接的に影響を及ぼす事業活動を伴う企業であるからこそ、長期的な視野に立って生物多様性と生態

系の保全に注力してきました。国連「国際森林年」にあたる2011年においても、引き続き取り組みのレベルを高めていきます。

住宅産業が環境・生物に及ぼす影響力を直視し、
本業を通じた保全活動を重ねてきました

2
実践報告

生物多様性の保全

株式会社レスポンスアビリティ 
代表取締役 理学博士
企業による生物多様性の保全やＣＳＲ調達についてのコン
サルティングを通じて持続可能な社会に貢献する企業の
活動を支援している。環境省の生物多様性企業活動ガイ
ドライン検討会の委員も務める。

本社所在地、新梅田シティ（大阪市）に約
8000㎡の緑地「新・里山」をつくり、地域の自
生種・在来種を中心に植栽。都会の中であっ
ても、さまざまな生き物がかかわりを持ちな
がら共生し、都市環境と自然が融合する場と
して成熟していくことを目指しています。

生態系ネットワークの
復活を積極的に
推進します
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　国内の森林経営の健全化や、木材輸送に起因するCO2排出量の削

減を考慮し、当社は国産材を活用した合板の積極的な導入をはじ

め、国産広葉樹を内装部材に加工するなど、活用の幅を広げてきまし

た。こうした取り組みの成果もあり、当社の木材使用量全体に占める

国産材の比率は、前年比4ポイントアップの19%と増加しています。

　現在も続く違法伐採や大規模開発、焼畑農業、人為的な森林火

災などで、１年間に１３００万ｈａもの森林が消失しています。深刻

化する自然生態系や生活基盤の破壊を止め、健全な調達による木

材利用を可能にするため、当社は社会的に公正な「フェアウッド※」

の調達に取り組んでいます。

　２００７年に策定した「木材調達ガイドライン」１０の指針に基づ

いて、調達する木材を評価。その合計点で四つ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）の調達

ランクに分類します。こうした当社の木材評価手法は、サプライヤー

にとっても自社の調達レベル向上のための参考指標として活用さ

れ、導入予定木材の評価を依頼されるケースも増えてきました。こう

したサプライヤーと一体となった調達レベルの改善の結果、最高評

価のSランクの木材も順調に比率を高めています。

サプライヤー実態調査から始めて策定した
独自の「木材調達ガイドライン」

環境ＮＧＯと協働、国内外サプライヤーと緊密に連携。
資源戦略と社会的責任の両立を図っています

「木材調達ガイドライン」の策定・運用は国際ＮＧＯと連携して、制定・
運用プロセスでも客観性、透明性を担保してきました。

国際環境ＮＧＯ※との協働

違法伐採の可能性が低い地域から産出された木材
貴重な生態系が形成されている地域以外から産出された木材
地域の生態系を大きく破壊する、天然林の大伐採が行われている
地域以外から産出された木材
絶滅が危惧されている樹種以外の木材
消費地との距離がより近い地域から産出された木材
木材に関する紛争や対立がある地域以外から産出された木材
森林の回復速度を超えない計画的な伐採が行われている地域から
産出された木材
国産木材
自然生態系の保全や創出につながるような方法により植林された木材
木廃材を原料とした木質建材

以下の木材を積極的に調達していきます。

～指針の合計点で調達ランクを決定

合計点（最大43点）

34点以上

26点以上、34点未満

17点以上、26点未満

17点未満

S
A
B
C

調達ランク 各調達指針の合計点で評価対
象の木材調達レベルを高いも
のから順にS、A、B、Cの四つに
分類。10の指針の中で特に重
視している　　　に関しては、
ボーダーラインを設定。

「木材調達ガイドライン」10の指針を策定

調達レベルの評価 

1

1 4

2

3

4

5

6

7

8

9

10

当社独自の「木材調達ガイドライン」に基づき、
社会的に公正で環境に配慮した「フェアウッ
ド」調達推進の取り組みが高く評価され、環境
価値創造部門の最優秀賞に該当する環境価
値創造パール大賞を受賞しました。

第8回日本環境経営大賞
環境価値創造パール大賞を受賞

森林経営の健全化を図り、国産材を積極活用

●「エコ・ファースト企業」として　●原材料調達時の配慮　●生態系保全の取り組み　●化学物質の管理WEB関連項目

　「木材調達ガイドライン」や「フェアウッド」については、従業員が

その意味を十分理解しておく必要があります。木造住宅「シャー

ウッド」の営業職を中心に受講する「シャーウッドアカデミー」で啓

発活動を推進。これまで１１０３人が受講しました。

「シャーウッド住宅」担当者への社内啓発を推進

2006年～

木質建材を納入する主要サプライヤー約60社を対象とした説明会の
開催や、各サプライヤーへの調査を毎年継続して実施。納入木材につ
いてのアドバイスや個別指導を重ねることで、調達レベルの向上を
図ってきました。
また、ここ数年のサプライヤー各社の調達レベル向上を踏まえ、2011年
度は、各ガイドライン項目のこれまでの配点を見直して、より持続可能
性の高い木材の調達を実現していくことを予定しています。また、自社
の集成材加工工場において認証取得に向けた活動を開始します。

サプライヤーへの説明会と調査継続・改善（ＰＤＣＡ）
2007年～

2007年

※伐採地の森林環境や地域社会に配慮した木材。
　㈶地球・人間環境フォーラムと国際環境ＮＧＯ FoE Japanが提唱しています。

（2010年3月 日本環境経営大賞表彰委員会主催）

木材調達実績

2006

2009

2010

■伐採地域別割合 ■調達ランクの推移

（年度） （％）

アジア※1
21％

南洋※2
12％

欧州
23％

約30.8
万m3
約30.8
万m3

北洋※3
6％

北米
17％

その他※4
21％

※1 アジア：国産材含む　
※2 南洋：インドネシア、マレーシアなど
※3 北洋：ロシアなど
※4 その他：南米、アフリカ、木廃材を含む

Sランク Aランク
Bランク Cランク

30 23 9 38

40 32 6 22

56 31 8 5

※ FoE  Japan： Friends of the Earth Internationalの日本におけるメンバー団体。
　地球規模での環境問題に取り組んでいる。

受賞
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A地域

B地域

C地域

D地域

E地域

　「５本の樹」計画は、日本の原風景ともいえる「里山」がお手本です。

人が自然に全く手を付けないことで環境を保護するアプローチもあ

りますが、国土の狭い日本では、田や畑、小川や雑木林といった身近

な自然といえる「里山」のように、人が手を入れて適切に管理すること

で、多様な生き物が豊かな生命をはぐくみ、人もまた季節の恵みを享

受できる空間を生み出すことができます。当社は、この仕組みを庭づ

くりや庭の手入れにも生かし、各地の気候風土に適した自生種・在来

種を中心に植栽。野鳥や蝶など多くの生き物が庭を訪れ、生態系保

全につながり、住まい手も自然の豊かさを楽しむことができる「５本

の樹」計画を2001年から進めてきました。

　環境ＮＧＯからの助言も受けながら、全国規模で展開すると同時

に、社員や取引先を対象にした啓発活動にも力を入れています。樹

木医の資格を持つ社員などが講師となり、勉強会や見学会を実施。

知識の向上を図っています。

当社樹木医や環境ＮＧＯと、地域の自生種・
在来種を選び、生物共存型の緑を創出

「５本の樹」計画の植栽例

生産者と連携・推進してきた「５本の樹」計画の１0年

生物多様性の保全2実践報告

日本を五つの植栽域に分け、１２０種以上の自生種・在来種を用意

　「５本の樹」計画の効果を検証するため、当社は専門家との協働で

２００８年９月から「いきもの調査」を実施しています。これは「５本の

樹」計画のまちづくりの前後で、生き物の数を調査し、周辺環境との

違いや、経年による変化を記録し、その効果を検証するものです。

　調査には住民の

方々も参加し、これま

でに夏と冬の年２回、

仙台、宮崎など５カ所

６分譲地で実施。植え

た樹木の成長に伴い、

生き物が次第に増え

ていきました。

全国「５本の樹 いきもの調査」で効果を検証

鳥や蝶、樹木の名前を知ら
なくても形や大きさ、色の
特徴から検索可能。鳥は鳴
き声を再生して確認するこ
とができます。

「５本の樹・野鳥ケータイ図鑑」サイトを運営

http://5honnoki.jp
■QRコード
　からアクセス

■サイトトップページからアクセス

【鳥のために】オオヤマザク
ラ、イチイ、マユミ、ガマズミなど
【蝶のために】シラカバ、タ
ニウツギ、ヤマツツジなど

【鳥のために】ヤマザクラ、コ
ブシ、ヒサカキ、ガマズミなど
【蝶のために】クヌギ、イロハ
モミジ、ヤマハギ、シロダモなど

【鳥のために】ヤマモモ、ユ
ズリハ、トベラ、コブシなど
【蝶のために】シロダモ、クヌ
ギ、オガタマノキ、ヤマハギなど

【鳥のために】ナナカマド、イ
チイ、ガマズミ、ヤマボウシなど
【蝶のために】コナラ、ヤマハ
ギ、ミズナラ、サンショウなど

A地域
（北海道地域）

E地域
（四国・九州の南沿岸部）

D地域
（本州・四国・九州の沿岸部）

蝶 鳥

樹木
鳴き声が
聞ける

【鳥のために】ヤマザクラ、ソ
ヨゴ、ニシキギ、ナンテンなど
【蝶のために】シロダモ、ヤマ
ハギ、リョウブ、コマツナギなど

C地域
（本州・四国・九州の内陸・山間部）

里山ネットワーク

森 里
山

里
山まち

庭 庭

庭 公園
森

●鳥24種（鳴き声も）
●蝶24種
●樹木92種　
を掲載

都市と森・里山を結ぶ「生態系ネットワーク」を推進
在来樹種は１本の樹木でも、野鳥を含め数百種の生き物を養います。「５本の
樹」計画は、「生態系を崩さない樹種をそろえ、持続可能な社会の実現に貢献
している」と、２００６年のグッドデザイン賞（新領域部門）を受賞しています。

B地域
（東北・中部の山間部）
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●生態系保全の取り組み　●環境教育プログラムの実施　●新梅田シティ「新・里山」での教育貢献　●「企業の森」制度への参加　●「5本の樹」計画を生かした地域貢献活動　　　　　WEB関連項目



　緑量のバランスを考慮した「５本の樹」計画の庭は、生き物が生息し

やすい環境をつくるだけではなく、住まい手にもメリットをもたらします。

　例えば、野鳥のえさ場となる実のなる落葉広葉樹、隠れ場所となる

常緑樹を植える場合、落葉広葉樹は夏には緑陰以外にも葉の蒸散作

用で冷気を生み出し、冬は葉を落とした枝の間から暖かな日差しを

住まいの中に招いて冷暖房エネルギーの削減に貢献。常緑樹は一年

中緑の風景を保ち、目隠しとなってくれます。また、時間の経過ととも

に成長する豊かな緑は住環境への愛着をはぐくみ、住まいやまちの

資産価値を高める重要な要素となっています。「５本の樹」計画の推

進の結果、この10年間の植栽累計は716万本に達しました。

　当社は、この取り組みの蓄積を「生物多様性保全」の啓発活動とし

て社会に発信しています。ＷEBサイトから無償でダウンロードするこ

とで授業に活用できる体験型環境教育プログラム「Dr.フォレストか

らの手紙」、携帯電話で樹木や野鳥の情報を検索できる「５本の樹・

野鳥ケータイ図鑑」サイト運営などのほか、２０１０年度は冊子「５本

の樹で始めるここちよい暮らし」、生物多様性や命のつながりの大切

さを伝える絵本「ぐるるるる」を作成。COP10「生物多様性交流フェ

ア」でも配布しました。

10年間で累計716万本の植樹を達成。
「5本の樹」計画がもたらす心地よい暮らし

　当社の「５本の樹」計画に賛同し、生態系を乱さない緑化を推進す

る約８０社の造園業者や庭木生産者をネットワーク化し、「５本の

樹」計画の庭づくりに使用する樹木を育成していただいています。

１０年前の導入当初は、従来の庭づくりでは雑木と見なされていたた

め、取り扱いは極めて少ないものでしたが、数年かけて苗木から育て

る造園業者が増えるなど、現在は普及の体制が確立しています。

全国８０社の庭木生産者・造園業者と外来種
に頼らず、生態系を乱さない緑化を推進

社内で「グリーンエキス
パート」を育成
当社は、造園植栽や生物多様性
について深い知識を持つ専門家
「グリーンエキスパート」を育
成。全国の造園植栽のサポート
や造園業者の指導を行います。

2008

2009

2010

（年度）

■年間植栽実績の推移

85万本

71万本

91万本

7

室内・屋外のつながりを実感できる
植栽計画を進めています
　昔の縁側や土間のような中間領域を住まいに設け、「５本の樹」計画の
庭づくりで室内・屋外のつながりをより実感できる植栽計画を推進して
います。季節の移ろいや訪れる鳥たちを、より身近に感じられます。

賃貸住宅でも緑化を推進し、
自然とふれあう暮らしを提案しています

詳しくはWEBへ

山﨑 敬明氏

　私たちは、積水ハウスの自然環境保護に貢献する「5本の樹」
計画に早くから共感し、生物多様性を踏まえ2001年からネッ
トワークによる樹木の生産と造園施工に取り組んでまいりまし
た。地域に根差した自生種の特性を生かし、里山の環境を住ま
いの庭に再生させる思想のもと、まちづくりを通して広く自然
と共生する庭づくりを進め、庭での魅力ある暮らしをお届けす
ることで、地域とかかわる人と生態系
の共存を進めています。
　今後も樹木の供給や造園施工を通
じて、緑豊かな住環境の創造に努めて
いきたいと考えています。

緑豊かな住環境の創造と
「5本の樹」計画による緑の供給を

(有)山﨑瑞松園 
代表取締役
「５本の樹」計画で使用する自生種・在来種を生産する
緑化樹生産者。全国８０社の生産ネットワークを組織。
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　　　　  ●「シャーメゾン ガーデンズ」の取り組み　●社内資格制度

　賃貸住宅でも「５本の樹」計画を積極的に推進。景観や環境と調和する
「シャーメゾン ガーデンズ」で、さらに豊かな住環境づくりを進めます。



「エバーループ」
長く住み継がれる住まいを
普及させることにより、
再生住宅市場を創出します

　２００６年の「住生活基本法」や２００９年の「長期優良住宅の普

及の促進に関する法律」の施行で、良質な住宅ストックの形成と活

用が求められています。当社はこうした社会からの要請に応えるた

め、２００７年からオーナー住宅買取再生事業「エバーループ」をス

タートさせました。

　「エバーループ」は、当社が建築した戸建住宅をオーナー様から

買い取り、純正の技術で再生して、新たなお客様に販売する事業で

す。建物の長寿命化による資源の有効利用や、建て替えに必要なエ

ネルギーの削減など、地球環境への負担を軽減するとともに、再生

住宅という新たな市場を創出。高品質で長寿命な住まいを増やす

ことで、日本の住まいを「循環型」に変えるとともに、良質なストック

の構築に寄与します。

リーディングカンパニーの責任として、
５０年間販売してきた住まいを良質なストックに

既存の中古住宅の
売買フロー

「エバーループ」の
売買フロー（保証付き）

不動産会社

瑕疵担保責任保険

売主 買主

手数料
手数料仲介

仲介

代金

物件

積水ハウス

売主 買主

物件 物件
代金

代金

ユートラス10年保証

売り手・買い手それぞれのメリットを考慮

積水ハウスが
再生

新しいオーナー様
が購入

ご入居

アフターサービス

購入

優良ストック住宅（スムストック）の普及をけん引
既存の優良ストック住宅流通の活性化と適切な市場形成を目指し、
２００８年７月に当社を含めた住宅メーカー９社（現在は１０社）が
「優良ストック住宅推進協議会」を設立（会長は当社の代表取締役
会長 兼 ＣＥＯ 和田 勇）。参加会員共通の「優良ストック住宅」を定義
し、共通の査定方式を用いることで、優良なストック住宅（ブランド
名：スムストック）の市場をつくり、普及に努めています。

再生後再生前 基礎と構造躯体（スケルトン）を
残して再生中

資源循環の
取組みを
徹底的に推進します
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持続可能な循環型社会を構築することは、世界的な課題です。当社は理想の循環型社会の実現に向けて、資源を最大に有効利

用するために住まいを新築同様に再生する取り組みや、建設廃棄物のゼロエミッション活動を展開しています。

住まいも資源も「消費型」から「循環型」に。
「エバーループ」「ゼロエミッション」の普及・浸透をさらに進めます

3
実践報告

循環型の社会づくり



「エバーループ」は、国が推進する「長期優良住宅先導事業」
（既存住宅等の改修）に、フルスケルトン再生モデルとして
３年連続で採択されました。

「エバーループ」を支える、
200万戸の販売実績とグループ会社の総合力

　「エバーループ」の事業を可能にしているのは、２００万戸という

当社の販売実績が支える履歴が明確で良質な住宅のストックと、

積和建設、積和不動産、積水ハウスリフォームというグループ会社

の協力体制です。

　高い耐久性を誇る当社の住宅は、築２０年、３０年でも耐震性・

断熱性などを向上させたり、内装・設備に最新技術を採用したりす

ることで、より安全・安心・快適な住まいに再生可能です。入居後の

アンケートでは、新築と変わらない品質により、快適に暮らしてい

るという声が多く寄せられています。さらに、初期の２０年保証が終

了した後も、点検・補修を行うことで、１０年ごとの再生保証を継続

する「ユートラスシステム※」により、安心にお住まいいただけます。

仲介手数料が不要で、愛着ある住まいを残せました

　両親の老後のことを考えて実家の近くに移り住むため、
オーナー情報誌「きずな」で「エバーループ」の記事を見て
問い合わせ、売却を決めました。一般仲介査定はあくまで
売却予想額で、売却時期も不明瞭ですが、「エバーループ」
は査定金額がはっきりしているため、住み替えの資金計画
や予定が立てやすかったことも魅力でした。引き渡し時期

も相談できるので仮住ま
いする必要がなく助かり
ました。積水ハウスに直
接売却するので、仲介手
数料も不要ですし、何より
愛着のあるわが家を残せ
ることが気に入りました。

古いものを大切に使うという姿勢に共感しました

　新築より安い価格、新築に限りなく近いスペックで、保証
（躯体と防水・１０年間）も付いた住まいを購入できて満足
です。古いものを大切に使うという「エバーループ」の考え
方に共感できましたし、建築した会社が改修するので安心
でした。間取りや外観、照明計画などもトータルコーディ
ネートされ、私たちの好みに合っていました。
　優遇金利で借り入れができたのもよかったです。新築同様
の断熱仕様なので電気
代も安くなりました。遮
熱断熱複層ガラスで結
露もほとんどありませ
ん。うちに来たお客様は
新築だと思うようです。

●「エコ・ファースト企業」として　●住まいの長寿命化を促進する新技術　●循環型社会の形成につながるリフォーム事業　●「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業WEB関連項目

詳しくはWEBへ 詳しくはWEBへ

「エバーループ」についてお客様に伺いました
されたお客様購入されたお客様売却

家を手放す
ことに

住まいを
調査・査定

オーナー様から
積水ハウスが購入

積水ハウスに
相談

売却

「エバーループ」
の仕組み

M様 （埼玉県）F様 （埼玉県）

「エバーループ」
による

付加価値の向上

１０年
保証

断熱性
の向上

快適設備
機能

耐震性
の向上

洗練された
デザイン

ユニバーサル
デザイン

アフター
サービス

耐久性
の向上

※P.５５参照
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　当社は、生産、新築施工、アフターメンテナンス、リフォームの各段階で

発生する廃棄物のゼロエミッション（埋立処分、熱回収を伴わない単純

焼却処分をしないこと）を既に達成しています。ゼロエミッションのため

に現場で徹底した分別を行っているので、整理整頓が行き届いており、作

業効率も向上しています。

　また、資源の無駄をなくすため、廃棄物の排出量をより正確に測定し、

管理する、国内初の「ＩＣタグ」を活用した「次世代型ゼロエミッションシ

ステム」を導入。２０１０年度から全国展開し、運用しています。

分別の徹底で現場の美化を実現。
無駄の「見える化」が、廃棄物削減につながります

WEBサーバー

データ分析で発生原因を調べ、効果的な削減手法を検討
各現場で２７種類に分別された廃棄物排出量・種類をスピーディー
に集計管理。データ分析で発生量の傾向を調査し、削減のための施
策に反映していきます。

国内初、「ICタグ」を活用した「次世代型ゼロエミッションシステム」を全国展開

電子マニフェストによる廃棄物処理管理体制を構築

アフターメンテナンス
新築

リフォーム

解体

埋立処分 再資源化

2007年達成

2006年達成

2005年達成
2008年検討開始

「ゼロエミッション」
徹底したリサイクルで資源の循環を促進。
発生量そのものの削減も進めています

循環型の社会づくり3実践報告

●住まいの価値を維持する長期保証　●資源の循環利用　●グループ全体で取り組むゼロエミッション　●工場ゼロエミッションの取り組み　●新築施工現場でのゼロエミッション　WEB関連項目

　国内で不法投棄事件が絶えない中、処理過程を管理し、運搬や処理委託先までのトレーサ
ビリティーを確保することが不適正処理防止のために求められています。当社は、従来の紙マ
ニフェスト（産業廃棄物管理票）から、インターネットを介して情報交換できる電子マニフェス
トへ、グループ全体で切り替え、廃棄物処理の管理を迅速かつ合理的に行っています。

2008

2009

2010
（年度）

■生産工場での住宅１棟当たりの
　廃棄物発生量

721kg／棟

714kg／棟

711kg／棟
）

■新築施工現場での住宅１棟当たりの
　廃棄物発生量

2008

2009

2010
（年度）

1,463kg／棟

1,323kg／棟

1,308kg／棟
）

■積水ハウス 電子マニフェストシステムの仕組み

処分業者など
実績確認・報告

施工現場

資源循環センター

専用機器で読み込み、分別種別
をひも付け、「ICタグ」を読み取り4現場から回収袋の回収を依頼3回収袋に「ＩＣタグ」を取り付け2廃棄物を２７種類に分別1

廃棄物をさらに約80種類に分別8さまざまな建材にリサイクル9 分別種類ごとに発生量を集計7 順番に計測できるよう荷降ろし6

集荷・資源循環センターへ運搬5

EDI接続
JW-NET※※

電子マニフェストサーバー
EDI接続登録システム

新築施工現場

解体現場

生産工場

「ICタグ」「ぐるっと
メール」で管理

※廃棄物処理法に規定された(財)日本産業廃棄物処理振興センターが運営する電子マニフェストシステム。



46Sekisui House Sustainability Report 2011

「プラタマパウダー」

「シェルシャットスラブ」の充填材

１００％リサイクル材の
グラウンド白線材

床衝撃音を低減する

　住宅の施工現場で発生する石膏
ボードの端材と、洗浄後に乾燥処理
した卵殻を配合・粉砕し、パウダー状
にしました。全国の小中学校や公共
運動施設などで使用する、グラウン
ドの白線材として製品化しました。
　

新たなリサイクル材が続々誕生。
石膏ボード、陶器瓦端材をリサイクルし、新たな価値を生み出しています

　遮音性に優れ、振動を抑える当社オリジナル特許技
術「シャイド５５」の構造材「シェルシャットスラブ」に使
用する充填材として、瓦の端材を破砕したリサイクル材
を使用しています。これは、賃貸住宅「シャーメゾン」に
おいて、上階から下階へ伝わる衝撃音を低減します。

生産生産

工場
資源循環センター

バージン材料 世の中の
資源循環

2002年達成

●アフターメンテナンス部門でのゼロエミッション　●リフォーム施工現場でのゼロエミッション　●解体廃棄物の再資源化への取り組み　●居住時の資源有効利用　●事務所における取り組み

瓦の端材を破砕し、振動を吸収する充填材として使用
「シャイド55」の構造

栗東資源循環センターのリサイクル材
製造ライン

　当社は施工現場からの廃棄物の回収

やリサイクル材の製造を行う施設とし

て、資源循環センターを全国各地に設置

しています。

　２０１０年には近畿・東海地域におい

て処理・リサイクル設備を一層充実させ

た栗東資源循環センターを滋賀県栗東

市に設置。新たなニーズを探りながら、リ

サイクル材の活用範囲を広げています。

新たな拠点、
栗東資源循環センターが稼働

※

　新築家屋の建設に際して発生する廃材は、もはや積水ハウスにとっては決して廃材とはいえ
ません。それは新しい資源の創生です。その過程は作業者たちの積極的な参加と「ICタグ」の活
用といった新技術の導入によって磨きをかけていきます。この経験を踏まえてさらに古い家屋の
解体で生ずる廃材の回収に及べば、一企業の運動というより、それはソーシャル・ロジスティク
スの世界です。そこでもやはり解体後の仕分けから輸送といった煩雑な仕事をシステマティック
にやってのけることが期待されます。そして徹底的な資源の有効利用を目指すことになります。
ゼロエミッションのエースには常に時代と社会の最先端を歩んでほしいと考えています。　

ゼロエミッションのエースに期待する

システム設計の手法、特に工場
やロジスティクス・ビジネスモ
デルの設計が研究対象。最近
は、自律的なシステムを誘導す
る「経営戦略と現場力の整合」
にも研究対象を拡大。

髙橋 輝男氏

早稲田大学名誉教授 学術博士
ソーシャル・ロジスティクス研究所
顧問　

１００％リサイクル製品
としてエコマークの認
定を受けています

ン
た。

のエースに期待する

１
と

ー」
石膏
処理
ー状
公共

理
状
共

施工現場で発生した石膏ボード端材

食品加工会社の工場で排出された卵殻

詳しくはWEBへ



　積水ハウスでは小規模なものからマンション、商業施設まで含ん

だ大規模開発まで、さまざまなまちづくりに取り組んできました。

　ハード面では、個々の住まいの設計はもちろん、コミュニティス

ペースの規模・配置や、まちなみとしての意匠の調和、緑量のバラン

スを考えた植栽計画などを実施。さらに、まちなみ保全のための建

築協定づくりや季節行事の手伝い、自治運営組織や管理組合の立

ち上げなど、ソフト面を支援することもあります。生活基盤としての

まちづくりとそこに住む人々の気持ちが調和することで、良質なコ

ミュニティは育っていきます。ハード・ソフト両面から、さまざまな手

法を取り入れて、いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりを進

めています。

時とともに醸成するまちづくりに
さまざまな形で取り組んできました

人がいつまでも安心して豊かに暮らしていくために
かけがえのない地球の自然と環境をまもり

地域の文化とコミュニティを育み
地域経済の活性化に貢献するとともに

まちの資産価値を守ることが私たちの願いです。
積水ハウスは社会の責任ある一員として
住まいとまちがつくりだす住環境を
人の大切な生活基盤と受けとめ

まちづくりを通して
持続可能な社会の構築に
寄与することを目指します。

まちづくり憲章

豊かな環境とコミュニティをはぐくむことは、住宅メーカーの責任であると考え、時とともに住む人の愛着が増す「経年美化」の

まちづくりに取り組んできました。まちづくりにはさまざまな視点が必要ですが、２０１０年度は、防犯・防災にも効果がある近所

付き合いに注目。積水ハウスのまちにおける良質なコミュニティを「ひとえん」と名付け、体系化して取り組みを推進しました。

活気に満ちた交流が生まれ、
美しく住み継がれるまちづくりを進めています

4
実践報告 ふれあいと
「経年美化」のまちづくり

　当社のまちづくりには「コモン」（共有）の思想が根底に流れていま

す。「コモンライフ」「コモンシティ」の名を冠し、人と人との温かなコミュ

ニティを育てるまちづくりを１９７７年から本格的に推進。美しく調和し

たまちなみを、そこに暮らす人々が共有し、つながることで、新しいふる

さとの創造を目指しています。それは地域社会や地域の文化をはぐくむ

土壌となり、社会資産としての価値を高めていくことにもつながります。

　そうした姿勢で取り組んできた当社の思想やノウハウを集約させたの

が、２００５年に制定した「まちづくり憲章」です。「まちづくり基本方針」

「まちづくり２４指針」を定め、いち早くまちづくりのガイドラインを設け

ました。そして「５本の樹」計画や「ｎ×豊か（エヌバイユタカ）※」の設計手

法を取り入れ、緑豊かな共有広場や街路、隣人同士のつながりを意識し

た環境を設けるなど、時代に先駆けた多くのまちを展開しています。

「コモン」の思想から始まったまちづくりは
２００５年、「まちづくり憲章」へ

生活の安全・安心の確保
● 防災配慮
● 防犯配慮
● ユニバーサルデザイン導入
● 健康配慮
生活の豊かさの実現
● 多世代居住対応
● 多様なライフスタイルへの対応
● 生活の機能性確保

地域文化の継承・醸成
● 良好な景観形成
● 周辺地域への配慮
● 地域デザインの継承・醸成
コミュニティの育成
● コミュニティの醸成・維持
● 周辺コミュニティへの配慮

環境負荷の低減
● 資源の有効活用
● 省・創エネルギー配慮
● 有害物質の削減
自然の保全・育成
● 地域の生態系の保全・育成
● 地域自然環境の活用

資産価値の維持・向上
● 円滑な住み替え対応
● 時代変化への対応
● まちのブランドの創出・維持
地域経済の活性化
● 循環型地域経済の育成
● 地域資源の活用
適正なコスト管理
● 長期的視野のコスト管理
● コストと価値のバランス管理

環境マネジメント

経済マネジメント

生活マネジメント

タウンマネジメント

※隣地の庭（緑）や周辺環境との「つながり」を考慮しながら、配棟や植栽を計画し、自然とつ
ながる住まいづくりを考える設計手法。

まちづくり
基本方針

生活を
まもる

まちを
育てる

環境に
配慮する

価値の
向上に
努める

生態系ネットワークの
復活を積極的に
推進します

4747 Sekisui House Sustainability Report 2011Sekisui House Sustainability Report 201147 Sekisui House Sustainability Report 2011



●「まちづくり憲章」　●分譲住宅フェア「まちなみ参観日」　●「経年美化」のまちづくり　●「n×豊か」のまちづくり　●賃貸住宅のまちづくり　●マンション・都市開発の実例WEB関連項目

「まちづくり憲章」に基づいて計画した美しいまちなみを紹介
するイベントです。２０１０年度は戸建住宅１０９会場５６７
棟、マンション２５会場４６４戸で開催しました。

　当社のまちづくりには、歳月を重ねていくごとに価値が高まる「経

年美化」の思想が貫かれています。まちなみのデザインや住民同士の

コミュニケーションなどを重視して計画。まちの完成後もさまざまな

サポートによって、住まう人の愛着が高まる「経年美化」のまちづくり

を考えています。

「グランドメゾン西九条ＢＩＯ」が
「おおさか優良緑化賞」大阪府知事賞、
「大阪サステナブル建築賞」特別賞を受賞

人と自然が共に暮らす庭づくりの提案「５本の樹」計
画に基づく緑化計画や周辺地域を含む環境への配
慮が高く評価され、「グランドメゾン西九条ＢＩＯ」が
「第４回おおさか優良緑化賞」（大阪府主催）で最上
位の大阪府知事賞、「第４回大阪サステナブル建築
賞」（大阪府主催）特別賞をダブル受賞しました。中
庭には、ケヤキやヤマザクラなどの在来樹種やせせ
らぎを配し、鳥や蝶などと暮らす豊かな空間を計
画。住民同士の憩いの場になって
います。

住まう人の愛着が高まれば、
ずっと住み続けたい
「経年美化」のまちになります

経年美化

受賞

グランドメゾン伊丹池尻リテラシティ（兵庫県）

住まう人が自分流に豊かさを発見し、創造
的な生き方を深めていくために、菜園ゾー
ンや「５本の樹」計画による植栽、「キッズ
でざいん」など、多種多彩な工夫を導入
した全368戸の分譲マンションです。

エル シエロ アズール（千葉県）

戸建住宅を思わせるテラスハウスが、円
形のコモンスペースを中心として配置さ
れたシャーメゾンタウン。豊富な緑量と
ゆとりある環境が、年月とともに豊かな
コミュニティをはぐくんでいきます。

「経年美化」のまちづくりを全国で展開

分譲マンション シャーメゾン（賃貸住宅）

コモンステージ彦根東（滋賀県）

長い年月を経て成長した大ケヤキをはじめ、
この土地で育った多くの既存樹木を貴重な
資産として活用。生態系にも配慮しながら、
風格あるまちづくりを行いました。

コモンシティ亀田駅前（新潟県）

巧みな緑の配置と植栽になじむ自然素材を
配し、全体のデザインバランスを図っていま
す。年とともに育っていく豊かな緑と味わい
を増していく自然素材で、四季の移ろいを楽
しめるまちを実現しました。

戸建住宅のまち

毎年、春と秋の年２回、
分譲住宅フェア「まちなみ参観日」を開催しています

コモンガーデン草加（埼玉県）

「コモンガーデン草加まちなみガイドライン」によ
り、各棟の形は微妙に異なっていても、建物全体
の色遣い、オープン外構、豊富な植栽などにより、
ゆったりとした明るい印象のまちなみを実現。第
１７回草加市まちなみ景観賞（建物景観部門）を
受賞しました。
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ふれあいと「経年美化」のまちづくり4実践報告

●「ひとえん」によるコミュニティの醸成WEB関連項目

　当社では、公園の計画や通りのデザイン、個々の住まいの配置な

どのハード面だけでまちづくりを考えるのではなく、「コミュニティ

の育成」というソフト面も大切なテーマとしてとらえ、親から子へ、

子から孫へと住み継がれ、住まい手とともに成長・成熟していくま

ちづくりを進めてきました。多くの方が共に住まうまちでは、近所付

き合いにもさまざまなスタイルがあるはずです。個々の暮らしを大

切にしながら、付かず離れずのゆるやかな関係の中で「楽しみや喜

び」を共有して、豊かな関係を形成する。それが、当社のまちにおけ

るコミュニティです。

住む人同士の良好な関係まで考慮して、
豊かなコミュニティのある
まちづくりを進めます 　良質なコミュニティを築いていくには、公園や集会所など、普段

の近所付き合いができる「場」づくりに加えて、コミュニケーション

活性化のための「きっかけ」づくりがポイントです。さらに住民同士

のコミュニケーションを継続していくためには、まちの管理等を行

う「組織」づくりが大切です。当社は積水ハウスのまちにおけるコ

ミュニティを「ひとえん」と名付け、これまでのまちづくりの実績で

培ってきた経験やノウハウを「ひとえん」を育てるまちづくりとして

まとめ、今後のまちづくりにも生かしていきます。

住民と一緒に取り組む、
「ひとえん」が育つまちづくり

積水ハウスのまちにおけるコミュニティ「ひとえん」を考えたまちづくり

まちを育てるコミュニティ

コミュニティの代表
として、住民の意見
をまとめる組織の
設立サポートや、加
入促進を行います。

「ひとえん」の核となる

「組織」づくり
住民同士が出会う
イベントの実施や、
コミュニティ活動
の声掛けなどの
きっかけづくりを行
います。

「ひとえん」を始める

「きっかけ」づくり
住民同士が出会
い、集う場（空間）づ
くりや、わがまち意
識を醸成する愛着
空間づくりを行い
ます（維持管理ルー
ルも含みます）。

「ひとえん」の舞台となる

「場」づくり

車道と歩道をうまく分離し、落ち着いた雰囲気を持った108区画の団地です。まちの数カ所に配
置された車道の袋小路（クルドサック）は、通行量の少ない平日の昼間などに、小さな集まり場と
して活用できます。まちの中心に位置するふれあい広場は、まち全体のイベントなどで活用されま
す。これらの場において、コミュニケーションのきっかけづくりとして住民主体で行う持ち寄り
パーティー「隣人祭り」や、夏を涼しく過ごす「グリーンカーテンセミナー」を開催。「ひとえん」の
まちづくりが進んでいます。

事例紹介　「ひとえん」のまちづくり コモンステージ弥生が丘（佐賀県：１０８区画）

開催した
「グリーンカーテンセミナー」

井戸端スペースとなる

クルドサック

コモンパークとなる

ふれあい広場

エントランス緑地

まちかど緑地

まちの顔となる
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　「ひとえん」づくりのきっかけとして有効なイベントが「隣人祭り」

です。「隣人祭り」は、近所同士がオープンスペースに食べ物を持ち

寄って交流を深める市民運動です。フランスのパリで始まり、日本で

も２００９年に隣人祭り日本支部が設立され、広がりつつあります。

　当社では、長崎県の分譲地での「隣人祭り」開催後、全国各地の団

地で延べ96回の「隣人祭り」をサポートしました。コミュニティ形成

に有効な手段であると確認し、住民主体の自発的なイベントとして

「ひとえん」づくりのメニューに加えました。

（隣人祭り日本支部HP：  http://www.rinjinmatsuri.jp）

２０１０年春から「ひとえん」づくりの
きっかけとして「隣人祭り」を開催

「ひとえん」の核となる
「組織」づくり

「ひとえん」を始める
「きっかけ」づくり

「ひとえん」の舞台となる
「場」づくり

「隣人祭り」を開催

「隣人祭り」を契機に
「女子会」「男子会」へと広がる交流。
「子育て期の助け合い」も普通の風景に

緑に関するイベントも住民同士のき
ずなづくりに有効です

団地の共有スペースをコミュニケーショ
ンの場として活用

　最初は、料理やお菓子をどの程度持ち寄ればいいかなど悩みましたが、「自宅の大皿に盛るくらい
に」など、次第にルール化されていきました。名前や自己ＰＲを書いた名札を付けたり、顔見知りで固ま
らないように来た人から順番に座ってもらったり、ご近所付き合いが広がるように工夫しています。「隣
人祭り」がきっかけでご近所付き合いも増え、今では、子どもたちを大人全員で見守るような関係がで
きています。また、この集まりをきっかけに結婚したご夫婦もいますし、「女子会」「男子会」が開催され
るなど、お付き合いがどんどん広がっています。新しく入居された方とのご近所付き合いのきっかけづ
くりとしても、効果があるので、世話人も交代しながら、これからも続けていければよいと思います。

　緑豊かな羽津山緑地の近くの分譲地「コモンシティ緑丘」では、これまで「隣人祭り」を２回開催。コン
シェルジュ（世話人）として運営に携わっておられる矢田様、土井様、俣野様にお話を伺いました。

持ち寄る食事が会話のきっかけになります

（左から）１・２回目の「隣人祭り」の世話役を
務めた、俣野様、矢田様、土井様

「コモンシティ緑丘」（三重県四日市市）で
コミュニティづくりについてお尋ねしました

ご近所に声を掛けやすい雰囲気になり、
お付き合いが広がっています
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住まいづくりの前に
当社は「地域密着」の観点から、住まいづくりの現場が、できるだけ社会に開かれたものに

なるようにと考え、住まいに関する情報公開や現場見学の機会づくりに努めています。主

な拠点となるのは、全国各地の建築現場や展示場、さらには「住まいの夢工場」などの体

験型学習施設です。いずれも貴重な出会いの場と位置付けています。それぞれに異なる状

況下で建築した「邸別自由設計」の住まいの提案力、構法、品質などに触れ、当社の考え

方を知り、納得した上で住まいづくりを始めていただけるよう、取り組みを進めています。

お客様との出会いの場を全国各地に

5
実践報告

より多くのお客様に積水ハウスの実例に触れていただくため、1989
年から22年にわたり「住まいの参観日」を全国一斉開催しています。
特に2010年は創立50周
年を記念して全国2511会
場という過去最大規模で
開催。オーナー様の協力の
もと、13万6332組ものお
客様が訪れました。

当社運営の訓練校（茨城県知事認定職業
能力開発校）では、職方の養成に取り組
んでいます。お客様の満足を実現する匠
の技と心を身につけ、工事能力の強化に
貢献しています。 （卒業生累計　２１３１人）

若い職方を育成し、匠の技と心を継承

多種多様な住まいを一斉公開。
日本全国積水ハウスデー「住まいの参観日」

建築現場

　安全・安心・快適な住まいを提供するために、施工品質が重要であることは言うまでも
ありません。当社は、住まいの完成まで全責任を持つ「責任施工」体制を取っています。
100％出資のグループ会社である積和建設や協力工事店を中心とした施工体制を確立
しています。現場では、現場監督から職方まで全員が「お客様のために」という志を共有。
工程ごとの手順や社内規則を守り、新たな施工技術の習得、ベテランから若手への技能
伝承、資格取得などに取り組み、お客様の安心と「邸別自由設計」を支える品質向上に努
めています。
　現場力の強化は、廃棄物分別、現場美化、安全対策、近隣配慮の徹底などにつながり、
建築現場には積水ハウスの住まいづくりの姿勢が集約されています。当社はオーナー様
了承のもと、建築現場や完成現場をお客様との出会いの場として公開しています。

住まいの参観日（分譲地の開催例）

住まいづくりに携わる全員が「お客様視点」で対応

住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それぞれ異なる状況のもとに一邸

一邸創造されるべきものです。当社は、限られたプランから選ぶのではなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、

各プロセスを充実させた「邸別自由設計」の住まいづくりを実践。その姿勢を「コンサルティング・ハウジング」というスローガンに

込めて取り組んでいます。

お客様との初めての出会いからアフターサポートまで、
生活者視点の住まいづくりを実践しています

積水ハウスの住まいづくり

●コンサルティング・ハウジング　●さまざまな家族のカタチにあわせたライフスタイル提案　●超高齢社会に向けたさまざまな提案　●お客様とのコミュニケーションWEB関連項目

「責任施工」で取り組む
積水ハウスの住まいづくり
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２０１０年２月、ライフスタイルから考える
住まいづくりサイト「すまい・すまいる」を開
設。豊富な研究成果やノウハウをもとに、暮
らしのヒントや情報を発信しています。サイ
ト閲覧者の意見を募り、その結果を公開す
るなど、ユーザー参加型のコミュニケーショ
ンサイトです。また、新築の予定がなくても
気軽に受講できる「すまい塾」「Ｗeb すま
い塾」も展開。多くの人に利用されています。

ＷＥＢサイトなどでも情報発信

当社が創業以来、大切にしてきた住まいづくりの原
点です。地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイ
ル・ライフサイクルなど、それぞれに異なる事情と、お
客様一人ひとりの思いを受け止め、独自の構法と生
産システム、ハード・ソフト両面にわたる配慮と提案
で、最大の満足を提供する「邸別自由設計」の住まい
づくりの姿勢を表しています。

「コンサルティング・ハウジング」とは

展示場

体験型
学習施設

オーナー様を招いて、
クリスマスリースを制作

（展示場数　436カ所）

住まいの夢工場 年間１１万6990人が見学

　「住まいの夢工場※」はより良い住ま
いづくりのための体験型学習施設で
す。展示場だけでは確認できない構
造や性能、設備の使い勝手など、さ
まざまな要素を、実物の壁や構造に
力を加える強度実験や、外壁の耐火
実験などで確認。実際に見て、触れて、
楽しみながら学ぶことができます。

※６カ所の合計

多彩なテーマ館を設けた
「関東 住まいの夢工場」

※東北・関東・静岡・北信越・関西・山口の６カ
所に設置。同様の体験型施設「住まいの家
学館」も東京・神奈川・高知など各地に展
開しています。

「すまい・すまいる」
「Ｗｅｂ すまい塾」
年間４６６人が受講申し込み

累計２３万６０３９人がサイト訪問

事業所版　年間７４１人が受講

公開講座　年間７３０人が受講

こだわり講座　年間５４人が受講
「すまい塾」

暮らしを五感で楽しむ工夫を取り入れた
当社初の４階建て展示場（東京都新宿住宅展示場）

●体験教育の機会を提供する「住まいの夢工場」　●住まいづくりの教室「すまい塾」の開催

実物大カットモデルで、構造体の
見えない部分を確認

「シャーウッドSMJ構法」の
接合部の違いを体験

敷地面積１万８４６２ｍ２

展示場だけでは確認できない構造や性能を
「住まいの夢工場」で体験・納得

暮らしのイメージと
課題の解決手法を提示。
地域との交流拠点にも

　モデルハウスは、地域特性や立地環境
を踏まえた住まいのあり方や、今後求め
られるライフスタイルなどを提案する、お
客様との出会いの場です。敷地や要望に
対する解決手法を具体的に提示している
ので、住まいづくりのヒントを見つけてい
ただくことができます。平屋から4階建て
まで、構造は鉄骨系・木造系、設計も都市
型・郊外型・環境配慮型・ペット共生型・
店舗併用型など、多彩なモデルハウスを
全国で展開しています。
　また、モデルハウスをコミュニティサロ
ンとしても活用。オーナー様や地域の
方々との交流を深めています。

フルフラットの大開口により内と外をつなぐ
「スローリビング」を提案（万博ビー・サイエ展示場）

ガーデニングや収納計画など、
身近なテーマでセミナーを開催

「耐震」「免震」の
違いを、大地震
の揺れを再現し
て体験できる
「安震館」の見学
風景

バス見学会には
毎回多くの見学
者が参加します

「関東 住まいの夢工場」には、ＣＯ２排出量削減や省エネルギーの工夫を紹介する「住まい環境館」、耐
震性を中心とした構造について体験学習できる「Ｂｅ Ｔｅｃｈ館」、子育て家族を想定して生活のヒントを
提案する「くらしのアイディア館 小林さんち。」、全灯ＬＥＤ照明による新しい住まいの光環境を体感で
きる「くらしのあかり館」など、多彩なテーマ館を設置。楽しみながら学べる住まいのテーマパークです。

52Sekisui House Sustainability Report 2011



加齢に伴う身体変化を考慮し、バス・トイレ・キッチンなどについて研究。
さらに進化した「スマート ユニバーサルデザイン」として展開しています

住まいができるまで

個別設計

　窓口となる営業担当者は、お客様の多種多様な要件を
プラン提案に反映させるため、まずは丁寧にヒアリングを
行います。家族それぞれの趣味や好み、ライフスタイル、
ライフステージについてはもちろん、将来の計画や資産活
用の意向などについても確認しながら打ち合わせを進めま
す。敷地調査の際は、近隣の建物の状況や周辺環境まで
含めて綿密に確認。これらは、将来の暮らしまで考慮した
アドバイスや提案を行う上で、当社が大切にしているプロ
セスです。
　プランニングの過程では、お客様とのイメージ共有が大
事です。営業および設計担当者のスキルアップはいうまで
もなく、それを補完する各種システムを駆使。例えば、お
客様の敷地条件、家族構成、ライフスタイルに合わせて最
適な環境技術を提案するため、環境シミュレーションツー
ルを活用しています。
　安全・安心な住まいづくりのために重要な構造計画。
耐力壁・梁・柱などの配置補助・構造計算・納まりチェッ
クなどの機能を備えた独自の構造計画システムを開発し、
活用しています。複雑で独創的なプランも、構造部材の適
正な配置が可能です。生産工場ともデジタルデータで連携。
精度の高い構造計画により、安全性を盤石なものにしてい
ます。内装の打ち合わせでは「ＳＨＩＣシステム」を活用

当社が３０年以上前から取り組んできた「生涯住宅」思想に基づ
くユニバーサルデザイン研究は、人間工学実験の成果に基づき、
誰もが安全で快適に暮らせる住環境を生み出しています。子ども
の成長を促す工夫を取り入れた「キッズでざいん」は、設計を子ど
も目線で考える研究から生まれました。他にも「省エネ・防災住
宅」、ペットと暮らす「ディア・ワン」、共働きファミリーのための「ト
モイエ」など、新しい暮らし方の研究・提案を進めています。

研究開発

当社は、創業以来「邸別自由設計」を基本としてきました。きめ細かいコンサルティングによっ

て、お客様それぞれに合わせた住まいを提供するために、ハード・ソフト両面にわたる地

道な研究を重ね、各工程における品質向上に努めています。工業化住宅のメリットを生か

して構造安全性を確保しながらも、設計の自由度を高めて十人十色の要望に応えるため、

独自の構法や生産・施工のシステムを開発し、進化させてきました。

「人」と「技術」が支えるオンリーワンの住まいづくり

提案力向上のため、資格取得を奨励しています。建築士が4874人※（一級建築士2157人、
二級建築士2717人）、お客様に生涯設計などのアドバイスを行うファイナンシャル・プラン
ナーが2861人※（ファイナンシャル・プランニング技能検定1級・2級・3級）在籍しています。

提案力向上につながる国家資格の取得を奨励

さらに、高いハードルを課した社内資格認定制度を設けています。建築計画や意匠・設計
監理能力に優れ、実績のある当社一級建築士の中から厳しい審査を経て認定された「チー
フアーキテクト」（70人）、ユニバーサルデザインに関する高度な知識・技能を持ち、事業所
内で統括・指導にあたる「SH-UDマスタープランナー」（256人）、造園植栽の専門家「グ
リーンエキスパート」（45人）などが活躍しています。

信頼を高める社内資格の取得も推進

ソフト分野の研究

千差万別の要望に応える
「邸別自由設計」

独自の構法や新素材、
新しい暮らし方を研究開発する
「総合住宅研究所」

　住まいの安全性・快適性を追求し、品質の向上を図ることは、
住宅メーカーの使命です。当社は１９９０年に「総合住宅研究所」（京
都府木津川市）を開設。住まいづくりに関するハード・ソフト両分
野の研究開発を行っています。
　建築物の振動実験や建材の耐久実験などにより、耐震性や居住
性を検証。自社内での性能検証は、迅速な課題発見と解決につな
がり、独自の３階建て構法「βシステム」や制震システム「シーカス」
など、多くの成果を上げてきました。ユニバーサルデザイン、新しい

※重複あり。２０１１年４月１日現在

敷地調査で、ガス・水道の引き込み個所をチェック

子どもの生きる力をはぐくむ「キッズでざいん」の空間づくり。身体・動作
計測データに基づき、不慮の事故防止にも配慮します

積水ハウスの住まいづくり5実践報告

「コンサルティング・ハウジング」による「邸別自由設計」が積水ハウスの基本

●「住宅防災」への取り組み　●防犯への配慮　●ユニバーサルデザインから「スマート ユニバーサルデザイン」へ　●健康への配慮　●部材生産品質向上のために　●施工品質向上のために　WEB関連項目
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積和建設を中心とした施工組織を整備 当社には一級・二級建築施工管理技士
が１４２８人（重複あり）在籍しています

住宅内のＶＯＣ濃度やアレ
ルギー原因物質を調査。研
究成果が「ケミケア仕様」
につながりました

人工気象室での断熱性検
証実験

生 産

　当社の工場では、メーターモジュールに
よる柱・梁などの主要構造材や外壁材を生
産し、高品質な部材の安定供給を実現して
います。「邸別自由設計」を基本とする当
社では、工場へのオーダーもお客様の邸名
で発注され、生産がスタートします。
　工場ラインの整備、自動化、ハイテクノ
ロジー機器の導入などにより、多品種少量
生産を効率的・合理的に進めています。ま
た、厳しい基準による原材料の選定、抜き
取り検査など、専任担当者による厳密な品
質管理体制を整備。「コンサルティング・ハ
ウジング」を生産の側面から支えています。

　住まいの品質は、建築現場における施工の精度によって左右されます。当社では、独自の構法
を用いているため、専門の知識・技能が必要です。「責任施工」体制のもと、当社が１００％出
資する積和建設や、協力工事店を中心とした施工組織を確立。手順やルールを厳密に指定した「施
工技術マニュアル」を整備し、高い施工精度を確保しています。常に施工の精度と効率を高める
工夫を重ね、独自の工法や建設機械なども生み出してきました。さらに、各種研修や検定制度に
より、職方の知識と技能の向上を促すことで、工事能力の強化を図っています。

施 工

性能の実験・検証により、新しい技術や素材を開発していま
す。構造体の強度を検証する振動台実験や水平加力実験、
独自の部材構成で音の響きを調節する内装システム実験、屋
外暴露による部材の耐候性実験などを通じて、建築技術や
構法などの研究を行い、住宅性能の向上に取り組んでいます。

２０１０年１１月、静岡工場に５０周年記念商品「ビー・サイエ」
などの鉄骨構造システムを生産する、１２７台のロボットによる
自動化ラインを導入。従来６０％だった自動化率を９５％に高
めました。自由設計で受注した住宅ごとに生産を行う「完全邸
名別生産」を実現。レーザーセンサーにより、形状や溶接位置
を毎回確認するなど、製品精度や品質がさらに向上しました。

静岡工場の新製造ライン

「総合住宅研究所」には体験型学習施設「納得工房」を併設

安全・安心な住まいづくりのために重要な地盤・基礎。当社では、その調査・設計に携わる
技術者向けに専門の研修を実施し、修了者を認定しています。現在「地盤調査主任技術
者」２２８人、「基礎設計主任技術者」９４６人が活躍しています。また、基礎・外装・内装の
施工に携わる職方を対象にした厚生労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」の合
格者は、累計で１万３８７２人に上ります。

独自の社内資格や認定制度を設け、施工品質の向上に努めています

ハード分野の研究

多品種少量の「邸別生産」が基本。
生産効率との両立で、高品質な部材を供給

専任体制と優れた技術が生み出す
高い施工品質

環境技術や暮らし方の研究にも取り組んでいます。
（２０１０年度 特許出願４２件、２０１０年度末 特許保有９６１件）

多品種の軸組を「完全邸名別生産」
できる自動化ラインは住宅業界初

１９７９年に住宅
業界初の実大振
動実験を実施。
その後も実験・検
証を重ね、「免
震」や「制震」など
の技術を生み出
してきました

自社工場で高精度
のオリジナル部材
を生産

部材は邸名別に生産・出荷。担
当者はお客様の顔を思い描きな
がら、品質向上に努めています

●R&Dの拠点「総合住宅研究所」　●社内資格制度

54Sekisui House Sustainability Report 2011



●アフターサービス　●サステナブル デザイン ラボラトリー　●循環型社会の形成につながるリフォーム事業　●「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業　●お客様とのコミュニケーションWEB関連項目

いつまでも安心・快適に
当社は長期にわたり住み継いでいただくための保証制度を充実させています。独自に設けた「20年保証制

度」に加え、10年ごとの再保証を継続する「ユートラスシステム」を設定。アフターサポートに関しては、全

従業員の約1割を占めるカスタマーズセンターの専任担当者が対応しています。また、リフォームや建て替

え、住み替えに対応する体制も整備し、住宅を供給する企業の社会的責任として、いつまでも安全・安心・

快適な暮らしを提供できるよう、取り組んでいます。

引き渡し後も、末長いお付き合いを継続

※１ 積水ハウスでは、構造躯体と雨水の浸入を防止する部分について、長期２０年保証（防水については
       １０年プラス１０年延長）を適用しています。ただし１０年目の無料点検・有償補修を行うことが前提です。
※２ 「ユートラスシステム」は有料点検・有償補修を行うことで、その後１０年間を保証します。

※商品型式・地域・プランにより一部対応が
　異なる場合があります。

当社の新築住宅は、建物の耐用性能と、利
用上の安全性・省エネルギー性などを認
定基準とする「長期優良住宅」に、標準仕
様※で対応しています。また、建物の構造
や仕様、各種認定などの基本情報、点検
結果や補修記録、メンテナンスプログラム
などを網羅した住宅履歴情報の蓄積・更
新台帳「いえろぐ」で、オーナー様に代
わって情報の保管や更新を行っています。

標準仕様で「長期優良住宅認定制度」に対応

住まいの履歴書「いえろぐ」

カスタマーズセンターが定期点検やメンテナンスを担当

カスタマーズセンターを中心とした
アフターサポートの窓口
※積水ハウスリフォーム㈱の拠点含む

　住宅の瑕疵担保責任が2年しかなかった時代に、当社は構造躯体と防水性能につい
て10年保証制度を導入（1982年）。その後、2000年から保証期間をさらに延ばし、20
年保証※1を行っています。2000年に施行された住宅の品質確保の促進等に関する法律
（品確法）で義務化された10年保証に、さらに10年を加えた独自の長期保証制度です。
　また、これに先立ち1999年には、20年目以降も10年ごとの有料点検・有償補修を行
うことで、再保証を継続する「ユートラスシステム※2」を創設。長期保証制度を充実させ、
住まいを長く住み継いでいただくためのアフターサポートを徹底しています。

長期保証 長く住み継いでいただくため　
法定基準以上の保証期間を設定

　当社では、全国31カ所※に設けたカスタマーズセンターがアフターサ
ポートを担当しています。全従業員の約1割を占める1400人の専任担当者
が、入居後の迅速・確実なサポートを行いながら、住まいのアドバイザーと
して、オーナー様からのさまざまな相談に応じています。基本の定期点検
は「3カ月」「12カ月」「24カ月」「10年」。その他、オーナー様の希望に応じて
点検・メンテナンスを行っています。

定期点検・
メンテナンス

地域密着で安心を届ける
約 1400 人の
カスタマーズセンタースタッフ

※２０１１年４月３０日現在

（20年点検以降は有料です）

引き渡し 5年目 10年目 15年目 20年目 30年目

ユートラス
システム

ユートラス
システム

積水ハウスの
アフターサポート
責任保証期間

20年保証制度

あらゆる新築住宅に
義務付けられた
瑕疵担保責任期間

品確法

「20年保証制度」と「ユートラスシステム」 

点検点検 点検 点検 点検

日常生活での細かいことまで
相談に応じます

積水ハウスの住まいづくり5実践報告
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・・・そして、次のお客様の新たな一邸へとつながっていきます。

　リフォームの要望には、全国40カ所に営業所を設け、一貫した住まいづくりの思想を
受け継ぐ積水ハウスリフォーム㈱が対応します。家族構成やライフスタイルの変化に合
わせ、間取りの変更や断熱性など性能向上のためのリフォームを提案。詳細な住宅履歴
情報をもとに、高品質の部材や最新設備を用いて純正リフォームを行います。

リフォーム

内装だけでなく、暮らし方を変える純正リフォームを実施

純正リフォーム技術により、構造や内・外装、間取り、設備を最新仕様に再生

入居1年目にオーナー様に記入していただく「お客様アンケート」をもと
に、サービスや商品の見直しを行い、関係各部署にフィードバック。キッ
チンスペースの適切なサイズ設定や、バルコニーのオーバーフロー管
の改良など、具体的な設計改善や仕様の改良に生かしています。

「お客様アンケート」を設計・仕様改良などに活用

地震、台風、集中豪雨などの自然災
害発生時は、積水ハウスグループを
挙げて迅速にオーナー様を支援。救
援物資の輸送なども実施。

迅速な災害時対応安心の休日対応
カスタマーズセンターの定休日に
は、本社内の「カスタマーズセンター
休日受付センター」がオーナー様か
らの電話を受け付け、相談に対応。

オーナー様に対し、会員制ホームページの開設や定期発行の情報誌
を通じて、コミュニケーションを継続しています。

オーナー様への情報提供とコミュニケーション

環境に優しいライフスタイルやガーデニ
ングなど、暮らし方の工夫を紹介

「Ｎｅｔオーナーズクラブ きずな」情報誌

戸建住宅のオーナー様に「きずな」（約 65万部）
賃貸住宅のオーナー様に「メゾナー」（約 10万部）
分譲マンションのオーナー様に「ｇｍ」（約 3万 8０００部）

東京都国立市に設けた「サステナブル デザイン ラボラ
トリー」では「エネルギーを効率良く利用する」「地球
環境に優しい材料を使う」「自然と調和した暮らしを
楽しむ」をテーマに、日本の伝統的な暮らしの知恵に
学び、次の時代の住まいづくりを模索する研究を進め
ています。実験による数値データの検証だけでなく、
心地よさの評価など生活者目線で研究を行っている
ことが大きな特徴です。　（見学者累計　５１８１人）

未来の「安全・安心・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証

アンケート結果を「データ
ぱる」にまとめ、お客様へ
の提案に役立てています

縁側空間や通気天窓など、自然
を取り込み、快適に暮らす工夫
を随所に盛り込んでいます

来館者の体験が
貴重なデータに

AfterBefore

AfterBefore

ニーズに合わせた純正リフォームで
「いつもいまが快適」を実現

　オーナー様が住まいを売却する際は、建築した当社が適正価格で買い取り、最新仕様
に再生し、新しいオーナー様に引き渡します。住まいの長寿命化とともに、日本の住まい
を社会資産として消費型から循環型に変えていく取り組みです。　　　　　（P.４３参照）

再生住宅 愛着ある住まいを社会資産として生かす
積水ハウスの再生住宅「エバーループ」

● 「サステナブル デザイン ラボラトリー」

総合住宅研究所（京都府木津川市）内の「納
得工房」は、住まいづくりにおいて大切なこ
とを五感で確認・比較し、理解を深めること
ができる施設です。来館者アンケートの結
果は、新たな研究開発や、これからの住まい
と暮らしのあり方の提案に役立てると同時
に、生活者データとして広く社会に発信して
います。　　（年間来館者　４万４４１４人）

● 体験型学習施設「納得工房」

56Sekisui House Sustainability Report 2011



当社の住まいの品質は、「運命協同体」として志を共有しているグループ会社、協力工事店の一人ひとりによって支えられています。

全国の積和建設３1社、約７０００社の協力工事店で組織される「積水ハウス会」とともに、当社はお客様の満足追求という理念のもと、

専門知識や技術のレベルアップを図り、さらなる施工品質の向上や次代を担う人材の育成などに、一丸となり取り組んでいます。

「運命協同体」として、お客様の満足につながる
施工品質の向上と、技術の伝承に取り組んでいます

6
実践報告 グループ会社・

　協力工事店とともに

一人ひとりがお客様側に立ち、意見交換。
積極的な改善提案で、施工品質を高めています

　一高建設が所属する「東京セキスイハウス会」北支部では、「施工

に携わる全員で課題を解決していこう」という意識が一人ひとりに

浸透しています。技術や安全面についての分科会を設け、毎回班長

を中心に職方全員で課題について話し合い、改善策に取り組んで

います。施工品質については、「技術ＣＳ分科会」で日ごろ感じてい

るさまざまな課題を協力工事店の代表者全員が施工品質会議の

場で発表。同時に、その解決に向けたスローガンを考案してポス

ターなどを作成し、周知徹底を図っています。目的達成までの間、

積水ハウスの支店、積和建設、協力工事店の全員が徹底して実践

するので改善のスピードは想像以上に早くなりました。何より「お

客様に満足していただける住まいづくりのために、現場を変えてい

こう」という意識を共有することによって、連帯感が強まっている手

応えがあります。

早急の課題は若手の育成。目標にしてほしい社内資格取得

「お客様満足（CS）」の向上を、職方全員で考える

「東京セキスイハウス会」北支部 協力工事店　一高建設㈱を訪ねて

　積水ハウスの住まいづくりの現場には、元請け・下請けという概

念はありません。互いの立場を尊重しながら、お客様のために何が

できるかという志を持つ「運命協同体」としてはぐくんできた企業風

土が、施工の効率化、現場美化、マナー、安全面の強化などの原動

力となっています。施工現場の職方の自主性も高まり、「この現場で

は自分たちが積水ハウスの代表だ」という自覚を強く持つことで、

ベテラン、若手共に、現場を訪れるお客様からの質問に対し、より丁

寧に、詳しく説明する機会も増えています。今後も、各工事店に主任

検査員やカスタマーズセンター担当者を招いて行う勉強会の開催

などで、さらにＣＳの強化を図っていきます。

　現在、一高建設には８人の大工職がいます。積水ハウスとは３３

年来のお付き合いですから、ベテラン陣は皆、商品知識が豊富で、

現場では若手の技術指導にあたっています。しかし、次第に高齢化

が進み、技術の伝承が課題になってきました。「教育訓練センター・

訓練校」での教育や、経験の浅い職方が受講できる「ＳＴＥＰ研修」、

匠の象徴として若手の目標になる「施工マイスター」の認定などは、

住まいの品質をさらに高めるための貴重な仕組みなので、グループ

内での一層の活用と浸透を願っています。

　また、若手育成には日々安心して働ける環境づくりも不可欠で

す。年間工事量の平準化に伴う収入面の安定や、「セキスイハウス協

力会」の積立年金制度などの福利厚生も協力工事店への大きな支

援であり、将来にわたって人材の確保にもつながると考えています。

これからも積水ハウス、積和建設と心を一つに、お客様の満足実現

のための協働を続けていきます。

一高建設㈱ 代表取締役社長
「東京セキスイハウス会」北支部 副支部長

長谷川 光一

詳しくはWEBへ
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都心の施工現場は道路幅や建物間口、隣地間距離に制限がある場
合も多いため、施工をスムーズかつ安全に行うための工夫と細心の
注意が求められます。施工現場で特殊工法が増えてきたという、積
和建設東東京㈱の現場を訪ねました。

それぞれ条件の異なる現場で、
多彩な工法を駆使してスムーズな施工と
安全対策を強化

一高建設㈱ 内装大工  

大木 信之

お客様に喜んでいただけるよう、
自分の引き出しを多く持ちたい

　実績、技術力、技能の指導力などが優れた職方を対象に、「施工マ
イスター」を認定。モチベーション向上を図ることで、一層の施工品
質のレベルアップにつなげていきます。2010年度は45人が認定さ
れました。

匠の象徴「施工マイスター」制度を新設

担当者の声 

積和建設東東京㈱ 代表取締役社長 竹花 嗣生

施工現場は、
お客様と交流を生むリアルな展示場

担当エリアでは年間800～900棟の工事を行っていますが、私たちは住まい
という商品だけを売っているのではありません。作業がスピーディーかつ丁
寧であることはもちろん、施主様や近隣の方とのあいさつやコミュニケー
ションも重要です。一人ひとりが安全対策、騒音対策に注力しながら、リアル
な展示場としての現場づくりを行っています。

積和建設東東京㈱ 工事部建方工事課 玄 光裕

近隣配慮と現場美化が、
私たちにできる「営業活動」

都心部の工事では近隣の方々への配慮が不可欠です。日曜日は作業を極力
行わず、土曜日に作業を行う場合も、騒音の少ない部材の積み下ろしを中心
にするなど、細心の注意を払っています。また、施工現場の整理整頓も安全
対策につながる重要な要素で、この近隣配慮と現場美化の徹底は、私が施
工管理者としてできる重要な「営業活動」だと考えています。お客様目線の現
場づくりを、これからも推進していきます。

㈲筒井工業 職長 筒井 実

施工品質に直結する安全確認を徹底

住宅密集地の３階建て以上の現場では、先行設置する足場づくりやクレー
ン操作の際、隣地との距離が近いため慎重を期しています。職長として心
掛けているのは安全確認の徹底です。行き届いた安全管理は施工品質の
要。結果的にお客様の住まいの仕上がりにも直結するので、今後も真摯に
取り組んでいきます。

一高建設㈱ 内装大工  

大津 寛秀

住まいづくりに大切な
大工の心構えを伝えています
住 づく

担当者の声 

　３３年間、積水ハウスの現場一筋で施工品質の向上に努めてき

ました。内装大工は最初の３年間で基礎を身につけ、和室の仕上げ

などマニュアル通りにはいかない部分については自分のやり方を

見つけて、解決していかなくてはなりません。現場では若手の指導

役というより、一緒に住まいづくりにかかわる同士として、大切な大

工の心構えも伝えています。知識や技術の吸収が早いので、可能性

がどこまで伸びるのか楽しみです。

　内装大工として４年目を迎えました。伝統的和室の造作などで

は、もっと自分の技術の引き出しをつくらなければと痛感します。定

められた施工期間内に、１００％納得できる仕事ができてこそプロ

だと思っているので、大津さんと担当する現場では毎日が勉強で

す。お客様の一生に深くかかわるこの仕事のやりがいを大切にし

て、がんばっていきたいです。

●取引先とのコミュニケーション　●施工現場での労働安全衛生確保　●施工現場の安全衛生活動　●安全衛生教育研修　●労働安全衛生マネジメントシステム　●施工品質向上のためにWEB関連項目

積水ハウス
事業の
共存・共栄 （積和建設・協力工事店）

積水ハウス会

施工品質の向上

援助・助成の充実安全衛生の徹底

●各種研修 ●主任技能者育成

●職長教育 ●安全衛生教育 ●補償制度 ●助成金支援

●「施工マイスター」認定

●「私のアイデア-２１」公募

●施工品質会議

●教育訓練センター
　訓練校

■お客様満足を実現する「運命協同体」としての取り組み

品質向上

安全対策

ゼロ
エミッション

現場美化

足場上部に現場仮設型天井クレーンを設置し、躯体・外装工事を施工する、
オリジナルの「ガータークレーン」
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●従業員とのコミュニケーション　●人材サステナビリティ　●女性活躍の推進　●ワーク・ライフ・バランスのための制度　●障がい者雇用の推進　●人材育成　●労働安全衛生WEB関連項目

　２００６年の「女性活躍推進グループ」設置から４年以上が経過しまし

た。この間、全国の女性営業担当者や展示場接客担当者を対象にした交

流会の実施など、女性従業員の活性化に向けたさまざまな取り組みを通

じて、いきいきと働く女性たちが増えてきました。日々の働きやすさだけで

なく、自分自身が活躍することで、「もっと積極的に働きたい」と思えるよ

うな職場づくりを目指します。

　また、人材育成に関しては、同エリアの女性営業推進委員が先輩メン

ターとして対応し、各エリアの人員構成に合わせた勉強会を実施するな

ど、きめ細かな体制を確立。今後もさらに活躍の場を広げていきます。

「女性活躍推進グループ」が　　　　
長く活躍できる職場環境をサポート

２００６年３月、人事基本方針として「人材サステナビリティ」を宣言。個人の能力や可能性を最大限に発揮できる環境・仕組

みづくりに取り組んでいます。女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの取り組みで、従業員一人ひとりがいきいきと働け

る職場づくりを目指しています。　　　　

一人ひとりが能力を発揮し、
いきいきと働き続けられる職場づくりを推進中です

7
実践報告

従業員とともに

「名古屋市女性の活躍推進企業」に
認定されました　
当社は２０１１年１月、「平成２２年度 名古屋市女性の
活躍推進企業」認定・表彰式で最優秀賞を受けました。
意識改革、仕事と生活の調和推進、女性の活躍の三つ
の視点で審査され、実績が高く評価されました。

育児休業から安心して復帰できました

　2010年４月に復帰し、２
歳の息子を保育園に預けて
働いています。復帰当初は仕
事と育児の両立が不安でし
たが、周りのサポートのおか
げで、お客様にも柔軟に対応
できています。「女性営業交流会」で情報交換できるのも心
強いです。復帰後は育児などの経験を住まいづくりの提案
に生かせるため、お客様に親近感を持っていただけるように

なりました。こうした経験を生かして、
お客様とより良い人間関係を築きつつ、
営業活動に励んでいきます。

交流会の開催などで女性営業担当者の活躍を支援

高崎支店  黒田 笑子

成功体験の共有が、次の力につながります

　展示場メンバーと行う
ロールプレーイングで常に
基本に立ち返り、ご案内の
際の改善点を話し合い、「出
会いの舞台づくり」「最高の
おもてなし」を考えています。

暮らしに役立つ情報をメンバーで共有し、独自に工夫した
プレゼンテーション資料も作成。「展示場接客担当者 基礎研
修」にも参加し、成功事例の共有化を図るなど、良い刺激を受
けています。お客様が楽しみながら、夢を
より膨らませていただけるような接客で、
住まいづくりをサポートできるようになる
ことが、今後の目標です。

宇都宮支店  見木 則子

15人

2007年度

営業部門の表彰基準に「展示場接客担
当者 特別表彰」を2010年度から設けま
した。お客様への最高のおもてなしを目
標とし、優秀な成績を収めた社員を表彰
する機会をつくり出すことで、さらなるモ
チベーションアップにつなげています。

「展示場接客担当者 特別表彰」

女性管理職の推移
（積水ハウスグループ合計）

女性営業交流会 展示場接客担当者 基礎研修

28人
23人

18人

2010年度

2009年度

2008年度

展示場接客担当者のスキルアップを促進
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　２００７年にグループ全体で１５人だった女性管理職数が２０１０

年には２８人まで増加。今後も女性の採用・登用をさらに進める

とともに、その能力を十分に発揮し、長く働き続けられる環境をつ

くるための施策を充実させていきます。

　特に、育児支援のための諸制度の充実や、育児休業制度、短時

間勤務制度の利用促進の取り組みなどは、能力ある従業員の多

様な働き方と活躍機会を増やすという意味でも重要です。積水ハ

ウスリフォーム㈱では、営業職である「リフォームアドバイザー」

を積極的に採用。仕事と育児を両立しやすい職場環境づくりに向

け、「週休3日制」も選択することができる勤務体制を取っており、

現在、全体の約3割がこの制度を利用しています。

　今後も男女の区別なく、多様な働き方を推奨していくことで、

ワーク・ライフ・バランスの充実につなげていきます。

ワーク・ライフ・バランスを支援し、
多様な働き方をサポート

2008年

2009年

2010年

■職群転換制度応募者数（白文字は実際に職群を転換した人数）

5人 5人
13人7人

8人6人

　新卒採用後に「生産技能職群」「一般事務職群」から「営業技術

職群（総合職）」に転換できる「職群転換（チャレンジ）制度」や、「こ

こで働きたい」という従業員の意欲を可能な限り尊重し、新たなス

テージで持続的に力を発揮し、活躍できる「人材公募制度」を導入

しています。また、退職した従業員がキャリアを再び生かせる「退

職者復職登録制度」、国際的な社会貢献活動に参加する従業員を

支援する「ボランティア休職制度」、年休を２年以上繰り越せる

「積立年休制度」なども充実させています。障がい者雇用率は、算定

方法の変更により、２０１0年2月1日時点では1.66％となりました

が、２０１1年度は部門ごとに雇用枠を設け、改善を図ります。

持続的に力を発揮できる
人材活用を推進

2008年

2009年

2010年

■短時間勤務制度利用者数

164人

72人

105人

2008年

2009年

2010年

■育児休業制度利用者数（短期間の利用を含む）

男性30人 女性87人 117人
女性81人男性33人

女性72人男性53人 125人

114人

2008年

2009年

2010年

■人材公募制度応募者数（白文字は公募のあった職場に実際に配属された人数）

23人 239人

120人12人

33人20人

男性従業員の制度利用を啓発していきます

　男性の育児休業取得促進のため、率先して取得。不安はあ
りましたが、上司、同僚は理解してくれて、休業中の業務につ
いても快く協力してくれました。20日間にわたる育児休業の
取得で時間に対する意識が変わり、効率的な仕事の工夫や
自己啓発にも前向きに取り組むようになりました。今はなる
べく早く仕事を終えるように心掛け、帰宅後は子どもたちと
一緒に過ごす時間を持つようにしています。これから制度を
利用しようと考えている男性従業員を応援し
つつ、ワーク・ライフ・バランスがより浸透する
職場の雰囲気をつくっていきたいですね。

育児休業制度の利用者が増加

積和不動産関西㈱ 人事部   久保元 将則

「週休３日制」で、家庭との両立が図れました

　お客様の人生の節目となる住環境改善をお手伝いできる
「リフォームアドバイザー」の仕事にやりがいを感じ、入社し
ました。普段は「週休３日制」を利用し、平日と日曜に休みを
取っています。子どもの習い事への付き添いや家族との時間
を持てるので、家庭と仕事のバランスが取れた生活を送って
います。職場には子育て中の女性や「週休３日制」の利用者
も多く、子どもの病気や親の介護など、互いの状況をオープ
ンに話し合える環境があります。今後もメリハ
リのある生活で、仕事もプライベートもより充
実させていきたいです。

勤務スタイルの選択が広がる

積水ハウスリフォーム㈱  大阪南営業所  岡本 越子

育児休業者のスムーズな職場復帰と、有意義な育児生
活を支援するインターネットプログラム「wiwiw（ウィ
ウィ）」を導入。メニューは、社内情報や職場復帰に役立
つ情報、育児に関する情報のほか、オンライン講座も。
休業中も会社との一体感が保てるので安心できます。

育児の合間でも利用可能な支援プログラムを導入

2008年 2009年 2010年

■障がい者雇用率（毎年2月1日時点）
1.90％

2011年

1.77％ 1.80％
1.66％

な育児生
wiw（ウィ
帰に役立
ン講座も。
きます。

プログラムを導入

60Sekisui House Sustainability Report 2011



人々の暮らしと地域社会にかかわる事業を営む当社は、地域と社会の一員として、さまざまな社会貢献活動を進めていま

す。企業理念の根本哲学「人間愛」を活動理念に掲げ、「住文化向上」「次世代育成」「環境配慮」を柱に、本業を通じた活動

はもちろん、「従業員のボランティア活動、チャリティー参加」「ＮＰＯ・ＮＧＯとの協働、活動支援」「教育機関と連携した教

育支援活動」などで、一人ひとりの自発的活動が可能な仕組みづくりや、地域に根差した活動を続けています。

「住文化向上」「次世代育成」「環境配慮」を柱に、
自発的活動を促す仕組みをつくり、取り組んでいます

8
実践報告

社会貢献活動

社会的活動を担うＮＰＯを支援する
従業員との共同寄付制度
「積水ハウスマッチングプログラム」

 ■「積水ハウスマッチングプログラム」の仕組み

積水ハウスマッチングプログラムの会

積水ハウス環境基金
生態系の保全など地球環境保護に
かかわる活動分野の支援

次世代の育成にかかわる
活動分野の支援

応募 審査・助成

助成先
（任意団体、NPO、教育機関など）

従業員
希望の基金を選択し、給与から
積み立て（参加は個人の任意） 会社が同額を寄付

会社

積水ハウスこども基金

（事務局：CSR室）  理事（５人）、監事、社外アドバイザーで協議理事会

プログラム助成 基盤助成

企業理念の根本哲学　「人間愛」

（　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

　従業員との共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」（会員

数約１７００人）を２００６年度から開始。ＮＰＯなどの団体を支援し

ています。このプログラムは、従業員が給与から希望する金額（１口１

００円）を積み立て、それに当社が同額の助成金を加えて寄付する仕

組みです。「積水ハウスこども基金」「積水ハウス環境基金」の２基金が

あり、会員代表で構成する理事会で支援先を決定します。

　「積水ハウスこども基金」は、「子育ての社会的環境整備に向けて従

業員が協力、参加している」「ＮＰＯ法人などからのフィードバックが

ある」と評価され、第４回キッズデザイン賞※（ソーシャルキッズサポー

ト部門）を受賞しました。また、さらに多くの従業員の社会参加を促す

ため、活動参加情報の提供など、会員への情報充実を図っています。
※主催 ： ＮＰＯ法人 キッズデザイン協議会

■２０１０年度の助成先

プログラム助成 【 11団体１403万円 】 基盤助成 【 １９団体３８０万円 】

●こども基金　５団体６９５万円   
●環境基金　６団体７０８万円

●こども基金　９団体１８０万円   
●環境基金１０団体２００万円

● ＮＰＯ法人　アトピッ子地球の子ネットワーク
● ＮＰＯ法人　ＡＤＲＡ　Ｊａｐａｎ
● ＮＰＯ法人　ＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮ
● ＮＰＯ法人　国境なき医師団日本
● ＮＰＯ法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

● ＮＰＯ法人　アサザ基金
● ＮＰＯ法人　白神山地を守る会
● ＮＰＯ法人　日本国際ボランティアセンター
● 公益社団法人　日本国際民間協力会（ＮＩＣＣＯ）
● ＮＰＯ法人　みどり大阪
● ＮＰＯ法人　緑の地球ネットワーク

　旧校舎は狭く、吹き込む雨で土の床

がぬかるむなど学習環境は劣悪でし

たが、新校舎の完成で環境改善ととも

に十分な教室数を確保することができ

ました。こどもたちは勉強に集中でき

るようになり、地域コミュニティ全体の

教育に対する関心も高まっています。

ＮＰＯ法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

今村 郁子氏

助成団体名：ＮＰＯ法人 ワールド・ビジョン・ジャパン
助成事業名：バングラデシュ人民共和国　モラザニ小学校建設支援事業

新校舎

授業風景

こども基金 助成先団体の声

小学校の新校舎建設で、
こどもたちの学習環境を改善

プログラム助成内訳 

こども基金 環境基金

環境配慮次世代育成住文化向上

従業員のボランティア活動 チャリティー参加 国際協力 緊急支援

NPO・NGOとの協働 活動支援 教育機関と連携した教育支援活動 事業活動を通じて

●社会貢献活動の考え方・指針　●住文化の向上　●次世代育成　●環境配慮　●社会への啓発活動　●障がい者の自立支援　●NPO・NGOとの協働　●積水ハウスマッチングプログラム　　　　　　WEB関連項目

61 Sekisui House Sustainability Report 2011



　地球温暖化防止、環境保全を推進する

ためには、次世代を担うこどもたちへの啓

発活動も大切です。当社は「エコ・ファース

ト企業」（Ｐ．29参照）として環境大臣と取

り交わした三つの約束を楽しく学べる体

験学習プログラムを実施しています。

こども向けに
三つの環境教育プログラムを実施

　１９９６年、「六甲アイランドＣＩＴＹ」（神戸市東灘区）と深いかか

わりのある当社とＰ＆Ｇ社が共同で、神戸市における国際的・文化

的なコミュニティづくりに資する事業や活動を助成する基金を設立

しました。ＮＰＯなど多くの団体の活動を支援しており、２０１０年度

は３８件の活動に合計２２００万円を助成。助成累計は計３億２５７

８万円となりました。

　２００５年度から、学生とともに住空間デザインを考える産学共働

の商品企画プロジェクト「地球にやさしい住生活デザインコンペティ

ション」に参画、運営に協力。住空間における環境意識を高め、暮らし

の質を向上させる商品の企画、産学の連携強化、学生間の交流促

進、若手デザイナーの育成を主目的に開催しています。

　２０１０年度は全国６３大学・２６７作品の応募があり、関東・関西

でそれぞれ最優秀賞１作品、優秀賞１作品などが決定しました。

国際的・文化的なコミュニティづくりを支援する
公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

「地球にやさしい住生活デザイン
コンペティション」に全国６３大学が参加

■基金の仕組み

積水ハウス
・
P＆G

助成先
助成先
助成先

公益信託の設定

重要
事項
の承
認

助成先の審査・選考

重要事項の同意

（指示勧告）

助成金  申請・給付
資金の拠出

信託管理人 基金運営委員会財産管理 日常運営 公益活動

（委託者）

住友信託銀行
（受託者）

（受益者）

兵庫県（主務官庁）
申請・許可・監督

　総合住宅研究所の一角を、日本の住生活研究の礎を築いた故京

都大学名誉教授 西山夘三氏が生涯にわたり収集・創作していた研

究資料約１０万点を保管するＮＰＯ法人 西山夘三記念すまい・ま

ちづくり文庫（京都府木津川市）に提供し、活動を支援。２００２年

から開催の「すまい・まちづくりフォーラム関西２１」への協賛もそ

の一つで、２０１０年度までに計２７回、本社のある梅田スカイビル

や総合住宅研究所などで開催。

次代のすまい・まちづくりの持続

的発展につながる情報発信や、

市民と専門家、行政と民間、メー

カーとユーザーなど、新たな関

係の構築に寄与しています。

ＮＰＯ法人 西山夘三記念
すまい・まちづくり文庫への協力

　２００５年から、本社のある梅

田スカイビルで開催されている

「障害者週間行事」（後援：内閣府）

に参画、運営に協力しています。　

　「障害者と社会をつなぐシンポ

ジウム」では、「経営戦略としての

障害者雇用」について会場全体で

の意見交換を実施。行政・企業・

ＮＰＯ・市民が共に考え、話し合う

有意義な場となりました。

障害者週間行事に参画

社会福祉法人 大阪ボランティア協会 
事務局長 水谷 綾氏

●温暖化対策と暮らしのかかわりを学ぶ 「いえコロジー」セミナー
●生態系の大切さを学ぶ 「Dr.フォレストからの手紙」
●資源循環について学ぶ 「トレジャーハントツアー」

　積水ハウスの企業理念にある根本哲学「人間愛」に立脚し

た社会貢献活動を展開されています。中でも積極性を感じる

視点は「参加」と「協働」です。これらの実践によって、より社

会的な「人づくり」に結実するでしょう。

　人々の暮らしを支える住まいづくり・まちづくりを進める

ためにも、さまざまな市民活動に触れるのは重要なことで

すので、今後もこういった支援活動をじっくりと育てていた

だけることを期待します。

住まいづくりのための「人づくり」の活動を

関東ブロック 最優秀賞 「めぐりバス」
日本大学大学院　今野和仁さん、
高橋雄也さん、永嶋竜一さんの作品

関西ブロック 最優秀賞 「雨をひっかける壁」
大阪市立大学大学院
内藤まみさん、洲崎海さんの作品

NPO現場に出向き、運営支援やNPOガバナンス構築
に取り組む傍ら、行政との協働、企業のCSR／社会貢献
プログラムづくりにも注力。ISO26000国内委員や
NPO法人会計基準策定委員など各種委員も歴任。

　　　　 ●神戸まちづくり六甲アイランド基金　●チャリティ・義援金・ボランティア　●社会貢献活動社長表彰
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CSR委員会・社外委員からのコメント
CSRの重要方針の立案・推進と取り組みの検証を目的として、「CSR委員会」を3カ月に1回開催しています（P.27参照）。同委

員会では3名の社外委員から「社外からの目」で意見をいただき、委員である社内の役員とともに議論を重ねています。2010

年度の議論を踏まえた、社外委員からのコメントを紹介します。

　東日本大震災被災地の目を覆うばかりの惨状は、全世界に強い衝撃を与えました。多数の被災者
の方々が、深い悲しみと苦しみに耐えながら、人としての信義・礼節を忘れず社会秩序を維持している
ことに、海外から驚きと賞賛の声が寄せられ、国際的連帯の輪と温かい支援が広がっています。
　また、この地震で発生した福島原発放射能漏れの大事故の対応では、多数の消防職員、警察官、自
衛隊員、東京電力関係者等の方々が国民の安全と被害拡大防止のため、身の危険も顧みず献身的な
活動を行ったことが、全世界に感銘を与えました。
　積水ハウスは、いち早く被災地に水などの支援の手を差し伸べましたが、積水ハウスの本領発揮の場
は、これから相当長期間にわたるであろう被災地の住宅の本格復興の支援にあると思います。先の阪
神・淡路大震災の際、耐震性に優れた積水ハウスの住宅が安全を守るシェルターの役割を果たしたこ
とは周知の事実です。耐震住宅のノウハウや省エネ・ＣＯ2削減等先進的技術を生かした、より安全・快
適な住宅を供給し、被災地の復興を強力に支援することは、住まいのリーディングカンパニーたる積水
ハウスの行うＣＳＲ活動の本領発揮の場となることでしょう。

大震災からの復興に全力の支援を

　東日本大震災で環境問題への取り組みは一歩後退した感がありますが、長期的な課題は消え去った
わけではありません。新たな状況にも対応しつつ積極的に取り組んでいかなければなりません。主力発
電設備が大きな被害を受けた首都圏では、今後しばらく電力不足が続きます。発電所の建設が急がれ
るべきですが、時間がかかると思われます。比較的早く対応できるのが太陽光発電です。太陽光で大量
の電力を確保しようとすると、これまでになかった新しいビジネスモデルをつくる必要があります。
　例えば、太陽光発電設備を買う経済的余裕はあるが、マンションに住んでいるとか、屋根の形状が
発電に向いていないとかの理由で設備の設置が難しい家庭と、物理的には設置可能だが、経済的な
理由で設備投資ができない家庭をうまく結び付けるモデルが考えられます。一種の金融ビジネスです
が、住宅メーカーが積極的に関与できるビジネスです。もともと住宅産業は金融ビジネスと深いかか
わりを持ってきました。賃貸住宅は、見ようによっては一種の金融ビジネスです。他にもさまざまなビ
ジネスモデルの可能性があります。新しい提案が待たれます。

新しいビジネスモデルの創造を

グローバルな流れにも注目し、政
治経済の情勢にも目配りされた細
やかな戦略が立案、実践されてい
る。都市部と郊外の地域格差も勘
案し、エリアマーケティングを強
化されたい。

弁護士　

加納 駿亮

CSR委員会でのコメントから

コンプライアンスや内部統制は重
要だが、これらに縛られ過ぎて事
業活動が収縮してしまうと本末転
倒である。悪いことをしないのも当
然であるが、良いことをしっかり行
うという視点を忘れないでほしい。

甲南大学　特別客員教授

加護野 忠男

CSR委員会でのコメントから

　未曽有の大惨事をもたらした東日本大震災と原子力発電所の事故は、被災地の方々の住まいはも
とより、生活をも一瞬のうちに奪ってしまいました。この中で改めて「省エネ」と「創エネ」、そして「節
電」の重要性が環境問題とは違った形で浮き彫りになりました。積水ハウスは、省エネ・創エネを実現
する住宅「グリーンファースト」でいち早く成果を挙げていますが、この技術を基に「エネルギーを消
費する住宅から、供給する住宅への転換」をより一層進め、新たな住まいの創造を通して、被災地はも
ちろん日本の復興に大いに寄与していただきたいと思います。
　ところで、わが国で本格的にＣＳＲが叫ばれてから８年が経ちました。果たすべき社会的責任の内
容も世の中の動きとともに変わってきており、従来のままの取り組みでマッチしているか見直すととも
に、目指すレベルを高めることも必要になっています。特にコンプライアンスの面で言えば、法令も生
き物ですので、常に新しいルールに則した規程やマニュアルを整備し、各々の職場で的確に実行する
ことが求められます。こうした認識を全員が共有し、現場主体で積水ハウスのＣＳＲがより一層「進
化」と「深化」を続けていくよう期待しています。

現場主体のＣＳＲで、一層の「進化」と「深化」を

「グリーンファースト」をさらに飛躍
させるために目標設定とマネジメン
トを強化していただきたい。「グリー
ンファースト」が経営戦略の根幹と
なり、ブランドイメージが一層強固
なものになることを期待している。

シャープ株式会社　相談役

辻 晴雄

CSR委員会でのコメントから
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第三者意見報告書
積水ハウスは、サステナビリティレポートの説明責任のレベルを高めるために、本年度も、国際NGOナチュラル・ステップ・

ジャパンに第三者意見の策定を依頼しました。

ナチュラル・ステップ・ジャパン（以下ＴＮＳ）は、積水ハウスより「サステナビリティレポート2011」の第三者意見の依頼を受けた。我々は、積水ハウスと
独立の立場で、積水ハウスのステークホルダーとは公平な立場でこの分析を行った。我々の責任は、下記記載の手続きの範囲で得た情報と関連した主張を
基盤にして、その限られた範囲で分析と評価を実施することである。これは、積水ハウスの経営幹部とステークホルダーの両方にあてた報告書である。

ISO26000に照らし合わせた分析
　ISO26000は、ISOの規格プロジェクトとしては世界最大で、99ヶ国の消費者、政府、産業界、労働組合、NGO、学術研究機関を代表する500人の専
門家が5年間かけて議論したプロセスがある。北欧では、企業、NGO、組合などの組織が、ISO14001が導入された時と同じレベルの高い関心を示し
ている。マネージメントシステムに慣れた企業は、ISO26000と照らし合わせ、対応が欠けているところがないかを点検するために使っている。また、こ
の規格によって多くの企業が、社会的責任を新しい事業やサービスの展開を考える際に重要視するようになったことが指摘されている。
　今回、積水ハウスの環境とCSRの取り組みをISO26000と照らし合わせ分析してみると、ISO26000の原則と中核主題の対策はすでに取り組んで
いることが確認できる。今後、新たに取り組みが必要となるところは、海外事業がスタートしたため「国際行動規範の尊重」の原則の理解を深め、幅広
く適用することである。また、中核主題の中で、積水ハウスが自ら永続的な課題であると認識している「労働慣行」の取り組みのレベルを向上させるこ
とである。特に、女性活躍のさらなる推進のためにワーク・ライフ・バランスへの取り組みは、最も優先的に取り組まれるべきである。
　ISO26000は、また、原則が理解でき、中核主題が特定できれば、組織が社会的責任を組織全体に統合する必要性も強調している。積水ハウスは、
企業理念と行動規範、戦略及び業務に社会的責任をしっかり導入している。この点において、グローバルな模範事例になるだろう。

2010年のハイライト
１. 「グリーンファースト」の推進
　トップ、幹部から担当者に至るまで全社で取り組み、各種の補助金や余剰電力買取制度の認知を普及させ、研修等により全事業所への販売方法の
落とし込みを図るなどして、太陽光発電システムや燃料電池を搭載する「グリーンファースト」の実績を目標以上に伸ばし、業界トップになった。
「グリーンファースト」の新築戸建住宅の比率が2007年７％だったのを70.6％まで伸ばしたことは高く評価できる。
　また、燃料電池「エネファーム」も業界最多の契約実績となり、普及に大きく寄与している。
２. 「フェアウッド」調達
　海外からの木材調達において「フェアウッド」調達が有効に機能し始めている。調達ランクで最も評価の高いSランク木材の調達割合が40%から
56%に伸び、最低のCランク木材の調達割合が22%から6%に下がったことは望ましい状況である。
３. 外部とのコミュニケーション
　COP10を機会に、企業が本業において生物の多様性に寄与している模範事例として積水ハウスの対策が注目された。様々な紙面や講演会で、積水
ハウスの取り組み内容を紹介する機会があったことは、Win-Winの大変ポジティブな外部とのコミュニケーションとなったと思う。
４. 戦略思考
　東日本大震災は１０００年に一度といわれる未曾有の大災害となった。地震と津波によって引き起こされた災害は復興に向けて道筋を示さなければならない。
　また、原子力発電所の事故においては、国内のみならず全世界の注目を浴びており、ここにきて地球温暖化防止対策における原発必要論に大きな
課題が投げられたことになる。
　そして、今、全世界規模で、太陽光発電への関心が非常に高まっている。その観点から、積水ハウスが進めてきたサステナブル社会の実現への戦略
は、すばらしい戦略だと思う。
　今後は益々、「グリーンファースト」の取り組みや、スマート・ネットワーク、スマートハウスの実用化の前倒しに向けて、積極的な取り組みを促進して
いただきたい。そのことが今まさに日本が直面する危機的状況を打開する道を示すものとしてよい指針となる。

今後の課題
 積水ハウスが、自社生産過程におけるエネルギーの低炭素化対策を加速させることも重要である。例えば、生産工場の屋根に太陽光発電を設置する
ことも検討してはどうだろうか。
　石油に由来するプラスチックにおいても長期的削減戦略とアクションプランを構築し、現在、PDCAで取り組んでいる環境目標の１項目に含めるこ
とによって問題が「見える化」し、対策が進むと考える。

まとめ
　「サステナビリティレポート2011」において、積水ハウスは、サステナビリティの責任にコミットメントをしている。そして、ステークホルダーが最も懸
念している重要な課題とそれらに対する様々な対応について簡略に説明し意思疎通をしている。
　2010年は、太陽光発電システムと燃料電池の販売実績を大幅に伸ばし、積極的に地球温暖化防止対策への社会的責任を果たしながら経済的な
発展ができたことを高く評価する。
　その他、「エバーループ」の取り組みは、「グリーンファースト」に比べ目立たないが、循環型社会づくりの上で、非常に重要なシステムをつくる取り組
みである。引き続き、この新たな住宅流通市場の形成に頑張ってほしい。
　また、今後、震災復興に向けては、安全・安心な住宅を提供すると共に、「まちづくり憲章」に基づき、東北地方の豊かな伝統と文化の再生に貢献する
ことを期待したい。

積水ハウス株式会社御中　 2011年５月

国際ＮＧＯナチュラル・ステップ・ジャパン　

代表

第三者意見報告書

◇企業にとって重要なフロー・プロセス、製品とサービスの使用段階のインパクトを見る。また、企業が変革に対して柔軟性があるのか、能力をつけているのか、
戦略、ビジョンと方針、目標と成果がつながっているかなどをＴＮＳの持続可能性分析の手法で分析をした。TNSの持続可能性分析手法について 
www.tnsij.org（ナチュラル・ステップ持続可能性分析結果の全報告書はWebに掲載）

◇ISO26000社会的責任規格の原則と中核主題に関するアンケートを実施し、取り組み状況を分析した。
◇サステナビリテｲレポート2010と2011年度版のドラフトと震災対策の報告書を分析した。

分析のために実施した手続き



環境 商品・技術ほか

CSR全般

まちなみ・景観
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2010年度 社外からの主な評価

主催：環境省

ストップ温暖化「一村一品」大作戦 全国大会２０１０　銅賞　［2010年2月］　

新梅田シティ「新・里山」における取り組み

主催：財団法人 韓国公共デザイン地域支援財団

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｐｕｂｌｉｃ Ｄｅｓｉｇｎ Ａｗａｒｄ ２００９　グランプリ　［2010年2月］

新宿展示場（五感で実感できるユニバーサルデザインの家）

主催：名古屋市

名古屋市女性の活躍推進企業認定　最優秀賞　［2011年1月］　 

積水ハウスの女性活躍推進の取り組み

スマート ユニバーサルデザイン
主催：財団法人 日本産業デザイン振興会

グッドデザイン賞（生活領域／住宅設備部門）　［2010年9月］　 

積水ハウスのCSRへの取り組み
主催：日本内部統制大賞（Integrity Award）審議会
日本内部統制大賞2011
「日本内部統制大賞（Integrity Award）」（「誠実な企業」賞）優秀賞 
［2011年2月］ 

主催：日本財団　
「日本が誇るべき企業１００社」
ＣＳＲレイティング　２年連続１位　［2010年10月］

「プレイフル・デザイン・スタジオ   こどもから学ぶ・おとなが変わる」※

（フューチャーアクション部門）　最優秀賞：経済産業大臣賞

オリジナルユニットバス「バスコア ＢＣＨ Ⅴ」
（キッズセーフティ部門）

「ＳＨ-ＵＤ」（積水ハウスユニバーサルデザイン）による住空間
ベビーカーおよび車いす使用に安全な通路設計の研究
（ユニバーサルセーフティ部門）

積水ハウスマッチングプログラム　こども基金
実測に基づく室内干し時における洗濯物の乾燥時間および室内温湿度環境
（ソーシャルキッズサポート部門） 

「５本の樹」いきもの調査
（フューチャーアクション部門）

ＭＵＳＩＣ ＨＯＵＳＥ
「ＣＯ２バランスモニタ」の開発
（フューチャープロダクツ部門）

※キッズデザイン協議会参加自治体・企業による「こどもOS研究会」の共同研究活動として受賞

共働きファミリーが暮らす家「トモイエ」
（ソーシャルキッズプロダクツ部門）

主催：公益社団法人 日本フィランソロピー協会

企業フィランソロピー大賞　特別賞：自然共創賞　［2010年2月］　

自然再生と生態系保全を目指す「５本の樹」計画

主催：日本環境経営大賞表彰委員会、三重県

日本環境経営大賞　環境価値創造パール大賞　［2010年3月］　

「木材調達ガイドライン」による「フェアウッド」調達の推進

主催：財団法人 日本地域開発センター

ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック２０１０　特別賞、優秀企業賞
［2011年1月］

シャーメゾン エコスタイル クロスソーラー

主催：日比谷公園ガーデニングショー２０１０実行委員会

日比谷公園ガーデニングショー２０１０　ガーデンコンテスト
東京都知事賞（ガーデン部門）　［2010年10月］　

もてなしの庭（グリーンテクノ積和株式会社）

大阪サステナブル建築賞　特別賞　［2010年2月］　

グランドメゾン四條畷ゲートハウス

サステナブル建築賞　財団法人 建築環境・省エネルギー機構理事長賞
（その他ビル部門）　［2010年2月］　 

東京ミッドタウン

草加市まちなみ景観賞　
建物景観部門　［2010年2月］　 

コモンガーデン草加

郡山市景観まちづくり賞　［2010年2月］　 

コモンステージ郡山パークスクエア（第２期建売住宅）

いいでしょこのまち賞（まちなみ部門）　［2010年2月］　 

グランドメゾン千里山西

盛岡市都市景観賞　［2011年1月］

コモンステージ青山

キッズデザイン賞

「サステナブル デザイン ラボラトリー」
（フューチャープロダクツ部門）　優秀賞

主催：特定非営利活動法人 キッズデザイン協議会

キッズデザイン賞　［2010年7月］

主催：財団法人 都市緑化基金

生物多様性保全につながる企業のみどり１００選
企業緑地部門　［2010年5月］　

新梅田シティ「新・里山」

おおさか優良緑化賞　大阪府知事賞　［2010年11月］
大阪サステナブル建築賞　特別賞　［2011年1月］　 

グランドメゾン西九条ＢＩＯ

●社外からの評価WEB関連項目



取締役 兼 専務執行役員　
コーポレート・コミュニケーション部長

平林 文明

　このたびの東日本大震災で被災された皆様には衷心よりお見舞い申し上げます。被災地の復興
に全力を尽くすとともに、夏季のピーク電力カットに向けて省電力生活スタイルの啓発・提案を行う
など、住宅メーカーとしての社会的責任をしっかり果たしてまいります。
　企業が果たす社会的責任への期待は日増しに高くなっています。ＣＳＲ活動について「現状維持
は後退」という意識を持ち、活動の質を高めていくことが重要だと考えています。
　企業は人なりと言いますが、当社企業理念の根本哲学「人間愛」を具現化できる人材を育成
し、社員がいきいきと働ける風通しの良い職場をつくることがＣＳＲの出発点であると思います。
２０１０年度はマネージャーをはじめとした階層別の教育を徹底して実施しました。また、サステナ
ビリティレポートのｅ－ラーニング、企業倫理月間の取り組み等を通じて従業員のＣＳＲ意識の向
上に注力しました。
　また、創立５０周年を機に、積和不動産、積和建設などの関係会社と連携してグループ一体での
ＣＳＲ活動も進展しました。
　コンプライアンスに関しては、キーパーソンである各営業本部の総務部長の役割を明確化し、定
例会議での情報共有、議論等を通じてガバナンスの強化を図りました。
　社会貢献活動に関しては、ボランティアに参加した延べ人数が前年度から約１６％アップしたこ
とに見られるように、かなり定着してきたと考えております。従業員の社会貢献意識をはぐくむこと
は企業理念の実践にもつながりますので、引き続き推進してまいります。
　２０１０年度、当社は日本財団によるＣＳＲレイティングにおいて２年連続「日本が世界に誇るべ
きＣＳＲ先進企業」の第１位にランキングされました。また、日本内部統制大賞審議会主催の「日本
内部統制大賞（Integrity Award）」（「誠実な企業」賞）優秀賞も受賞することができました。これら
の評価は当社に対する期待であると受け止め、決しておごることなく、常にＣＳＲ推進の原点を見据
えながら活動を推進してまいります。

社会性に関する分野

　このたびの東日本大震災で被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。命を支える住ま
いの意義をしっかりと受け止め、全社一丸となってオーナー様のサポートと仮設住宅などの復興支
援に尽力いたします。
　「グリーンファースト」で普及に努めてきた太陽光発電システムの採用は、２０１０年度、新築戸建
住宅の7割を超えましたが、震災後のインフラ不全の中、非常用電源として機能したと多くのオー
ナー様から感謝のお言葉をいただきました。自立循環型のエネルギーの選択が、防災対策としても
極めて有効な手段であることを再認識し、引き続き太陽光発電システムや燃料電池の普及を促進し
てまいります。実証実験段階に移行したスマートハウス、スマートコミュニティについても、住まい
手の快適性を見据えた次世代エネルギーシステムを目指して加速していきます。
　また、２０１０年度は「グリーンファースト」の新たな施策として、健やかな空気環境を実現する
「ケミケア仕様」（空気質配慮仕様）の普及を本格化させました。次年度はこれを踏まえて、安全・安
心や使いやすさに心地よさを付加した独自の「スマート ユニバーサルデザイン」の推進など、健康に
関する取り組みの浸透にも一層注力します。
　２０１０年秋には名古屋で生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が開催され、地域の在
来樹種中心の庭づくり「５本の樹」計画、持続可能な木材利用を進める独自の調達指針「木材調達
ガイドライン」についても、実績ある先進事例として評価いただくことができました。循環型社会構
築に向けても、２０１０年度に全国導入が完了した「ICタグ」を活用したゼロエミッションシステム
の効率的運用を図ります。
　これらの環境への取り組みは、国内はもちろん、展開を進める海外事業においても当社の強みと
なっています。社会の新たな枠組みの提案が求められている状況の中、住宅事業の可能性を見据
え、積極的に展開してまいりたいと考えています。

環境に関する分野

取締役 兼 常務執行役員　
技術本部長

伊久 哲夫
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総括・社外意見を受けて



積水ハウスグループについて

■グループの概要

■トップコミットメント

■企業理念・ビジョン

　企業理念
　サステナブル社会の実現に向けて
　積水ハウスが考える「４つの価値」と「13の指針」
　・環境価値
　・経済価値
　・社会価値
　・住まい手価値

研究・開発

　・R&Dの拠点「総合住宅研究所」
　・近未来型住宅「ゼロエミッションハウス」
　・「サステナブル デザイン ラボラトリー」
　・「ケミレスタウン®プロジェクト」
　・千葉工大との共同研究「ロボットテクノロジー（RT）」
　・サステイナビリティ学連携研究機構
　・MIT（マサチューセッツ工科大学）との共同研究プロジェクト

社外からの評価

　・SRIインデックスへの組み入れについて
　・主な表彰実績

グリーンファースト

●「サステナブル・ビジョン」を具現化する「グリーンファースト」
●「サステナブル社会の実現」に向けた未来への取り組み
　・スマートハウス実用化への取り組み
　・「ケミレスタウン®・プロジェクト」
　・海外事業の展開

CSR実践報告

　・地球温暖化の防止
　・生物多様性の保全
　・循環型の社会づくり
　・ふれあいと「経年美化」のまちづくり
　・積水ハウスの住まいづくり
　・グループ会社・協力工事店とともに
　・従業員とともに
　・社会貢献活動

テーマ別取り組み

■地球温暖化防止

●公的制度や認定の活用
　・環境共生住宅
　・CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）
　・建売住宅のトップランナー基準
●住宅のエネルギー消費〈住宅のライフサイクルアセスメント（LCA）〉
●生産時のCO2排出削減の取り組み
　・生産時のエネルギー消費
　・木質バイオマス・ガス化発電システムの導入
●輸送時のCO2排出削減の取り組み
　・輸送時のエネルギー消費
　・モーダルシフトの取り組み
　・積載効率の高い「増トン車」の導入
●居住時のCO2排出削減の取り組み
　・次世代断熱仕様の標準化
　・「アクションプラン20」から「グリーンファースト」へ
　・太陽光発電システムの普及促進
　・高効率給湯器の普及促進
　・燃料電池の普及促進
　・創エネ・省エネリフォーム
　・分譲マンションも「グリーンファースト」
　・「グリーンファースト LED-かながわ」の発売
●事務所で取り組むCO2排出削減の取り組み
　・事務所での省エネ推進活動

ガバナンス・コンプライアンス

■CSRに関する方針・指針

　・CSRの原点となる「企業理念」
　・経営ビジョン
　・「サステナブル・ビジョン」

■CSR推進体制

　・CSR委員会とCSR推進体制
　・社外委員からのコメント
　・事業所におけるCSR推進
　・CSRマネジメントツール

■コーポレートガバナンス・内部統制システム

■環境マネジメント

　・環境マネジメントの推進、方針
　・事業所での環境推進体制
　・ISO14001認証取得状況
　・環境に関する規制の遵守状況
　・廃棄物処理管理体制
　・従業員への環境取り組みの研修

■コンプライアンス

　・コンプライアンスの考え方
　・「企業倫理要項」の遵守
　・個人情報保護の取り組み
　・内部通報システムと公益通報者の保護
　・コンプライアンス推進活動
　・公正な取引
　・各種補助金の適正業務実施と適正運用

■ヒューマンリレーション・人権擁護

　・ヒューマンリレーション推進体制
　・ヒューマンリレーション研修
　・セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント相談窓口

■リスクマネジメント

　・リスクマネジメント体制
　・新型インフルエンザの対策について
　・廃棄物処理と土壌汚染に関するリスクへの対応
　・自然災害発生時の対応

「エコ・ファースト企業」として

これまでのあゆみ

　・未来につながるアーカイブ「積水ハウス５０年史」発行
　・1960年代
　・1970年代
　・1980年代
　・1990年代
　・2000年代
　・2010年代

　・「エコ・ファーストの約束」進捗報告
　・「エコ・ファースト推進協議会」の活動への参加

■生物多様性

●原材料調達時の配慮
　・「木材調達ガイドライン」の運用
　・熱帯林材利用の廃止
　・木材の循環利用を推進
　・「第８回日本環境経営大賞」にて「環境価値創造パール大賞」受賞
●生態系保全の取り組み
　・「企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）」と
　  「ビジネスと生物多様性イニシアティブ（B&B）」への参加
　・住まいの緑化を提案
　・「5本の樹」計画の推進
　・「シャーメゾン ガーデンズ」の取り組み
　・分譲マンションにおける緑化の推進
　・都市開発における環境配慮
　・生物多様性サイトの開設
　・「5本の樹・野鳥ケータイ図鑑」
　・庭木再生利用の取り組み

■資源循環

●住まいの価値を維持する長期保証
●住まいの長寿命化を促進する新技術
　・長期優良住宅と品確法
　・長期優良住宅先導事業に採択
●循環型社会の形成につながるリフォーム事業
●「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業
●資源の循環利用
　・資源循環活動のあゆみ
　・住宅に使用する資源の循環利用促進
●グループ全体で取り組むゼロエミッション
　・「資源循環センター」
　・「広域認定制度」を活用したリサイクルの推進
　・「ICタグ」を利用した次世代ゼロエミッション
　・「ぐるっとメール」の運用による廃棄物の管理
●工場
　・工場ゼロエミッションの取り組み
　・プレカットによる廃棄物削減
　・工場におけるリサイクルの推進
　・「プラタマパウダー」の開発、販売
　・工場における水使用量
●新築施工現場
　・新築施工現場でのゼロエミッション
　・新築施工現場のリデュース
　・リターナブル梱包の導入
●アフターメンテナンス部門でのゼロエミッション
●リフォーム施工現場でのゼロエミッション
●解体廃棄物の再資源化への取り組み
●居住時の資源有効利用
　・雨水利用の推進
　・節水型浴槽・手元ストップシャワーの導入を推進
　・超節水型便器の標準化
●事務所における取り組み
　・「グリーン購入」の推進
　・紙資源使用量削減
　・施工現場ユニフォームのリサイクル
　・エコ車両の導入とエコ安全ドライブの推進

■化学物質の管理

　・「化学物質ガイドライン」の運用と管理
　・アスベスト問題への対応
　・解体時の適正なフロン回収
　・PRTR─工場で使用する化学物質の管理

■まちづくりとコミュニティ

　・「まちづくり憲章」
　・分譲住宅フェア「まちなみ参観日」
　・「経年美化」のまちづくり
　・「ひとえん」によるコミュニティの醸成
　・「n×豊か」のまちづくり
　・賃貸住宅のまちづくり
　・マンション・都市開発の実例

http://www.sekisuihouse.co.jp/sustainable/2011/

WEB掲載項目について
本冊子では、できるかぎり重要性の高い報告に絞り、読みやすいレポートをめざしています。
そのため、本冊子に掲載できなかった取り組みや詳細データはWEBでご紹介しています。

WEB
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■ひと

●人材サステナビリティ
　・人事基本方針
　・子育てと仕事との両立を支援
●女性活躍の推進
　・女性の管理職への登用
　・女性営業職の積極採用、支援
　・展示場接客担当者へ向けた取り組み
　・「リフォームアドバイザー」の積極採用
●ワーク・ライフ・バランスのための制度
　・育児休業制度や介護休業制度などの利用状況
　・積立年休、退職者復職登録、職場復帰支援、ボランティア休職制度
●障がい者雇用の推進
●人材育成
　・人材育成の考え方
　・新卒採用に向けた取り組み
　・経営力強化に向けた取り組み
　・人材マネジメント説明会
　・社内研修制度、自己啓発の支援
　・社内資格制度
　・社内公募制度
●労働安全衛生
　・メンタルヘルスマネジメント
　・労働災害発生状況
　・労働安全衛生マネジメントシステム
　・施工現場での労働安全衛生確保
　・職場での労働環境の改善
　・施工現場の安全衛生活動
　・安全衛生教育研修

■社会貢献活動

●社会貢献活動の考え方・指針
●住文化の向上
　・住まいづくりの教室「すまい塾」の開催
　・「生活リテラシーブック」の発刊
　・調査・研究データの発信「view point」の発行
　・住まいの図書館
　・出版事業を展開　「株式会社住まいの図書館」
　・「住み継がれる家の価値」冊子発行への協力
●次世代育成
　・総合住宅研究所の教育貢献活動
　・体験教育の機会を提供する「住まいの夢工場」
　・各地の教育貢献
　・インターンシップの実施
　・「地球にやさしい住生活デザインコンペ」の開催
　・環境教育プログラムの実施
●環境配慮
　・新梅田シティ「新・里山」での教育貢献
　・「企業の森」制度への参加
　・清掃活動
　・「100万人のキャンドルナイト」への参加
　・「5本の樹」計画を生かした地域貢献活動
　・埼玉県「みどりと川の再生」活動に参加
●社会への啓発活動
　・防災意識の啓発
　・災害時における地域との協働
　・防犯教育と意識啓発
●障がい者の自立支援
　・セルプ製品の販売協力 、ノベルティ採用
　・障害者週間行事への参画

目標と実績

■社会性目標と実績

　・CSR方針と体制
　・お客様のために
　・従業員、取引先のために
　・株主、地域社会のために

■環境目標と実績

　・約束１（生活時・生産時のCO2排出量削減）
　・約束2（生態系ネットワークの復活）
　・約束3（資源循環の取り組み）
　・その他

基本事項

■環境会計

■サイトレポート

　・東北工場
　・関東工場
　・静岡工場
　・兵庫工場
　・山口工場

■マテリアルバランス（事業活動の環境負荷の把握）

■ガイドライン対照表

　・GRIガイドライン
　・環境省ガイドライン

■第三者意見報告書

　・第三者意見報告書
　・持続可能性分析の結果

■社外意見を受けて

■報告書／WEBサイトの編集方針

■報告書ダウンロード

■安全・安心・快適

●安全
　・「住宅防災」への取り組み
　・防犯への配慮
　・ユニバーサルデザインから「スマート ユニバーサルデザイン」へ
　・「ケミケア仕様」の普及
　・健康への配慮
●安心
　部材生産品質向上のために
　施工品質向上のために
　・全社施工品質管理システム
　・不具合の予防・再発防止体制構築と苦情情報の
　  データベース化による品質改善
　・グループ会社と協力工事店による任意組織「積水ハウス会」
　・厚生労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」
　・教育訓練センター・訓練校
　・施工マイスター制度
　・積水ハウスリフォームマイスター制度
　・施工改善提案制度「私のアイデア－２１」
　・施工ニュース「つちおと」
　コンサルティング・ハウジング
　・「コンサルティング・ハウジング」の推進
　・体験型学習施設を通じた「コンサルティング・ハウジング」
　・「コンサルティング・ハウジング」を補完するシステム
　・環境シミュレーションツール
　・補助金制度・長期優良住宅対応のシミュレーションプログラム
　・「コンサルティング・ハウジング」を担う人材の育成
　アフターサービス
　・カスタマーズセンター
　・カスタマーズセンター休日受付センター
　・長期品質保証制度
　・住宅履歴情報サービス
●快適
　・さまざまな家族のカタチにあわせたライフスタイル提案
　・オーナー様・入居者双方にメリットのある賃貸住宅の提案
　超高齢社会に向けたさまざまな提案
　・熟年・高齢期の住まい方の提案
　・医療・介護事業の推進
　・シニアの移住を支援する制度

■ステークホルダーコミュニケーション

●ステークホルダーコミュニケーション指針
●お客様とのコミュニケーション
　・CS（お客様満足）に関する方針と体制
　・グループ全員で実践するCSアクション
　・お客様アンケートの分析とフィードバック
　・オーナー様とのコミュニケーションツール
　・賃貸住宅における入居者満足の向上
●取引先とのコミュニケーション
　・購買方針
　・方針説明会の開催
　・お取引先様の企業体質改善サポート
　・取引先評価の実施
　・セキスイハウス会労働保険事務組合
　・セキスイハウス協力会
　・施工従事者データベースの活用
●従業員とのコミュニケーション
　・経営トップと従業員・協力工事店との対話
　・職場環境改善やCSR推進を目的とした従業員参加型の様々な活動
　・積水ハウスグループ誌「積水ハウス」
　・月刊メールマガジン「CSRコラム」
●株主とのコミュニケーション
●社会とのコミュニケーション
　・ステークホルダーとの対話
　・「サステナビリティレポート」の発行
　・団体活動および提言活動
　・環境イベントの開催
　・サステナブルブックレットの発行

●NPO・NGOとの協働
　・NPO・NGOとの協働
　・社会起業家をめざす若者の支援―「edge」への協賛
　・NPO「西山夘三記念すまい・まちづくり文庫」への協力
●従業員と会社の共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」
●公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」
●チャリティ・義援金・ボランティア
　・災害義援金
　・チャリティフリーマーケットの実施
　・こどもの日チャリティイベントへの協力
　・各地へ広がる収集ボランティア
　・地域イベントの支援
　・多彩な国際交流イベントの開催
●社会貢献活動社長表彰

　３月１１日に発生した東日本大震災で被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。
　住宅メーカーとして被災地の復興に向け、どのように社会的責任を果たしていったかを掲載すべ
きとの結論に至り、サステナビリティレポートの発行時期を遅らせることといたしました。巻頭に積
水ハウスグループの初動から復興住宅建築開始までの活動をまとめておりますので、ご一読いただ
ければ幸いです。
　「サステナビリティレポート２０１１」では、1年間のＣＳＲ活動を要素ごとに報告するとともに「積水ハウ
スの住まいづくり」という項目を設け、生活者視点の住まいづくりをプロセスに沿ってご紹介しました。
私たちが創立以来５０年間大事にし続けたお客様満足の実現に向けた取り組みをぜひご覧ください。
　私たち編集スタッフはレポート内容の社内外への浸透を目指し、行動してまいります。最後になり
ましたが、発刊にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

「サステナビリティレポート2011」編集チーム 
コーポレート・コミュニケーション部CSR室、 
環境推進部、  IT業務部 

編集後記
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〒531- 0076 
 
〒107-0052 
 

大阪市北区大淀中1丁目1番88号 
梅田スカイビル タワーイースト 
東京都港区赤坂4丁目15番1号 
赤坂ガーデンシティ 
 

本 社 
 
東京支社 

お問い合わせ先：
 

 

ホームページ：

コーポレート・コミュニケーション部
　CSR室 TEL.06-6440-3440

環境推進部 TEL.06-6440-3374

http://www.sekisuihouse.co.jp/

リサイクルに適したホットメルト接着剤（難細裂化製本用HMA）を使用しています。 発行：2011年6月
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